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販売店様向け顧客情報システム「CoNNECT+」とは

販売店様向け顧客管理システム「CoNNECT+」は、空調機器ならびに照明や蓄電池など
空調以外の機器も顧客情報とあわせ登録管理が出来る顧客情報システムです。

販売店様ごとにご案内致します、IDパスワードを利⽤し、インターネットに接続可能な、
パソコンやタブレット、スマートフォンなどでログイン頂くことで、無料でご利⽤頂ける
WEBシステムです。

CoNNECT+は、以下「❶ 案件管理」「❷ 顧客管理」「❸ 設定管理」で構成されています。
全ての機能を利⽤するのではなく、「❷ 顧客管理」だけを利⽤ といった活⽤が可能です。
各機能の詳細は、マニュアル該当章をご参照下さい。

タイミングごとの顧客への
提案アクション機能

メーカー出荷データを利⽤した
ラクラク顧客登録

システム
利⽤費
無料です

❷ 顧客管理❶ 案件管理
登録した「引合」を「受注」にすると、顧客や
機器情報は、⾃動的に顧客登録へ

❸ 設定管理 販売店様の社員の⽅へのID発⾏や、提案書⽤の住所やご社名の変更など、各種設定が⾏えます。

❶ 案件管理 ❷ 顧客管理 ❸ 設定管理

⇔

パソコン利⽤時＜案件管理＞スマホ利⽤＜案件管理＞ パソコン利⽤時＜顧客管理＞

各機能の利⽤⽅法は、CoNNECT+ログイン後、ヘッダの各ボタン選択で画⾯が切り替わります。

ボタン選択で切り替わります

利⽤⽅法
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CoNNECT+の３つの表⽰モード（ログイン⾼速化）
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CoNNECT+の蓄積情報増に伴い、顧客保有台数などを演算して表⽰する「顧客⼀覧」が遅く感じる場合には、
“ お客様のからの電話問合せ時、即起動したい ”ニーズに対応した「シンプル表⽰」や、「⾼速表⽰モード」など
ニーズにあわせた３つの表⽰をご⽤意しておりますので、ご利⽤ください。

シンプル表⽰の利⽤⽅法

特徴 表⽰速度

標準モード 前回サービス対応⽇や、保有機器台数など、顧客詳細画⾯を開かずとも、顧客の
ライフルサイクルに寄り添った対応や提案に必要な情報を⼀覧表⽰します。

普通

⾼速表⽰モード 標準モードで表⽰に時間が掛かる「集計項⽬」を省き、顧客⼀覧を表⽰します。 早い

シンプル表⽰ 最速のログイン表⽰⽬的にご⽤意。架電時の即CoNNECT+起動などに利⽤下さい ⼀番早い

⾼速表⽰モードの利⽤⽅法

ログイン画⾯でIDパスワード⼊⼒後「Simpleログイン」を選択すると、顧客名住所と検索だけ表⽰のシンプル表⽰モードが開きます

メニューから「⾼速表⽰モード」をON を選択すると切替ります（シンプル表⽰を選ぶとシンプル表⽰に切替わります）

顧客情報のみ⼀覧表⽰します。

Simpleログイン

顧客情報を選択して、通常の
顧客詳細を表⽰します。

通常ログイン後に、メニューから
「シンプル表⽰」で切り替えます。

■「Simpleログイン」

■メニューから「シンプル表⽰」選択

標準モードログイン

標準モードや⾼速化モードからシンプル表⽰への切替も可能です

標準モードへ切替

台数やサービス回数など演算が必要
な項⽬が⾮表⽰の⼀覧



CoNNECT+の顧客⼀覧

その他の便利機能

CoNNECT+では接触履歴や、提案のタッチポイント毎でかんたんにお客様を抽出、提案が可能です。
顧客別、納⼊先別、機器別に切換えで対応の必要な情報をすぐに⾒つけることができます。

機器の設置年⽉を元にお客様と
のタッチポイントを迎える機器
を提案アクションとして表⽰

ボタンの切り替えで、顧客ごと
の提案アクションと、機器ボ
リュームで表⽰

顧客別、納⼊先別、機器別
に切り替えて確認可能

顧客との接触履歴を蓄積。
案件名のクリックで詳細確認が
可能

2 フリーワード検索

3 ソートの並び替え

デフォルトの表⽰順は以下の通り

の利⽤でソート⼊替可能です。

① 提案可能台数の昇順
② 顧客のランク昇順、売上⾦額降順
③ 業種順
④ 顧客会社名、お名前の昇順

1 詳細検索
をクリックで詳細検索が利⽤可能です。

• 筆まめなどにデータ連携可能な
CSVデータや宛名ラベルの印刷⽤
PDFが作成可能です。

• 対象先を絞った宛名ラベル印刷が
可能です。

• 宛名ラベル印刷は、以下ラベル等
に対応しています。

4 CSVデータと宛名の出⼒

• 登録している顧客や機器を
CSVデータとして取り出すことが
可能です。

• 任意に詳細検索の上、
出⼒も可能です。

PPC⽤紙ラベル（共⽤タイプ）A4 ノーカット 100枚（品番 KB-A590）
コクヨ プリンタを選ばないはかどりラベル A4 18⾯ 22枚（品番 KPC-E118－20N）
コクヨ プリンタを選ばないはかどりラベル A4 10⾯ 22枚（品番 KPC-E1101-20N）

詳細は【8】検索 P. A-64 を参照ください。

① ②

①対象を絞り込んでフリーワードで検索できます。
②プルダウンから⽇付種別選択後、⽇付検索ができます。
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7 ダイキン機器の詳細機能
ダイキンの機種名のリンクをクリックすると、D-Search
の該当機器情報を直接表⽰。

6 契約表⽰
⼯事記録でリース・保証内容を登録すると、顧客⼀
覧に が表⽰され、オンマウスで内容が表⽰され
ます。
契約期間満了3ヶ⽉前になると のように契約
マークが⾚く表⽰されます。

9 全顧客のサービス・応対履歴

8 MAP表⽰

CoNNECT＋トップページの最新のアクション横
「もっと⾒る」ボタンをクリックで、全顧客に対する
サービス・応対履歴が表⽰されます。

CoNNECT＋では顧客全体と、顧客ごとでMAP表⽰があり、
顧客⼀覧「地図を⾒る」、顧客詳細「地図」タブよりそ
れぞれ表⽰可能です。
また、MAPに表⽰されているピンをクリックすることで
詳細画⾯を開くことも可能です。

・顧客全体のMAP(顧客⼀覧) ・顧客ごとのMAP(顧客詳細)

・MAPのピンクリックで詳細画⾯へ

10 ⼊⼒計表⽰について
⼯事や修理記録で⼊⼒した⾦額の合計が「⼊⼒計」とし
て、顧客⼀覧や顧客詳細に表⽰されます。

・顧客⼀覧 ・顧客詳細

・納⼊先詳細
詳細は「よくある質問」
Q6-4をご確認ください。
https://connect-
plus.daikin.co.jp/help/f
aq.html#q0604

顧客の売上⾦額は⿊字で、
⼊⼒計が⻘字で表⽰されます。

5 セット品名での修理登録
対象の機器はセット品や個別品での選択が可能です。
グループ（系統/セット）詳細から「＋⼯事・修理」ク
リックでセット品名でまとめて修理登録可能です。

グループ詳細
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提案テーマ
業務⽤ 家庭⽤

店舗ｵﾌｨｽ
⽤ｴｱｺﾝ

ビル⽤
ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

設備⽤・
⼯場⽤ｴｱｺﾝ チラー マルチ

エアコン
ハウジﾝｸﾞ
エアコン

エコ
キュート

ふれあい 設置後３か⽉のお客様を対象に
「ご購⼊御礼」をつたえる挨拶メール ﾒｰﾙ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1年点検 設置後1年のお客様を対象に、点検を切⼝に
つながり続けるご挨拶のメール ﾒｰﾙ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予防保全
(エコキュート)

定期メンテナンスにより突発的な故障予防提案
(プロによる3年ごとの給湯機定期点検のご案内）

ﾒｰﾙ
提案書 対象外 対象外 対象外 対象外 対象外 対象外 〇

定期点検
フロン排出抑制法の定期点検（1年・3年）
タイミングの機器を所有されるお客様に、
定期点検の申込みをご案内

ﾒｰﾙ
提案書 〇 〇 〇 〇 対象外 対象外 対象外

洗浄提案 設置後7~12年の更新⼀歩⼿前のお客様に、
洗浄提案を切⼝にアプローチ

ﾒｰﾙ
提案書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 対象外

更新提案 空調機設置13年以上、給湯機設置10年以上の対象
機⾒える化で説得⼒のある更新提案を

ﾒｰﾙ
提案書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スイッチ
オン

設置年⽉に関係なく、全空調機ご利⽤のお客様に、
シーズン前の試運転のお知らせで、早めの暑中⾒舞い
代わりのご挨拶を。

ﾒｰﾙ
ﾁﾗｼ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 対象外

循環型ビジネスのためのお客様とのタッチポイントにあわせ、
対象の顧客を⾃動で⾒える化。
それぞれのアクションは「かんたんメール送信」「提案書出
⼒し提案活動」の利⽤可能です。

1． 利⽤⽅法

1

3

① 提案メニューをクリック（例︓更新提案）。
② 対象顧客が表⽰されます。提案する顧客をチェックボックスで選択してください。
③ 「メール送信」⼜は「提案書印刷」を選択します。

④ メール送信の場合︓メールテンプレートが開きます。編集加筆の上、プレビューで確認後送信ください。
提案書印刷の場合︓出⼒を選んだ場合、提案書のPDFファイルが出⼒されますので、印刷の上お客様への提案にご利⽤ください。

⑤ 提案アクション(メール送信・提案書作成)を実施すると、最新のアクションに履歴として表⽰されます。
クリックすると、発信先の顧客⼀覧がリスト内に表⽰され、対象のアクション(発信メール・提案書）詳細の確認可能です。

2

ふれあいメール

１年点検洗浄提案

更新提案

1年⽬

3ヵ⽉
13年⽬

フロン定期点検

メール送信の場合

提案書印刷の場合

5

4

4

2． 提案アクションについて

提案アクション

更新提案
空調機（設置から13年~）
給湯器（設置から10年〜）

洗浄提案
（設置から

7年⽬〜12年⽬まで）

フロン定期点検
通年

設置

機器毎に設置からの経過年や製品カテゴリに応じて
適切な提案のタッチポイントを画⾯で案内します。

タッチポイントは
ここで確認︕

設置

３年⽬

7年⽬

P. A-92
提案書出⼒例

P. A-90〜
メール出⼒例
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予防保全
エコキュート

通年

1年点検
（設置から

10か⽉〜15か⽉）

ふれあい
（設置後3か⽉）

※詳しいカテゴリについては【9】提案アクション 2.CoNNECT+提案⼀覧「P. A-70」 を参照してください。



メーカー出荷データを利⽤した顧客登録で ラクラク 登録

Point2 メーカー納⼊実績の情報は受信トレイに到着だから、操作もラクラク

顧客管理しない機器は
trashボックスに

⼀時保管

顧客管理したい機器の⾏にチェック
をつけて ⼜は
ボタンから登録します

受注№ごとにフォルダー
で表⽰。

のクリックで、機器ご
との明細が確認できます。

Point3 セット品番もラクラク設定

メーカー出荷の機器がCoNNECT+にデータ連携 納⼊実績受信ボックス 出荷データを利⽤した顧客・機器登録が
できるので登録の負担が軽減できます。

※セット品名管理を⾃動で⾏うことで、更新提案
（ZEAS省エネ提案書）作成が可能になります。

ダイキン製品は、マスターから
お任せでセット品グループ登録可能です。

他社製品や、ビルマルなどセット品マスターがない
組合わせは、ご⾃⾝で系統グループ登録が可能です。

グループ化

おまかせセット品

⾃由な組合せグループや、
ビルマル系統が可能です

Point1 メーカー出荷依頼いただくと、CoNNECT+にも情報連携でラクラク

未読は太字で表⽰

セット

セット

個別に設定

あの室外機とこの室
内機がセットだな
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顧客ごとの機器や提案アクションの⾒える化はもちろんのこと、サービス修理履歴や、引合管理まで、
顧客情報を⼀元化します。

顧客の詳細を⼀元化“顧客詳細画⾯”

顧客詳細画⾯

顧客ごとの機器や物件詳細をチェック可能。
提案アクション時期を迎える機器を⾒える化。

顧客トップ

これまでの顧客への接触履歴を⼀覧。
⾏を押すと即詳細確認可能。

サービス・応対履歴

顧客の基本情報や、契約情報を集約、
顧客情報の修正を⾏う場合 編集 をクリック

基本・担当者

顧客の社屋と納⼊先を地図でマッピング。
ピンを押すと顧客または納⼊先の詳細画⾯が
開きます。

地図

修理

修理

修理

○○○株式会社

ランクごとにピンの
⾊が変わります
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サービス履歴管理

サービス応対の⼊⼒⼊⼝

サービス応対の⼊⼒

サービス履歴はどこから⼊⼒できる
の︖

対象顧客ページをひらいて、
ボタンを押すか、

対象の機器の左端 ⼊⼒ から登録で
きるよ

内機・外機まとめて登録できるの︖

ボタンから登録画
⾯を開いて
の「⼯事・サービス記録」を選択し
てね。

をクリックすると、顧客が
所有する機器⼀覧から対象機器を選
択できるよ。
機器ごとに、⼯事、修理、点検、
オーバーホール、簡易点検をこのメ
ニューから登録できるので、
フロン法令対応も万全︕
（次年度Dfct連携予定）

⼊⼒内容の確認

⼊⼒した履歴はどこで⾒れるの︖

CoNNECT+のトップや、顧客TOPの
提案アクション⼀覧に表⽰。
加えて、最新修理内容は機器⼀覧の
前回サービス対応欄の⽇付クリック
で詳細表⽰できるよ︕

修理詳細

CoNNECT+では、サービス対応を⼊⼒しておくと、履歴管理されるので、
問合せ時スピーディーな確認が可能です。

詳しくはP. A-29~P. A-42を参照ください
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引き合い案件管理

顧客問合せ

現場調査

提案書提出

⾒積提出

保留（進展あり）

保留（進展なし）

受注

その他

名刺交換・あいさ
つ

クレーム

サービス（修理）

サービス（洗浄）

サービス（点検）

サービス

サービス修理以外の応対履歴は
に⼊って

「訪問・応対記録」をえらんでね。

⾶び込み客の問合せで顧客詳細画⾯がない場
合はどうしたらいいの︖

をクリックすれば、案件管理が開き、
CoNNECT+に登録していない顧客にも案件
（引合）の登録ができるよ。

詳細は案件「【1】引合(案件)を登録する
P. B-3」を参照してね。

提案に対して、進捗やクロージングをしたい
な。

先ほどの画⾯の から
「案件管理（引合）」をクリックすると、提
案に対しての進捗やクロージングを逐⼀登録
できるよ。
提案⾒積書のデータもCoNNECT+に添付で
きるから、社内で共有管理もしやすくなるん
だ。

詳細は案件「【1】引合(案件)を登録する
P. B-3」を参照してね。

内容区分プルダウン

お客様からの引き合い案件は、CoNNECT+の「訪問・応対記録」を活⽤して、
案件管理が可能です︕

サービス応対の⼊⼒⼊⼝

訪問・応対記録の⼊⼒

訪問応対記録についてはP. A-30
顧客詳細からの引合案件登録はP. A-29

を参照してください。
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ヘッダー

提案
メニュー

最新の
アクション

タブ切替

▌ ヘッダー
1 2 3 4 5 6

⑤ 案件管理
受注前の引合時点から顧客接触履歴の登録が可能な
案件管理CoNNECT＋が開きます。
引合として登録した案件の受注が決まったら
引合で⼊⼒した情報を引き継いで顧客登録が可能です。
「案件管理の特徴について」 P. B-1参照下さい

⑥ メニュー
設定機能やマニュアルなど
各種メニューを開きます。

検索ﾒﾆｭｰ

CoNNECT+ログイン頂くと、CoNNECT+顧客⼀覧画⾯が開きます。顧客登録により、情報蓄積されますので以下参照の上ご利⽤ください。

▌ 最新のアクション

クリックで、最新の5件のアクション表⽰します。
⽇付クリックで詳細ページへ遷移します。

顧客⼀覧

④応対履歴の最新⾏を「最新アクション」として表⽰します。
⼯事やサービス応対、アクション提案履歴など、お客様との
接触履歴の全件を表⽰する場合、未後上の を利⽤下さい。

【6】サービス修理記録 3.機器を特定せず顧客に登録
【参考】応対履歴⼀覧表⽰について P. A-45を参照下さい

① 旬の提案書
換気、清浄などお困り事解決のソリューション提案に
活⽤いただける提案書を適時追加ご⽤意しています。
【9】提案アクション 4.旬の提案P. A-79 参照下さい

② クイック提案
循環型ビジネスのためのお客様とのタッチポイントごとに
対象の顧客を⾃動で⾒える化。提案タイミングを迎える
お客様と、提案に活⽤頂ける提案書をご利⽤いただけます。
【9】提案アクション 3.クイック提案P. A-72 参照下さい

③ 納⼊実績からの機器登録
メーカー納⼊実績データを利⽤した顧客登録が可能です。
納⼊⽇の翌⽇に、機器別のデータが⾃動で追加されます。
【1】メーカー納⼊実績からの登録 P. A-16を参照下さい

④ 応対履歴
⼯事やサービス修理など、顧客との接触情報を登録頂くと
応対履歴⼀覧に⼀覧されます。
顧客、時期、機器、内容など検索可能なので、機器別など
多数の登録情報でもスピーディーに確認可能です。
【6】サービス修理記録 3.機器を特定せず顧客に登録
【参考】応対履歴⼀覧表⽰について P. A-45参照ください
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▌ 提案メニュー

▌ タブと、登録件数について

登録済機器台数（室内・室外・その他計）

検索利⽤の際
絞込み結果の
⼀覧表⽰件数
を表⽰します

②クイック提案のタイミングを迎えている顧客の機器
台数をグラフ帯で表⽰しています。

をクリックすると、提案アクション
メニューが開きます。（右記）

クリックでアクション提案の詳細を確認
頂けます。
詳しいアクション提案の活⽤⽅法は
【9】提案アクション 1.利⽤⽅法について P. A-69
参照ください。

提案対象となる「提案可能な機器台数」をグラフ帯で表⽰。
上記は「更新提案」タイミングの機器が１台あることをご案内
しています。更新提案書の取出しは をクリックします。

顧客⼀覧は「顧客別」「納⼊先別」「機器別」に各タブを選択することで、情報を集約し確認することが可能です。
また、タブには件数を表⽰しており、「登録顧客数（13件）」「納⼊先数（14件）」「機器別（117台）」と
最新件数を確認いただけます。

▌ 検索

・機器別タブの台数「117台」は
室外・室内・別売品など
登録機器全ての台数です

・提案可能な機器「32台/61台中」は
61台＝室外機台数 中
32台＝提案タイミングを迎えている台数
をご案内しています

室外機61台中、
提案ﾀｲﾐﾝｸﾞ機器が32台
をご案内

CoNNECT+の顧客⼀覧を検索することができます。詳細は「【8】検索 1.顧客⼀覧検索P. A-64 」を参照下さい。
顧客、納⼊先、機器以外の⼯事サービスなどの検索は応対履歴⼀覧で検索できます。

① フリーワード検索
プルダウンで検索範囲を選択して検索できます。

がonの場合、検索したい⾔葉を２⽂字以上⼊⼒すると、
登録済情報から候補を表⽰します。（プルダウンで対象指定可能です）
フリーワード検索は、前⽇までの登録が検索可能です。
当⽇内の登録の検索は、フリーワード以外をご利⽤下さい。

② 電話番号検索
ハイフンあり・なしどちらでも検索可能です。
顧客の電話番号、担当者の電話番号／携帯電話が検索対象です。

③ ⽇付検索
プルダウンで検索種別を選択して検索できます。
開始⽇が空欄の場合、1990-01-01で検索を⾏います。

④ 詳細検索
で詳細検索が開きますので、複数項⽬での絞込み検索が可能です（各項⽬はand条件で検索します）。



① 表⽰順変更

項⽬横の を利⽤した表⽰順変更以外に、「最新情報で並べる」と「表⽰カスタマイズ」をご⽤意しています。
「最新情報で並べる」を選ぶと、⼀覧右端の「最終操作⽇」の降順に表⽰します。
更新メンテした情報表⽰などに利⽤下さい。

「表⽰をカスタマイズ」を選ぶと、４項⽬での複合ソート指定が可能です。
表⽰順変更後に、 を⾏うと、出⼒データも指定表⽰順で出⼒されます。

「最新情報で並べる」「表⽰をカスタマイズ」を選んだ後、 でソート解除できます。

【０】 CoNNECT+について 1.顧客⼀覧
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▌ 顧客⼀覧

機器に対するサービス修理⼊⼒画⾯を表⽰ ⻘字クリックで詳細へ移動

各タブ切替で登録内容を確認いただけます。
⻘字リンクはクリックで、「顧客」「納⼊先」「元請」「サービス対応」「機器」といった詳細⾴へ遷移可能です。
機器タブの ボタン選択で、対象機器のサービス修理記録を登録する画⾯へ遷移します。登録結果は に蓄積されます。

便利な機能

21

② 機器タブの表⽰切替

ディフォルトは「室外機・室内機」※のみを表⽰する⼀覧がセットされています。
プルダウンより「セットまとめ表⽰」を選ぶと、セット品名＋単体で登録した室外機・室内機・その他（※）のみを
表⽰します。
「全表⽰」を選ぶと、パネルやリモコンなどの別売品含めて、全機器を表⽰します。

③ 左右への画⾯スクロール

お使いのパソコン環境により、下部のスクロールバーが表⽰しない場合、以下⽅法をお試しください。

3

❶ ⼀覧の項⽬名(グレー)にカーソルを置く ❷ パソコンの⽮印キーを操作 ❸ スクロールバーを表⽰せずとも
CoNNECT＋⼀覧画⾯が動きます

ソート指定可能な項⽬

顧客ランク

顧客売上

顧客業種

顧客名ふりがな

顧客ID

顧客都道府県

顧客住所

※ 室外機・室内機ビューについて(ﾀﾞｲｷﾝ製品)
室外機・室内機以外に空気清浄機など機器区分が

「その他」の機器も⼀部表⽰されます(右記参考)。
表⽰変更を⾏いたい場合、機器編集画⾯の

「表⽰対象」で表⽰有無の変更が可能です。

機種区分 室外機・室内機
ﾋﾞｭｰでの表⽰

室外機 ○
室内機 ○

その他 空気清浄機など
（作表区分「0」)



※1. で表⽰件数をデフォルトに
戻すことができます。

④ 表⽰件数変更

【０】 CoNNECT+について 1.顧客⼀覧
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設定した件数で⼀覧を表⽰します。
タブを変えると表⽰件数はデフォルトになります。

「表⽰をカスタマイズ」で顧客⼀覧の表⽰件数を変更することができます。

④

指定した
件数表⽰

※1



【０】 CoNNECT+について 2.応対履歴
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ヘッダの 選択で、CoNNECT+に登録した対応（⼯事・修理、案件）や、提案の履歴⼀覧が確認可能です。
顧客詳細ページの は顧客に⾏った対応履歴の⼀覧ですが、 は全顧客への対応履歴を最新順に⼀覧します。

▌ 応対履歴⼀覧の対象
応対履歴で閲覧できるのは、応対、⼯事・修理、案件、提案履歴になります。
※③案件管理画⾯で登録した情報は「顧客本登録」を⾏うと、応対⼀覧に連携表⽰します。

但し、応対⼀覧への反映には時差があり、案件管理で登録30分後の表⽰です。
①訪問応対 ・・・顧客管理で登録した訪問応対
②⼯事、修理・・・顧客管理または案件管理で登録した⼯事、修理
③案件管理 ・・・案件管理に登録した案件情報
④提案ｱｸｼｮﾝ ・・・顧客管理で実施した提案書出⼒、提案メール

▌ 応対履歴の検索
応対履歴の情報を検索することができます。
検索では、フリーワード、内容、⽇付、⼯事・修理分類などで検索できます。詳しくは「P.A-67」参照ください。

を選択して、案件管理検索が可能です。

▌ ⼀覧の表⽰

⑤応対履歴の件数
⑥⼯事サービス修理で登録している⾦額合計（案件に登録した⼯事サービス修理⾦額も含みます）
⑦ページ切替

⑤ ⑥ ⑦

検索メニュー

履歴⼀覧

① ②③

④

検索で指定した「応対の件数」や「⼯事サービス修理で登録している⾦額合計」を表⽰します。
①~④各画⾯の項⽬を⼀覧に展開表⽰します。各画⾯の⼊⼒項⽬が⼀覧のどの項⽬に表⽰しているかは次⾴をご確認ください。

フリーワード検索
・顧客/納⼊先/機器/訪問・応対/⼯事・

修理/提案が検索対象です
・登録翌⽇より検索が可能になります

案件管理

担当者

⼯事・修理・応対の種別

サービス・応対の分類

送客/PROSHOP/
カスタマー

⼯事・修理番号

設定メニューで⼯事・修理の
独⾃検索項⽬設定の場合表⽰

⽇付



⽇付 顧客 納⼊先 案件状況 送客 区分 内容 案件名 対象機器 受付 案件担当者
（⼯事・修理） 詳細 納⼊⽇ 契約 リース／保証 ⾦額（円） 添付 最終操作⽇

2022/09/30 応対邸 応対邸 引合★
（0） 案件 メンテナンス連絡 S56XTCXV-W(R56XCXV、F56XTCXV-W) 新規

太郎 訪問たろう - 02022/09/30

2022/09/30 応対邸 応対邸 - - ⼯事 移設 機器の移設
0000000065

EQ37LFV(RQW45LV、TU37LFV、
BRC981C1) - 新規太郎 移設作業、その後確

認作業 2022/09/30 現⾦／安⼼保
証7年 50,000 02022/09/29

2022/09/30 応対株式会社 応対株式会社 - - 修理 漏えい
修理

漏えい作業
0000000054

SZRH112BC(RZRP112BC、FHP112DG、
BRC1G2) - 新規太郎

漏洩作業、作業後の
点検も必要、経過確
認

2022/09/30 15,000 02022/09/30

2022/09/29 応対邸 応対邸（３台） - - 提案
予防保
全（EQ
）

予防保全（EQ）提案書印刷 EQ37LFV(RQW45LV、TU37LFV、
BRC981C1) - - - 0

2022/09/29 応対株式会社 応対株式会社 引合★
（0）

案件
（⼯事） 更新 ⼯事作業の確認

M000000054
SZRH112BC(RZRP112BC、FHP112DG、
BRC1G2)

新規
太郎

訪問たろう
（新規太郎）

⼯事のための確認作
業
確認作業とスケ
ジュールも確認

2022/09/29 (2,500) 02022/09/29

2022/09/29 応対邸 応対邸
受注
（中）
（3）

案件
（修理）

整備
（修
理）後
点検

機器の修理
M0000000054 S56XTCXV-W(R56XCXV、F56XTCXV-W) 新規

太郎
訪問たろう
（新規太郎） 機器の修正作業 2022/09/29 - 02022/09/30

2022/09/29 応対邸 応対邸 - - 訪問・
応対

現場調
査

訪問＋機器調査（機種名︓
RQW45LV 製造番号︓
S4321、他4件）

EQ37LFV(RQW45LV、TU37LFV、
BRC981C1)
S56XTCXV-W(R56XCXV、F56XTCXV-W)

- 訪問たろう 担当者変わるため、
挨拶と機器の調査 - - 02022/09/30

【０】 CoNNECT+について 2.応対履歴
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▌ ⼀覧の項⽬

顧客管理 案件管理

⼯事 修理 応対 案件のみ 案件⼯事 案件修理 提案

⽇付 作業⽇ 作業⽇ 応対⽇ 更新⽇ 作業⽇ 作業⽇ 作成⽇

顧客 法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

納⼊先 納⼊先 納⼊先 納⼊先 納⼊先 納⼊先 納⼊先 納⼊先＋提案機器
数

案件状況 - - - 引合
受注
逸注

引合
受注
逸注

引合
受注
逸注

-

送客 - - - 送客（PROSHOP、
カスタマー）

送客（PROSHOP、
カスタマー）

送客（PROSHOP、
カスタマー）

-

区分 “⼯事”固定表⽰ “修理”固定表⽰ “訪問・応対”固定
表⽰

“案件”固定表⽰ “案件（⼯事）”
固定表⽰

“案件（修理）”
固定表⽰

“提案”固定表⽰

内容 ※ ⼯事区分 点検整備区分 内容区分 - 案件種別 点検整備区分 提案テーマ

案件名 ※ 案件名+⼯事番号 点検内容+修理番
号

案件名+機種名+製
造番号
※機種名と製造番号は
機器選択時のみ

案件名 案件名+⼯事番号 案件名+修理番号 提案テーマ＋
メールor提案書印
刷

対象機器 対象機器の詳細

受付 ※ 受付担当者 受付担当者 受付担当者 -

案件担当者※
（⼯事・修理）

⼯事担当者 修理担当者 応対対応者 案件担当者 案件担当者
（⼯事担当者）

案件担当者
（修理担当者）

-

詳細※ 備考欄 備考欄 詳細欄 案件メモ＋
案件備考

案件メモ＋
案件備考

案件メモ＋
案件備考

-

納⼊⽇※ 作業⽇ 作業⽇ - 納⼊⽇ 作業⽇ 作業⽇ -

契約 リース／ローン
または保証内容が
⼊⼒されている時、
契約マーク表⽰

- - - リース／ローン
または保証内容が
⼊⼒されている時、
契約マーク表⽰

- -

リース／保証 リース／ローン
・三井住友
・ダイキンリース
・アプラス
・三菱電機
・オリコ
・トヨタ
・セゾン

保証内容
・安⼼保証7年
・⾃社保証7年
・ダイキン延⻑保証8
年
・ダイキン延⻑保証
10年
・JBRあんしん修正サ
ポート5年
・JBRあんしんサポー
ト8年
・JBRあんしんサポー
ト10年
・安⼼保証リース
・あんしん10年保証
ネットZEAS
・安⼼保証延払い

- - - リース／ローン
・三井住友
・ダイキンリース
・アプラス
・三菱電機
・オリコ
・トヨタ
・セゾン

保証内容
・安⼼保証7年
・⾃社保証7年
・ダイキン延⻑保証8
年
・ダイキン延⻑保証
10年
・JBRあんしん修正サ
ポート5年
・JBRあんしんサポー
ト8年
・JBRあんしんサポー
ト10年
・安⼼保証リース
・あんしん10年保証
ネットZEAS
・安⼼保証延払い

- -

⾦額（円）※ ⼯事⾦額 修理⾦額 - - ⼯事⾦額 修理⾦額 -

添付 添付ファイル数 添付ファイル数 添付ファイル数 添付ファイル数 添付ファイル数 添付ファイル数 -

最終操作⽇ 最終更新⽇ 最終更新⽇ 最終更新⽇ 最終更新⽇ 最終更新⽇ 最終更新⽇ -

応対⼀覧では、応対、⼯事・修理、案件、提案それぞれ登録した内容を表⽰します。※は表⽰引⽤する⼊⼒画⾯の項⽬名を記載

⼀覧の表⽰例

案件のみ

⼯事

修理

応対

提案

案件(⼯事)

案件(修理)

Ⓐ Ⓑ © Ⓓ Ⓕ ⒼE

Ⓐ
Ⓑ

©

E

Ⓕ

Ⓓ

Ⓖ



【１】メーカー納⼊実績からの登録
CoNNECT＋では、メーカー納⼊実績(納品先・納品⽇・機種名・機番・注⽂番号など)を利⽤した登録が⾏えるので、
隙間時間などを利⽤したスムーズな顧客情報登録が可能です。また、納⼊実績から検索しての機器の登録も可能です。
機器出荷後の納⼊実績データが届いた際に、メールでお知らせをします。
メールが不要な場合は設定「【6】メーカー納⼊実績の設定 P. C-21」を参照してください。
納⼊実績データは、メーカーからの納⼊⽇の翌⽇(納⼊⽇が⽇曜⽇の場合は、翌々⽇)の朝（9:00~10:00）に受信BOXに反
映されます。

① 「納⼊実績からの機器登録」をクリックしてください。
※メーカー納⼊実績に新着がある場合はログイン時に吹き
出しで通知されます。

② メーカー出荷データから連携された機器が受注№毎に
まとまって⼀覧表⽰された「メーカー納⼊実績」画⾯が
開きます。
登録したいデータをチェックボックスで選択してください。

受注No(8桁)ごとのフォルダをクリックすると
フォルダが開き、機器明細の確認が可能です

③ 既存の顧客の場合は「登録（既 をクリック、
新規の顧客の場合は「登録（新 をクリックしてください。

1

新着通知

3

1.「条件を指定して絞り込み」の横の「開く」をクリックで
検索メニューが開きます。納⼊実績を絞り込んで登録することが
可能です。

2.納⼊⽇、注⽂NO、受注NO、荷受⼈、荷受⼈住所、荷受⼈電話番号、
最終納⼊先、機種名、機番、内外区分、製品カテゴリーで
納⼊実績の検索ができます。

3.「検索」をクリックすると、検索条件に当てはまる機器がフォルダ
を開いた状態で表⽰されます。
検索内容と⼀致するデータが⻩⾊のハイライトで表⽰されます。

4.「□登録済みのデータも検索する」をチェックして検索すると、
既に納⼊実績から登録された機器を含めた検索ができます。
登録済みの検索結果は以下のように背景⾊がグレー表⽰されます。

5.「同じ条件で対象外を検索」をクリックすると、
対象外タブに切り替わり、受信ボックスで⼊⼒したのと同じ
検索条件で対象外のデータが検索されます。

メーカー納⼊実績で不要な機器データがあった場合、
該当の機器にチェックをいれて※2の ボタンをクリックする
と、※1の対象外タブに機器が移動します。
対象外タブに移動した機器は、チェックをいれて、受信BOXに戻
すことや完全に削除することができます。

※1

※22

＜納⼊実績データを検索する＞

5

3

2
4

1
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【１】メーカー納⼊実績からの登録
④ 新規顧客を選択した場合、「顧客情報⼊⼒」の画⾯が開きます。

メーカーの出荷情報を元に、顧客情報と納⼊先情報がセットさ
れていますので、確認〜編集をお願いいたします。

メーカーの出荷情報の送付先（荷受⼈）が貴社だった場合、
顧客情報と納⼊先情報はセットされませんので、情報を⼊⼒い
ただく必要がございます。

⑤ 顧客と納⼊先が同じ場合は、「顧客情報と同じ内容を⼊⼒」ボ
タンをクリックすることで、顧客情報と同じ情報を納⼊先に⼊
⼒することが可能です。

⑥ 必須項⽬を⼊⼒の上、「次へ」ボタンをクリックしてください。
⼊⼒情報と⼀致する顧客がいる場合、重複モーダルが開きます。
詳細は下記コラムを参照ください。

⑦ ⼊⼒内容の確認をして、よろしければ「次へ」ボタンをクリッ
クすると、顧客情報⼊⼒が完了します。
続いて機器のグループ設定を⾏いますので
グループ設定についてはP. A-19 ⑪を参照ください。

4

7

※顧客に元請(請求先)登録の場合
チェックを⼊れると登録済の「元請」⼀覧が表⽰します。
既登録の元請を利⽤する場合、⼀覧よりラジオボタンで選択下さい。
新規で登録の場合は、「新規元請作成」を選び、⼊⼒欄に登録願います。

新規の顧客の場合 (※既存の顧客の場合は⑨~参照ください。）

※

5

6

新規で登録した顧客と情報の重複した顧客が既に登録されている場合
⑥で顧客情報⼊⼒後、⼊⼒内容と既存登録顧客で電話番号・携帯番号もしくは、メールアドレスが完全⼀致している場合や、
会社名、お名前が部分⼀致している場合、重複して登録されることを避けるため、既存顧客選択画⾯が表⽰されます。

a.既存の顧客から登録候補が表⽰されます
◆新規顧客の場合、「新規顧客として登録する」を選択︓⑦の確認画⾯へ
◆既存顧客を選択する場合、ラジオボタンで顧客選択︓bへ

b.選択した顧客の納⼊先が表⽰されます。
既存の納⼊先もしくは新しい納⼊先を追加を選択し、
「次へ」をクリックしてください。
⑦の画⾯へ遷移します。

※候補表⽰のソート順は下記になります。
第１ソート︓ヒットしたものが多い順
第２ソート︓（法⼈）会社名（読み仮名）、（個⼈）名前（読み仮名）の昇順
第３ソート︓法⼈を先に表⽰し、個⼈を後に表⽰
第４ソート︓IDの昇順
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【１】メーカー納⼊実績からの登録

⑨ 選択した顧客に紐づく納⼊先を選択する画⾯が開きますの
で、納⼊先を選択して「OK」をクリックしてください。

※新しく納⼊先を登録する場合は「新しく納⼊先を追加」
を選択してください。

⑩ 選択情報の確認画⾯が開きます。
内容を確認の上、「次へ」をクリックしてください。

9

10

既存の顧客の場合(※こちらはP. A-16③の続きとなります）
既存の顧客は顧客詳細からも納⼊機器の登録が可能です。詳しくは、P. A-23を参照ください。

8

※

⑧ 既存の顧客の場合、「既存の顧客から選択」ダイアログが表
⽰されます。
該当の顧客を選択してください。
※会社 顧客名、区分、住所、顧客ID、電話番号での絞り込
みが可能です。
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【１】メーカー納⼊実績からの登録

⑪ 顧客情報の登録後、機器のグループ化(セット品)を⾏い
ます。 納⼊先ごとに登録された機器を元に、⾃動で組合
せを⾏い、 セット品名ごとののグループ化結果を表⽰し
ます。
設置場所の⼊⼒等を⾏い「OK」をクリック下さい。

※1「おまかせ」グループ化ではなく、個別にグループ化
を ⾏う場合「個別に設定する」画⾯より、任意のグルー
プ作成が可能です。

⑫ 機器のグループ設定が完了しました。
「顧客⼀覧」や「顧客詳細」、
納⼊した機器に対する「⼯事登録」の画⾯に移動できます。

グループ設定

11

※1

12

※2「1⾏⽬をすべてにコピー(設置場所・年⽉・備考)」を
クリックすることで⼀番上の機器に⼊れた設置場所、設
置年⽉⽇、備考の情報を⼀括で⼊⼒できます。

※2
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① TOPページの「＋顧客登録」ボタンをクリックしてくださ
い。

② 顧客情報編集画⾯になります。
必要な情報を⼊⼒してください。

法⼈の場合、代表の⽅の情報を⼊⼒してください。

※ 提案メールや宛名リストの出⼒に利⽤しますので、
できるだけ⼊⼒をお願いします。

③ 顧客IDは⾃動で発⾏されます。
任意の⽂字に修正することも可能です。
ただし、ほかの顧客と同じ顧客IDを使⽤することはできま
せん。
顧客IDは宛名印刷や住所付提案書に印字されます。

④ 受付区分をプルダウンメニュー選択してください。

⑤ 顧客の担当者をプルダウンから選択可能です。
プルダウンには「設定」の担当者登録の設定内容が表⽰し
ます。詳しくは P. C-8 を参照下さい。

⑥ 顧客に直接連絡不可の場合、不可を選択してください。
可の場合、詳細ボタンより「メールのみ」⼜は「ＤＭ送付
のみ」を選択できます。
（不可の顧客は【9】提案アクションの出⼒対象に含まれ
ません）

⑦ 代表以外で顧客の担当を追加したい場合は、
から⾏います。

⑧ 別途元請け（請求先）がある場合は、チェックを⼊れて
元請け情報を追加してください。
※元請け登録については次ページを参照ください。

⑨ 「OK」をクリックして登録を完了します。
※登録しようとした顧客が登録済みの顧客と重複している

可能性がある場合、重複メッセージが表⽰されます。
詳しくは P. A-22 を参照ください。

【２】登録 1.新規顧客の登録

１．顧客登録
メーカー納⼊実績からの登録を利⽤せず、顧客登録を⾏うことが可能です。
顧客登録を⾏うと「サービス・応対履歴」機能等が利⽤できるので、未納⼊の新規客に対しての引合管理(提案履歴)が可能です。
エクセルを利⽤して、お⼿元の顧客データを⼀括アップロード登録の⽅法もご⽤意しています。詳しくはPA-110を参照くださ
い

1

2

6

9

7

3

4

受付区分

新規

PRO

HP

買替

紹介

TEL

5

8
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① 「別途元請け（請求先）有」にチェックを⼊れると、
元請情報の⼊⼒が表⽰します。

② 貴社で、これまで登録済の元請を⼀覧表⽰します。
既存の元請を登録する場合、ラジオボタンで選択してください。
下部⑤に、選択した元請け詳細が表⽰します。

③ 検索フォームに任意⽂字の⼊⼒で、既存登録の元請名の
検索が可能です。

④ 既存元請以外の、新規元請を登録したい場合、ラジオボタンで
選択します。

⑤ 新規元請作成を選んだ場合、元請け情報を⼊⼒してください。

既存元請を選択している場合は、登録済の情報が表⽰されます。
※既登録の元請情報を編集したい場合は、P. A-57 を参照くだ

さい。

【２】登録 1.新規顧客の登録 （元請け登録）

顧客情報に「元請け」を登録する⽅法

2
3

5

1

4
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【２】登録 1.新規顧客の登録 （重複メッセージ表⽰）

登録済み顧客と⼆重登録にならないか、重複チェック

1

④⼊⼒内容を登録します
（新規に登録した顧客詳細が開きます）

③登録がキャンセルされ、TOPページが開きます。

・顧客⼀覧

3

2 4
※

①前⾴⑤の顧客⼊⼒情報が、CoNNECT+の登録済顧客
と同じ場合、既に登録済顧客の候補を表⽰します。

【完全⼀致】
・顧客担当者の電話番号
・顧客担当者のメールアドレス

【部分⼀致】
・会社名
・お名前

※ 会社名・お名前をクリックすると、顧客詳細が開くので
顧客内容の確認が可能です。

既存顧客に⼀致する顧客が存在した場合は
③をクリックし顧客⼀覧へ戻ります。

下部の⼊⼒項⽬に誤りがあった場合は
②をクリックし、顧客情報の⼊⼒画⾯に戻り修正願います。

既存顧客に該当の顧客がなく、新規で登録する場合は
④をクリックし、新規登録を完了させてください

※候補表⽰のソート順は下記になります。
第１ソート︓ヒットしたものが多い順
第２ソート︓（法⼈）会社名（読み仮名）、（個⼈）名前（読み仮名）の昇順
第３ソート︓法⼈を先に表⽰し、個⼈を後に表⽰
第４ソート︓IDの昇順
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クリック後、他社機器など、機器マス
ターに⼀致しなかった場合、機器情報の⼊⼒画⾯が開
きますので、必要な情報を⼊⼒してください。

① 登録したい顧客の詳細画⾯を開きます。
「＋機器追加」をクリックしてください。

② 機器追加の⽅法を選択画⾯が表⽰します。
「新規機器を追加」にチェックを⼊れて、
「OK」をクリックしてください。

③ 「⾃社納⼊機器」か「他社納⼊機器」かを選択して下さい。
(「他社納⼊機器」で登録した場合、提案アクションで
ふれあい・点検等のメール発信されません ）

④ 「セット品名」欄に機種名を3⽂字以上⼊⼒するとダイキンの
マスタから候補を表⽰します。
⼊⼒⽂字を増やすごとに、候補が絞込まれます。
ダイキン製以外は直接⼊⼒下さい。
よくある質問」Q3-3をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0303

※1 同⼀セット機器を複数台登録したい場合は台数を
⼊⼒してください。

（複数台登録する場合はP. A-25を参照してください。）

⼊⼒後 をクリックしてください。
（「セット品名」欄には、セット品名、個別品名（内機・

外機）の⼊⼒が可能です）

⑤ ダイキン製品の場合、機器マスタよりデータを表⽰します。
製造番号や設置年⽉⽇の情報を⼊⼒してください。

※「1⾏⽬をすべてにコピー」をクリックで
1つ⽬の機器に⼊⼒された設置場所、設置年⽉⽇、備考が他の
機器にも⼀括で⼊⼒されます。

⑥ 機器の納⼊先を⼊⼒してください。
「新しく納⼊先を作成」を選択することで、納⼊先情報⼊⼒画⾯
が開きます。
既存の納⼊先から選択する場合はP. A-25参照してください。

⑦ 「OK」をクリックすると登録が完了します。

【２】登録 2.機器の登録
２．機器登録

新規機器を追加
お⼿元の納⼊先リストの機器や、他社機など「メーカー納⼊実績からの連携」以外の機器登録が可能です。
以下画⾯での登録以外に、エクセルを利⽤したお⼿元のデータを⼀括登録の⽅法もご⽤意しています。
詳しくはPA-110を参照ください

1

2

4

※

6

5

3

※1

7
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【２】登録 2.機器の登録

⑦ 機器登録が完了しました。

続けて機器登録をする場合は「はい（続けて機器登録）」を
クリックすると、再度機器情報⼊⼒画⾯が表⽰します。

A-24

※1

※1.登録した機器に対する⼯事情報の登録が可能です。
詳しくは「P.A-30」参照下さい。



【２】登録 2.機器の登録

① セット品名に機種名を⼊⼒してください。

② セット数を⼊⼒してください。(20セットまで可能です)

③ をクリックしてください。

④ ②で⼊⼒した台数分のセットが表⽰されます。

・各機器の情報を⼊⼒してください。
・機種名は「セット(1)」のみ⼊⼒が可能で

セット(2)以降は「セット(1)」と同じ情報が登録されます。

※「1⾏⽬をすべてにコピー」をクリックで
セット(1) の⼀番上の機器に⼊⼒された設置場所、設置年⽉⽇、
備考が全セットのすべての機器に⼀括で⼊⼒されます。

▽マスタ⼀致しなかった場合

同⼀セット機器を複数台登録する場合

▽マスタ⼀致した場合

① 機器登録時、納⼊先の指定が必要となります。
既に納⼊先が存在する場合、納⼊先情報に⼀覧表⽰されるので
ラジオボタンで選択してください。

新規の納⼊先の登録を⾏う場合は「新しく納⼊先を登録」を選ぶと
納⼊先情報の登録画⾯が表⽰します。

① 納⼊先を選択後、「OK」をクリックで内容が保存されます。

既存の納⼊先を利⽤しての登録⽅法

1

2

※セットから機器を削除する場合に使⽤する ボタンや
セットに機器を追加する場合に使⽤する は
複製元のセット（１）にしか表⽰されず、
セット（１）で削除や追加を⾏うと
その対応が複製されたセットにも反映されます。

1
2 3

4
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① 顧客詳細から「＋機器追加」をクリックしてください。

顧客詳細から、納⼊実績データを利⽤した機器登録

【２】登録 2.機器の登録

顧客の詳細画⾯から、納⼊実績データを検索し、顧客の機器登録が可能です。

② 機器追加の⽅法を選択画⾯が表⽰します。
「納⼊実績から機器登録」にチェックを⼊れて、
「OK」をクリックしてください。

③ メーカー出荷データから連携された機器が受注№毎に
まとまって⼀覧表⽰された「メーカー納⼊実績」画⾯が
開きます。
登録したいデータをチェックボックスで選択してください。

④「登録」をクリックしてください。

⑤納⼊先選択画⾯が開きます。
機器を紐づけたい納⼊先を選択し、
「OK」をクリックしてください。

⑥情報確認画⾯が開きます。
内容を確認し、「次へ」をクリックしてください。
以降のグループ設定⽅法はP. A-19⑪からを参照してくださ

い。

2

1

3

4

受注No(8桁)ごとのフォルダをクリックすると
フォルダが開き、機器明細の確認が可能です。

メーカー納⼊実績で不要な機器データがあった場合、
該当の機器にチェックをいれて※2の ボタンをクリックする
と、※1の対象外タブに機器が移動します。
対象外タブに移動した機器は、チェックをいれて、受信BOXに戻
すことや完全に削除することができます。

※1

※2

5

6
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① 納⼊先詳細から「＋機器追加」をクリックしてください。

「納⼊先」からの納⼊実績データの登録

【２】登録 2.機器の登録

顧客に納⼊先が複数ある場合、対象の「納⼊先」を特定しての納⼊実績データ登録も可能です。

② 機器追加の⽅法を選択画⾯が表⽰します。
「納⼊実績から機器登録」にチェックを⼊れて、
「OK」をクリックしてください。

③ メーカー出荷データから連携された機器が受注№毎に
まとまって⼀覧表⽰された「メーカー納⼊実績」画⾯が
開きます。
登録したいデータをチェックボックスで選択してください。

④「登録」をクリックしてください。

⑤情報確認画⾯が開きます。
内容を確認し、「次へ」をクリックしてください。
以降のグループ設定⽅法はP. A-19⑪からを参照してくださ

い。

3

4

受注No(8桁)ごとのフォルダをクリックすると
フォルダが開き、機器明細の確認が可能です。

メーカー納⼊実績で不要な機器データがあった場合、
該当の機器にチェックをいれて※2の ボタンをクリックする
と、※1の対象外タブに機器が移動します。
対象外タブに移動した機器は、チェックをいれて、受信BOXに戻
すことや完全に削除することができます。

※1

※2

2

5

A-27



【２】登録 3.納⼊先の登録

A-28

3．納⼊先登録

①顧客を選択します。

②顧客詳細の を選択します。

①

②

③

④

③納⼊先の情報を⼊⼒します。
※1. から顧客の住所などを流⽤して⼊⼒可能です。

④OKを選択して、納⼊先が登録されます。

※1

※2

顧客に対して新規納⼊先を登録します。
※機器登録時に、あわせて納⼊先の登録も可能です。詳しくは「P.A-23」参照下さい。

登録した納⼊先詳細が表⽰されます。
※2. から⼯事・修理を登録できます。

⼯事登録は「P.A-36」参照下さい。
修理登録は「P.A-39」参照ください。



【３】案件登録（引合）

顧客に対して引合があった際に、顧客詳細からその記録が登録できます。
提出した⾒積書など添付ファイルを登録しておくと、外出先からスマホなどでも確認ができるので、スムーズな管理が可能です。
また、顧客からの問合せ内容を登録することで、引合案件管理にも活⽤できます。
⼯事内容の登録を⾏う場合はP. A-36~の「⼯事記録」、サービス修理の登録はP. A-39~の「サービス修理記録」を利⽤下さい。

1

2

① 顧客詳細画⾯より、「+応対（引合・⼯事・修理）」をク
リックしてください。

② 「案件管理（引合）」を選択してください。

③ 依頼⼈欄に該当の顧客が選択された状態で案件登録画⾯が
開きます。

以降の登録⽅法については案件「【1】引合（案件）を登
録する P. B-3」を参照してください。3

A-29



利⽤⽅法︓対象の顧客詳細画⾯より、 で「応対・⼯事・修理」のいづれかを選択し、対応結果を登録します

【４】訪問・応対記録 1.結果登録

単位 応対 応対(提案・DM等) ⼯事 修理サービス
顧客 ○ ○ ○

納⼊先 ○ ○ ○
機器 ○ ○ ○

A-30

予定登録 アラートの表⽰

結果登録

CoNNECT+では、顧客への対応履歴を「訪問・応対」機能で登録が可能です。
お客様への「DM発信」「新商品提案状況」などの応対記録や、メンテナンス対応、⼯事履歴など、お客様や機器に対して⾏っ
た対応を簡単に登録できるので、CoNNECT+上でお客様の顧客カルテとして情報蓄積されその後の提案情報として役⽴ちます。
またお客様と約束した予定⽇を登録しておくと、予定通知を⾏える「予定登録」も訪問・応対記録では備えています。予定に対
して対応結果の登録ができるので、応対記録(応対・⼯事・修理）として顧客カルテに蓄積されます。
詳しくは「P.A-32」参照下さい。

活⽤⽅法︓「予定登録」機能をあわせて活⽤すると、次回メンテナンス訪問⽇や、再訪問予定⽇などの管理が可能です。
予定⽇が近づくと予告メールや、CoNNECT+画⾯内でアラート表⽰するので、忘れず対応可能です。
また、予告メール内のURLやCoNNECT+のアラートマークより、対応内容を確認し、そのまま応対記録として結果
登録が可能。登録した結果は、顧客カルテにも記録されます。詳しくは「P.A-32」参照下さい。



【４】訪問・応対記録 1.結果登録

1

2

内容区分

顧客問合せ

現場調査

提案書提出

⾒積提出

保留（進展あり）

保留（進展なし）

受注

その他

名刺交換・あいさつ

クレーム

4

7

3

5

6

①顧客詳細画⾯より、「+応対（引合・⼯事・修理）」を
クリックしてください。

②「訪問・応対記録」を選択してください。

④内容区分をプルダウンメニューから選択し、応対内容を
⼊⼒してください。
※サービスなどの記録を登録したい場合はP. A-36〜を

ご覧ください。

⑤添付ファイル欄では、提案資料や⾒積もりなどをアップロード
できます。

⑥「OK」をクリックで訪問・応対記録の登録が完了します。

⑦登録完了後、登録した内容の詳細画⾯が開きます。
内容を確認し、間違いがあった場合、再度編集ボタンから
内容の編集を⾏ってください。

1.結果登録

A-31

CoNNECT+では「応対・⼯事・修理」履歴を、顧客・納⼊先、もしくは機器ごとに登録ができ、顧客カルテとして蓄積されます。
顧客へのDM発信や新製品提案などの応対履歴の登録が可能です
設置⼯事などの詳細や、リースなど契約情報の登録が可能です
修理メンテナンスの対応履歴の登録が可能です

⼯事の登録はP. A-36~の「⼯事記録」、サービス修理の登録はP. A-39~の「サービス修理記録」を利⽤下さい。【応対訪問】

※１

③機器を特定する場合は、「機器を選択」から対象機器を選択して
ください。
※１.機器を指定せず、顧客や納⼊先に対して、応対登録が可能です。

納⼊先に対して登録時は、納⼊先のプルダウンから対象を
選択してください。(機器を指定すると納⼊先は⾃動セット）



【４】訪問・応対記録 2.予定登録

A-32

(1)CoNNECT+で予定⽇設定
①予定登録する顧客の詳細画⾯を開き、 を

選択します。
※予定登録は、⼯事・修理・訪問全て可能です。

①

②「予定アラートの設定」に して、予定⽇を⼊⼒します。
※必須項⽬は⽇付のみになります。

②②

※1

※1.１回の予定の場合、ラジオボタンで「1回の予定アラート
登録」を選択します。

複数回の予定を登録する場合、ラジオボタンで「繰り返し
設定」を選択し、繰り返す間隔と繰り返し回数を⼊⼒します。
例）1ヵ⽉ごとに2回予定登録する場合、以下のように⼊⼒

します。

③予定内容を⼊⼒したら「保存」を選択します。

③

顧客管理(3)訪問結果をそのまま登録(2)メールで予定⽇通知(1)CoNNECT+で予定⽇設定

CoNNECT+では、お客様への訪問タイミングなどの管理便利な予定登録機能があります。

以下などのケースに是⾮ご利⽤ください
・ お客様とのメンテナンス契約などで、定期的な訪問⽇が決まっており、CoNNECT+でタイミングを知らせてほしい
・ お客様より「検討する」などの反応があり、１カ⽉後などにアポを予定したいので近づいたら知らせてほしい
・ 予定登録しておいたオーバーホールの結果を CoNNECT+のサービス修理登録し、顧客カルテ管理を⾏う など

予定登録すると顧客⼀覧にアラート表⽰して、予定⽇の1週間前
と1⽇経過したタイミングで通知メールが送信されます。

2.予定登録

アラート表⽰について、詳しくは「P.A-33」参照下さい。
通知メールについて、詳しくは「P.A-34」参照下さい。



【４】訪問・応対記録 2.予定登録

A-33

■予定アラートの表⽰
登録した予定は、顧客⼀覧の「予定アラート」にアラート表⽰されます。

②予定マーク①予定⽇

①予定⽇・・・・・顧客に登録している最も古い予定⽇を表⽰します。
クリックすると応対詳細画⾯を表⽰します。
※予定がない場合は、”_”表⽰して、クリックすると顧客詳細の「サービス・応対履歴」を

表⽰します。

②予定マーク・・・予定⽇までの期間をマークで表⽰します。
クリックすると顧客詳細の「サービス・応対履歴」の予定で絞り込んだ結果を表⽰します。

マーク 予定⽇までの期間

予定⽇が設定されている時に表⽰します

予定⽇が近づいている時（7⽇以内）に表⽰します

予定⽇が過ぎている時に表⽰します

(2)メールで予定⽇通知

1週間前の通知メール 予定超過の通知メール

予定⽇ 予定⽇＋1⽇予定⽇-7⽇

1⽇後7⽇前

※予定通知メールの受信設定は、担当者の編集画⾯から設定できます。詳しくは「P.C-9」参照ください。

メール送信タイミング

予定⽇の1週間前と1⽇経過したタイミングで、予定通知メールを送信します。
予定通知メールに予定詳細のURLがありますので、予定していた応対（⼯事・修理・訪問応対）を対応完了したら
メールのURLから予定結果を登録してください。予定結果の詳細は「P.A-34」参照して下さい。

予定詳細 ボタンで結果登録が可能



【４】訪問・応対記録 2.予定登録

A-34

応対履歴で登録した予定を検索することが出来ます。

①予定アラート検索・・・予定アラートの検索が可能です。
プルダウン 検索対象

全ての予定 「予定超過(⾚)」「予定警告(⻩)」「予定有(灰)」の予定を検索できます

予定超過(⾚) 予定⽇が過ぎている予定 を検索できます

予定警告(⻩) 予定⽇が近づいている（7⽇以内）予定 を検索できます

予定有(灰) 予定⽇が設定されている予定 を検索できます

予定完了済 予定結果を登録した予定を検索できます

②⽇付検索・・・「応対予定(アラート)」を選択して⽇付検索すると、予定⽇で検索できます。

■予定アラートの検索

①予定アラート検索

②⽇付検索

(3)訪問結果をそのまま登録
予定した応対（⼯事・修理・応対）が完了したら、予定詳細の「予定の結果登録」から結果を登録します。

※予定通知メールのURLからも、予定詳細画⾯を開くことができ
ます。

①顧客⼀覧から の対象⽇付を選択して、
予定詳細の画⾯を開きます。

①



【４】訪問・応対記録 2.予定登録

A-35

②詳細画⾯の を選択します。

③

②

予定登録の結果⼀覧は、応対履歴から確認できます。
または、顧客詳細の を選択して応対履歴を開きます。（顧客詳細の応対履歴は、表⽰顧客の応対のみ表⽰）

検索の で予定登録した結果を検索できます。詳しくは「P.A-34」

③対応した内容を⼊⼒後、保存を選択します。
※ 予定⽇に対して対応⽇を⼊⼒します

対象のお客様に絞った応対履歴⼀覧応対履歴︓すべてのお客様履歴の⼀覧表⽰



【５】⼯事記録 1.新規で登録

1

2

3

4

⼯事区分
新設
更新
移設
増設
撤去

安⼼保証7年
⾃社保証7年
ダイキン延⻑保証8年
ダイキン延⻑保証10年
JBRあんしん修理サポート5年
JBRあんしん修理サポート8年
JBRあんしん修理サポート10年
安⼼保証リース
あんしん10年保証ネットZEAS
安⼼保証延払い
アシスネットサービス
ZEAS Connect

⽀払い区分
現⾦
リース
クレジット
延払い
⼩切⼿/⼿形

リース・ローン
・保証内容

三井住友
ダイキンリース
アプラス
三菱電機
オリコ
トヨタ
セゾン
ビジネスパートナー

顧客 納⼊先、または顧客の機器を特定した ⼯事内容 の登録ができます。
顧客に対して、⼯事内容の登録を⾏う場合は、③ を押さずに、必要情報を登録ください。
顧客の納⼊機器を特定して⼯事内容の登録を⾏う場合は、③ を押して、対象機器を選択後、⼯事情報の登録願います。

A

A

B

C

※1

※2
※3

⾃社検索ラベル設定

5

1.新規で登録

A-36

C

6

B

①顧客詳細画⾯より、 「+応対（引合・⼯事・修理） 」を
クリックしてください。

②「サービス・修理記録」を選択してください。

③⼯事対象の機器を特定して登録する場合は「機器選択」の
ボタンを押すと、顧客の対象機器が⼀覧表⽰するので⼊⼒が
スムーズです。
詳細はP. A-39を参照してください。
機器を特定せず、顧客に対して⼯事内容の登録も可能です。

④⼯事登録の画⾯が表⽰します。修理を登録の場合、ボタンを
押すと画⾯が切り替わります。

⑤⼯事内容を⼊⼒してください。プルダウン選択内容は以下
です。
※1 ⼯事に対して番号を割り振ることができます
※2 ⼯事・修理登録時に、⾃社で管理している項⽬を設定
することが可能です。（例︓⾃社設定の修理区分など）
利⽤⽅法は「【5】⾃社検索⽤ラベル P. C-17」を
参照ください。

▼⼯事修理分類設定画⾯

※3 納⼊先を特定して⼯事記録を登録する場合はプルダウン
から対象の納⼊先を選択してください。
詳細は「よくある質問」Q5-3をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503
※4 ⼯事・修理記録で⼊⼒された⾦額の合計値は、⼊⼒計
として顧客⼀覧や顧客詳細に表⽰されます。
詳細は「よくある質問」Q6-4をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0604

⑥「保存」をクリックすると、⼯事記録が登録されます。

A 新設・更新など⼯事区分を選択してください。

※4

B 現⾦・リースなど⽀払区分を選択してください。
クレジットを選択するとクレジット回数が⼊⼒可能です。

C リース・ローン／保証内容と期間を⼊⼒してください。
B.⽀払区分でリースを選択しなくても⼊⼒可能です。
⼊⼒内容は顧客⼀覧、応対履歴に表⽰され、終了⽇を⼊⼒
するとアラートが表⽰されます。詳しくは「A-37」



⼯事記録でリース・ローン／保証内容を⼊⼒すると、顧客⼀覧（顧客・
納⼊先・機器）、応対履歴に契約マーク が表⽰され、オンマウスで
契約内容を確認できます。
期間を⼊⼒すると契約期間満了3ヶ⽉前に、 のように契約マークが⾚く
表⽰されます。

【５】⼯事記録 1.新規で登録

A-37

リース・ローン／保証内容のアラート表⽰

①リース・ローンまたは保証内容を選択し、
終了⽇を⼊⼒して「保存」を選択します。

①

※1.顧客⼀覧の「契約」にリース・ローン／保証
内容と期間が表⽰され、終了3か⽉前になると
アラート が表⽰されます。

※2.契約期間が終了すると、グレー⽂字で表⽰され
ます。

※複数アラート設定したい場合は、新規で⼯事を登録
してください。

※登録したリース・ローン／保証の終了⽇は、応
対履歴から検索できます。詳しくは「A-67」

7 ⑦登録完了後、登録した内容の詳細画⾯が開きます。
内容を確認し、間違いがあった場合、再度編集ボタンから内容
の編集を⾏ってください。

登録結果は応対履歴から確認できます。詳細は「P.A-67」

■設定⽅法

■アラート表⽰

※2

※1



【５】⼯事記録 2.コピーして登録

1

2

① 顧客詳細のサービス・応対履歴画⾯より、 コピーしたい
履歴をクリックしてください。

② 応対・修理詳細画⾯が表⽰します。
「引⽤して登録」をクリックしてください。

③ 応対・修理記録の画⾯が表⽰します。
①で選択した案件と同じ内容が⼊⼒されています。
⼊⼒内容は変更することもできます。

※機器指定された⼯事記録を引⽤して、別の納⼊先に
引⽤登録したい場合は、複製された⼊⼒画⾯で、
対象機器を外すと、納⼊先変更が可能となります。

④ 「保存」をクリックすると、新しく応対修理記録が登録
されます。

⑤ 登録完了後、登録した内容の詳細画⾯が開きます。
内容を確認し、間違いがあった場合、再度編集ボタンから
内容の編集を⾏ってください。

登録済の⼯事記録を引⽤して、⼯事登録が可能です。（同じ顧客内のみ引⽤が可能です）

4

3

※

対象機器を編集場合は から下記器選択画⾯を開き、
編集してください。

2.コピーして登録

0000000004

A-38

5



【６】サービス修理記録 1.機器１件ごとに登録（機器タブからの登録）

6

7

点検整備区分
漏えい修理
呼出点検
整備（修理）後点検
設置時点検
その他

A

CoNNECT＋では、以下三種類の⽅法でサービス修理の登録ができます。

1

3

5

2

A

1.機器⼀件ごとに登録
機器別タブから個別に機器を選択して、サービス修理記録を⾏えます。

2.機器をまとめて登録（P. A-40）
顧客詳細から機器のサービス修理記録がまとめて⾏えます。

3.機器を特定せず顧客に登録（P. A-42）
顧客詳細から機器を選択せずに、顧客に対してサービス修理記録が⾏えます。

1.機器⼀件ごとの登録

8

※1

※5

顧客⼀覧 機器詳細

※2
※3

※4

4

① 顧客⼀覧、または顧客詳細の機器タブよりサービス修理記録を⾏
いたい機種の「⼊⼒」ボタンまた機器詳細の「＋⼯事・修理」を
クリックしてください。

② 選択した機器の情報が表⽰されます。

③ 修理を選択してください。修理登録の画⾯が表⽰されます。

④ 機器に対する修理サービス内容を⼊⼒してください。
提出した報告書など、添付ファイルの登録も可能です。
※1 修理に対して番号を割り振ることができます
※2 ⼯事・修理登録時に、⾃社で管理している項⽬を設定する
ことが可能です。（例︓⾃社設定の修理区分など）
利⽤⽅法は「【5】⾃社検索⽤ラベル P. C-17」を参照ください。

▼⼯事修理分類設定画⾯

※3 対象機器を選択している場合、納⼊先欄には機器の納⼊先情
報が⼊ります。
詳細は「よくある質問」Q5-3をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503
※4 ⼯事・修理記録で⼊⼒された⾦額の合計値は、⼊⼒計として
顧客⼀覧や顧客詳細に表⽰されます。
詳細は「よくある質問」Q6-4をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0604
※5 修理担当者の⼊⼒が可能です。
「+」ボタンをクリックで登録している担当者から
複数⼈選択することも可能です。
※6 iPadなどのタブレットでは、「ファイルを選択」をタップ
して写真撮影や端末内のアルバムから写真選択可能です。

⑤ 冷媒についての情報を⼊⼒したい場合は、
「冷媒・充填・回収」をクリックしてください。

⑥ 冷媒と、点検・修理・冷媒充填・回収会社についての
データ⼊⼒画⾯が表⽰されます。
点検・修理・冷媒充填・回収会社には、ログイン情報から会社名、
技術者名をセットしていますので必要に応じて修正してください。

⑦ 「保存」をクリックすると、修理・点検記録の登録が完了します。

⑧ 登録完了後、登録した内容の詳細画⾯が開きます。
内容を確認し、間違いがあった場合、再度編集ボタンから内容の
編集を⾏ってください。登録結果は応対履歴から確認できます。
詳細は「P.A-67」

⾃社検索ラベル設定

※６

A-39



【６】サービス修理記録 2.機器をまとめて登録（顧客詳細からの登録）

1

① サービス修理登録を⾏いたい顧客の詳細画⾯を開き、「+応対
（引合・⼯事・修理）」をクリックしてください。

② 「⼯事・サービス記録」を選択してください。

③ 「機器選択」ボタンをクリックして、登録を⾏う機器の選択を
⾏います。

※「機器選択」を選択せずに、顧客に対しての修理登録する場
合はP. A-42を参照してください。

※未登録の機器のデータを登録したい場合は、P. A-23を参照
し、新規機器登録を先に⾏ってください。

④ 「機器選択」ボタンの選択で、顧客が持つ機器が⼀覧表⽰の画
⾯が開きます。
表⽰⽅法プルダウンから「セットまとめ表⽰」「室外機・室内
機」「全表⽰」により、機器⼀覧表⽰⽅法の選択が可能です。

「セットまとめ表⽰」⼀覧より選択の場合は、選択したセット
品名(グループ名)を構成する室内外機⼀式が、サービス修理登
録の対象機器として登録されます。

⑤ 絞り込み機能では、納⼊先、設置場所、系統/セット、機種名、
製造番号で絞り込みができます。

⑥ 対象機器にチェックを⼊れて「OK」をクリックしてください。

3

4 5
6

2

CoNNECT＋では、以下三種類の⽅法でサービス修理の登録ができます。

2．機器をまとめて登録

セット品でまとめて登録を⾏う場合は、グループ詳細 (系統/
セット詳細)画⾯の「＋⼯事・修理」ボタンからも登録可能。

1.機器⼀件ごとに登録（P. A-39）
機器別タブから個別に機器を選択して、サービス修理記録を⾏えます。

2.機器をまとめて登録
顧客詳細から機器のサービス修理記録がまとめて⾏えます。

3.機器を特定せず顧客に登録（P. A-42）
顧客詳細から機器を選択せずに、顧客に対してサービス修理記録が⾏えます。

A-40



【６】サービス修理記録 2.機器をまとめて登録（顧客詳細からの登録）

12

⑦ 選択した機器が表⽰されます。
機器を再選択したい場合は「機器を再選択」をクリックし
てください。
納⼊先、系統/セット名、機種名をクリックすると
それぞれの詳細画⾯に⾶びます。

⑧ 修理登録の画⾯が表⽰されます。
⼯事登録の場合、ボタンを押すと画⾯が切り替わります。

⑨ 機器に対する修理サービス内容を⼊⼒してください。
※1 修理に対して番号を割り振ることができます
※2 ⼯事・修理登録時に、⾃社で管理している項⽬を設定
することが可能です。（例︓⾃社設定の修理区分など）
利⽤⽅法は「【5】⾃社検索⽤ラベル P. C-17」を
参照ください。

▼⼯事修理分類設定画⾯

※3 対象機器を選択している場合、納⼊先欄には機器
の納⼊先情報が⼊ります。
詳細は「よくある質問」Q5-3をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503
※4 ⼯事・修理記録で⼊⼒された⾦額の合計値は、⼊
⼒計として顧客⼀覧や顧客詳細に表⽰されます。
詳細は「よくある質問」Q6-4をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0604

⑩ 冷媒についての情報を⼊⼒したい場合は、「冷媒・充填ボ
タンをクリックしてください。

※機器を選択していない場合こちらのボタンは表⽰されま
せん。
先に③の機器選択を⾏ってください。

⑪ ボタンをクリックすると、冷媒充填・回収会
社について⼊⼒する画⾯が表⽰されます。
点検・修理・冷媒充填・回収会社には、ログイン情報から
会社名、技術者名をセットしていますので、必要に応じて
修正してください。

⑫ 「保存」をクリックすると、サービス・修理記録の登録が
完了します。

⑬ 登録完了後、登録した内容の詳細画⾯が開きます。
内容を確認し、間違いがあった場合、再度編集ボタンから
内容の編集を⾏ってください。
登録結果は応対履歴から確認できます。詳細は「P.A-67」

7

8

A

点検整備区分
漏えい修理

呼出点検

整備（修理）後点検

設置時点検

その他

A

11

13

9 ※1

※2
※3

※4

10
⾃社検索ラベル設定
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【６】サービス修理記録 3.機器を特定せず顧客に登録

1

2

① サービス修理登録を⾏いたい顧客の詳細画⾯を開き、
「+応対（引合・⼯事・修理） 」をクリックしてください。

② 「⼯事・サービス記録」を選択してください。

③ 「修理」を選択してください。

④ 修理内容を⼊⼒してください。

※1 ⼯事に対して番号を割り振ることができます
※2 ⼯事・修理登録時に、⾃社で管理している項⽬を設定
することが可能です。（例︓⾃社設定の修理区分など）
利⽤⽅法は「【5】⾃社検索⽤ラベル P. C-17」を
参照ください。

▼⼯事修理分類設定画⾯

※3 納⼊先を特定して⼯事記録を登録する場合はプルダウ
ンから対象の納⼊先を選択してください。
詳細は「よくある質問」Q5-3をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503
※4 ⼯事・修理記録で⼊⼒された⾦額の合計値は、⼊⼒計
として顧客⼀覧や顧客詳細に表⽰されます。
詳細は「よくある質問」Q6-4をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0604

⑤ 「保存」をクリックすると、⼯事記録が登録されます。

⑥ 登録完了後、登録した内容の詳細画⾯が開きます。
内容を確認し、間違いがあった場合、再度編集ボタンから
内容の編集を⾏ってください。登録結果は応対履歴から確
認できます。詳細は「P.A-67」

5

CoNNECT＋では、以下三種類の⽅法でサービス修理の登録ができます。
1.機器⼀件ごとに登録（P. A-39）

機器別タブから個別に機器を選択して、サービス修理記録を⾏えます。
2.機器をまとめて登録（P. A-40）

顧客詳細から機器のサービス修理記録がまとめて⾏えます。
3.機器を特定せず顧客に登録

顧客詳細から機器を選択せずに、顧客に対してサービス修理記録が⾏えます。

3．機器を特定せず顧客に登録

※

※こちらでは、顧客に対してサービス修理を登録するため、機器
選択は⾏いません。機器を選択したサービス修理登録について

は、P. A-39~を参照してください。

機器を選択した場合と選択しない場合のサービス履歴表⽰

機器選択した場合、「サービス・応対履歴」の納⼊先欄に選
択した機器の納⼊先が⼊り、案件名には登録時に⼊⼒された
案件名と、機器の情報が表⽰されます。
機器選択しない場合は、どちらも表⽰させません。

3

6

※2
※3

4
※1

※4

⾃社検索ラベル設定

Bビルにて新設⼯事

機種名︓RZYP112H 製造番号︓00001
機種名︓RZYP112H 製造番号︓00002
機種名︓RZYP112H 製造番号︓00003
（計3台）

A-42



【参考】アクション提案後の受注結果登録について

A-43

CoNNECT＋で⽤意しているアクション提案は、修理結果の画⾯で「受注結果」として登録することができます。
提案後の受注結果を登録しておくことで、再度アクション提案を⾏う際、引合候補となるサービス未実施の顧客（機器）に
絞って提案アクション出⼒できます。

■アクション提案後の受注結果の登録

②

※1

③

③サービス修理内容を⼊⼒後「保存」選択で終了です。

■アクション提案で、未対応の顧客の検索⽅法
詳細検索で「提案後の受注で絞り込む」の箇所で引合候補となるサービス未実施の顧客（機器）の検索が可能です。

① 詳細検索を開き以下条件⼊⼒後検索を選択します
・「顧客」を選択
・ 未実施期間を「〜2年」を選択

（⾃動で２年以降検索の⽇時がセットされます）
・「洗浄※(をしていない)」を選択します。

②

「〜2年」選択でカレンダーに⽇付をセットします。

過去２年間で洗浄実施してない顧客に絞り込まれます。

① 顧客の より「応対・修理記録」画⾯
を開き、 を選択します。

①

①

点検整備区分 提案アクション

EQ予防保全
※

予防保全エコキュート

定期点検※ フロン法定期点検（１年、３年）

洗浄※ 洗浄提案

その他１※
その他２※
その他３※

予備としてご⽤意しています。
各社様でルールを決め活⽤下さい

修理登録時、登録しておくと、検
索画⾯で、受注未の顧客（機器）
絞込みが可能です

【例題】過去２年間で洗浄実施してない顧客を検索し、洗浄の提案書を作成したい

①

を選択することで、サービス未実施の
機器を検索することができます。

②サービス修理登録の画⾯が開くので「点検整備区分」
のプルダウンより選択します。

※1. ボタンより対象機器も登録すると
詳細検索で「機器検索」利⽤が可能になります。
機器登録の詳細は「P.A-40」参照ください。

②下部の⼀覧に「２年間洗浄を⾏っていない顧客」
が⼀覧表⽰します。
未実施の顧客へ洗浄の提案書を作成するため

より提案書を作成します。
「提案アクション」の詳細は「P.A-80」。



【参考】「前回応対 サービス対応」の表⽰について

A-44

ごと

マニュアル【3】〜【6】でご説明した案件、応対、⼯事、修理の最新の⽇付を「前回応対サービス対応」⽇として、
顧客⼀覧や顧客詳細などで表⽰されます。

顧客⼀覧
顧客ごとの最新応対サービス履歴の確認が可能です。納⼊先別、機器別タブ切替えでそれぞれの最新確認が可能です。
最新だけでなく、全ての応対履歴を⼀覧には ボタンを利⽤ください。

顧客詳細
顧客の「納⼊先」や「機器」ごとの最新応対履歴（⼯事・修理・応対・案件）があれば⽇付が表⽰します。
サービス・ボタンで、顧客への全ての対応履歴⼀覧が表⽰します。

「前回応対サービス対応」に表⽰する⽇付について

前回応対サービス対応の⽇付は、顧客詳細の ボタンから登録した「顧客接触情報」のうち
最新の⽇付を表⽰します。⽇付のルールは以下表を参照下さい。

登録⽅法 前回応対サービス対応の⽇付

①
案件（⼯事・修理の登録なし） 案件の最終更新⽇が⼊ります。

案件（⼯事または修理登録あり） ⼯事または修理の作業⽇が⼊ります。

② ⼯事 作業⽇が⼊ります。

③ 修理 作業⽇が⼊ります。

④ 応対 応対⽇が⼊ります。

①

② ③

④



【参考】応対履歴⼀覧表⽰について

A-45

CoNNECT+右上の「応対履歴」ボタンより、CoNNECT+に蓄積されたお客様との接触情報が、最新⽇付順に
⼀覧されます。⾏をクリックすると、提案以外は詳細内容が表⽰します。
フリーワードや⽇付などの検索を利⽤することで、お客様への対応確認が可能です。（検索の利⽤⽅法はPA-67）

応対履歴⼀覧表⽰項⽬について
顧客全体のサービス履歴が最新順で表⽰しています。
⾏を選択すると、詳細画⾯が表⽰されます。

❶ ⻘…案件（⼯事・修理登録なし）
❷ ⻩…⼯事記録（案件も含む）
❸ 緑…修理記録（案件も含む）
❹ 紫…訪問・応対記録
❺ ⽩…提案

1 2 3

①⽇付について
下記ルールで⽇付を表⽰しています。

登録⽅法 ⽇付

案件（⼯事・修理の登録なし） 案件の最終更新⽇が⼊ります。

案件（⼯事または修理の登録あり） ⼯事または修理の作業⽇が⼊ります。

⼯事 作業⽇が⼊ります。

修理 作業⽇が⼊ります。

応対 応対⽇が⼊ります。

提案 提案メール送付時、提案書出⼒時の⽇付が⼊ります。

②区分、内容について
登録内容によって背景の⾊を変えています。

③納⼊⽇について
下記ルールで納⼊⽇表⽰しています

登録⽅法 納⼊⽇

案件（⼯事・修理の登録なし） 案件の納⼊⽇が設定されている場合は、その値を表⽰

案件（⼯事または修理の登録あり） ⼯事または修理の作業⽇が⼊ります。

⼯事 作業⽇が⼊ります。

修理 作業⽇が⼊ります。

応対、提案 表⽰なし

❶

❷ ❸

❹ ❺

顧客⼀覧



【７】編集・削除 1.顧客情報の編集

１．顧客情報の編集

① 顧客⼀覧から、編集したい顧客名をクリックしてください。

② 顧客詳細画⾯が表⽰します。
「顧客DATA」欄の「編集」をクリックしてください。

③ 顧客編集画⾯が表⽰します。
情報を変更し「OK」をクリックで情報を更新します。

④ 機器登録が完了しました。

続けて納⼊先を編集するかの確認画⾯が表⽰します。
顧客情報を編集しても、納⼊先情報は⾃動で変更しませんので
納⼊先の修正が必要の場合、続けて修正をお願いします。

⑤ 納⼊先編集画⾯が表⽰します。

※納⼊先が複数登録されている場合は登録⽇が⼀番古い
納⼊先の編集画⾯が表⽰しています

※納⼊先編集についてはP. A-56を参照ください。

1

3

2

CoNNECT＋に登録した顧客情報を修正する場合、顧客詳細の画⾯より、編集を⾏ってください。

3

4

A-46



【７】編集・削除 2.顧客情報の削除

2．顧客情報の削除

① 顧客⼀覧から、削除したい顧客名をクリックしてください。

② 顧客詳細画⾯になります。
「顧客DATA」欄の「編集」をクリックしてください。

③ 顧客情報編集の画⾯上部または、下部の「顧客情報の削除」
をクリックしてください。

削除した顧客に登録されていた納⼊先や機器は、顧客不明の
データとして保管され、別の顧客に紐づけることが可能です。
その際に元の納⼊先情報を流⽤することも可能です。
詳細はP.A-51を参照してください。

1

3

2

CoNNECT＋に登録した顧客情報を削除する場合、顧客詳細の画⾯より、編集を⾏ってください。

3

3

顧客⼀覧下部の「顧客不明分を表⽰」をクリックで、
削除した顧客に登録されていた情報を確認できます。

A-47



【７】編集・削除 3.機器情報の編集

3．機器情報の編集
CoNNECT＋に登録した機器情報を修正する場合、機器情報の詳細から機器編集を⾏ってください。

① 顧客⼀覧、もしくは対象顧客の機器別タブから、機器情報
を編集したい機種名をクリックしてください。

② 機器詳細画⾯が開きます。
「機器編集」をクリックしてください。

③ 必要な情報を編集してください。

④ 提案対象を「対象」とすると、セット品や室外機以外で
あってもカテゴリに応じた提案が可能となります。
各カテゴリで提案できる内容はP. A-70を参照してくだ
さい。

⑤ 「OK」クリックで変更内容が保存されます。

1

2

3

4

5

メーカー納⼊実績からの機器登録を⾏った場合、
機器編集画⾯に受注NOが表⽰されます。
機器情報はマスターより参照しているので、機器情報以外の
製造番号、設置年⽉⽇、設置場所、製造年⽉⽇、備考のみが
編集可能となります。

メーカー納⼊実績から登録した機器の機種名が間違ってい
る場合は、⼀度該当の機器を顧客管理から外し、再度顧客
詳細から機器登録を⾏ってください。
機器の削除についてはP. A-53、機器の追加については
P. A-23、顧客不明の機器から機器を追加については
P. A-52を参照してください。
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【７】編集・削除 4.機器の納⼊先を変更する

① 顧客⼀覧、もしくは顧客詳細の「機器別タブ」より、
納⼊先を移動させたい機器またはセット品名（グループ）を
選択してください。

② 機器詳細もしくはグループ詳細にある「別の納⼊先に移動」
をクリックします。

※機器の移動は、グループごとになります。
単体での移動が必要な場合は先にグループから除外ください。
除外の⽅法はP. A-50 を参照してください。

③ 顧客に登録されている納⼊先が表⽰されます。
移動させたい納⼊先を選択して「OK」をクリックして
ください。
※別の顧客の納⼊先に変更する場合は「よくある質問」

Q4-3をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0403

④ 移動完了メッセージが表⽰されます。
「OK」をクリックしてください。

●

納⼊先「○○⽀店」に移動しました。

3

1
表⽰モード 表⽰機器

室外機・室内機 室外機と室内機が表⽰されます。

セットまとめ表⽰ セット(グループ）ごとに⼀⾏で表⽰されます。

全表⽰ 機種区分がその他の機器を含むすべての
機器が表⽰されます。

※ リモコン、パネル等を探す際は表⽰モードを「全表⽰」に
切り替え、ご利⽤ください。
▼表⽰モードと表⽰機器について

4.機器の納⼊先を変更する（同じ顧客の別の納⼊先に移動する）
機器の納⼊先変更は、機器詳細またはグループ詳細から実施可能です。
ただし、納⼊先の変更はグループごとになり、グループ(セット)内の⼀部の機器だけを他の納⼊先に変更したい場合は、
先にグループから「除外」後に実施いただく必要があります。
詳しくはP. A-50を参照してください。

A-49
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2

2

1

※



【７】編集・削除 4.機器の納⼊先を変更する

① 顧客⼀覧、もしくは顧客詳細の「機器別タブ」⼀覧より、
「系統/セット」欄のグループ名（セット品名）をクリッ
クします。

② グループ詳細画⾯を表⽰しますので、「グループ編集」
をクリックしてください。

③ グループ設定画⾯が開き、グループ設定されている機器が
⼀覧表⽰されます。
対象から外したい機器の「除外」ボタンをクリックして
ください。

④ 機器がセットグループから除外されました。
「OK」をクリックしてください。

※「除外」ボタンをクリックすると、機器は除外済となり、
「取消」ボタンが表⽰されます。
「取消」ボタンをクリックすると、グループに除外した

機器を戻すことができます。

⑤ 顧客⼀覧や顧客詳細の機器タブより、先ほどグループから
除外した機器の機種名をクリックしてください。

以降の機器の「納⼊先の変更」操作については、
P. A-49② から参照してください。

２

CoNNECT+では、納⼊先や顧客間の移動の場合、内機・外機等セットグループでまとめて移動を⾏います。
もしグループ内の１機器だけを納⼊先移動する場合、先にグループから対象機器を除外する必要があります。
以下の⼿順でグループから該当の機器を除外してください。

グループ(セット)内の⼀台を他の納⼊先に変更したい場合

３

※

４

５

1

A-50



【７】編集・削除 5.機器を他の顧客に変更する

① 顧客⼀覧、もしくは対象顧客の機器別タブから、他の顧客
に移動させたい機器の機種名をクリックしてください。

② 機器詳細画⾯が開きます。
「機器編集」をクリックしてください。

③ 機器編集画⾯が開きます。
「この機器を削除する」をクリックしてください。

④ 「顧客管理から外す」をクリックしてください。
クリックしていただくと、機器情報履歴を保持したまま
「顧客不明の機器データ」として保管され、別の顧客に紐
づけることが可能です。

⑤ 顧客不明機器についてのアラートが表⽰されます。
「顧客管理から外す」をクリックしてください。

1

2

CoNNECT+に登録済の機器を、誤って登録してしまった等の理由から他の顧客に移動させる場合、
⼀度機器を顧客管理から外し、再登録する必要があります。
【7】-4 納⼊先の移動と同じく、CoNNECT+では 室内機・室外機等セットグループでまとめての移動を⾏います。
セットグループではなく１機器だけ移動させたい場合は、先にグループから対象機器を除外する必要があります。
詳細はP. A-50を参照してください。

3

4

顧客⼀覧下部の「顧客不明分を表⽰」をクリックで、
顧客不明の機器を確認できます。

○○株式会社 AAビル

5

＜移動させる機器を、現在の顧客登録から外す＞

機器が他の機器とグループ(セット)になっている場合、
グループ(セット)毎での操作となります。

5.機器を他の顧客に変更する（別の顧客に移動する）

A-51



【７】編集・削除 5.機器を他の顧客に変更する

⑥ 顧客⼀覧から機器の再登録をしたい顧客をクリックしてく
ださい。

⑦ 顧客詳細の画⾯から「＋機器追加」をクリックします。

⑧ 機器の登録⽅法の選択画⾯が表⽰されます。
「顧客不明機器を追加」を選択してください。

⑨ 顧客不明の機器が表⽰されます。
再登録したい機器を選択してください。

室内機・室外機でのセットグループ登録されている機器は
室外機名を選べば、室内機も含めたグループ名での選択
となり、まとめて新しい顧客に移動します。

6

7

8

9
納⼊先の情報を流⽤する

＜顧客不明機器を、正しい顧客に移動する＞

「【7】編集・削除 2.顧客情報の削除 P. A-47 」の⼿順で
顧客を削除した場合、機器に登録されていた元の納⼊先の
情報を流⽤して、新しい顧客に登録することが可能です。
古い納⼊先を流⽤しない場合は「流⽤しない」を選択して
ください。

⑩ 選択した機器が表⽰されます。

⑪ 納⼊先情報を選択してください。
既存の納⼊先に該当の納⼊先がない場合は
「新しく納⼊先を追加」を選択して情報を⼊⼒してくださ
い。

⑫ 「OK」クリックで⼊⼒内容が保存されます。

10

11

12

A-52



【７】編集・削除 6.機器情報の削除
6.機器情報の削除

機器の削除 ① 機器の削除は、対象機器の ボタンより機器情報
編集画⾯を開き「この機器を削除する（更新廃棄、顧客管
理から外す）」 をクリックしてください。

② 「更新のための廃棄」をクリックします。
過去の点検、修理等の記録を残した状態で⼀覧が⾮表⽰に
なります。

③ 「顧客管理から外す」をクリックしてください。
クリックしていただくと、機器情報履歴を保持したまま
「顧客不明の機器データ」として保管され、別の顧客に紐
づけることが可能です。
再登録の⽅法はP. A-52 をご覧ください。

④ 「完全に削除」をクリックしてください。
クリックいただくと機器のデータと機器に紐づく過去の修
理などはすべて削除され、復元できなくなります。

2

＜２＞機器を顧客の管理から外す

CoNNECT＋では、以下三種類の⽅法で機器の削除または⾮表⽰ができます。
＜１＞更新のための廃棄

⼀覧から機器は⾮表⽰となりますが、顧客対応のために必要な修理履歴等は必要都度、表⽰が可能です。
＜２＞顧客管理から外す

顧客不明として登録され、修理履歴の情報を保持したまま機器の所有者を変更できるようになります。
＜３＞完全に削除

機器を復元することができなくなり、修理履歴なども削除されます。

顧客⼀覧検索画⾯または、顧客詳細画⾯の「廃棄済み機
器を表⽰」にチェックを⼊れることで機器別タブに廃棄
された機器が再表⽰されます。
詳細はP. A-66をご覧ください。1

○○株式会社 AAビル

3

4

＜３＞機器を完全に削除

顧客⼀覧下部の「顧客不明分を表⽰」をクリックで、
顧客不明の機器を確認できます。

＜１＞更新のための廃棄

CoNNECT＋での機器の削除はグループ（セット）ごとに⾏われます。
グループ内に削除したい機器と残したい機器が混在する場合は、グループ編集で削除したい機器をグループから除外
した上で、削除を⾏ってください。（グループ編集についてはP. A-54を参照してください。）

A-53



【７】編集・削除 7.グループの編集

① 顧客⼀覧機器別タブより、編集したいグループの
「系統/セット」欄のリンクをクリックしてください。

② グループ詳細画⾯が表⽰されます。
「グループ編集」をクリックしてください。

③ グループ設定画⾯が表⽰されます。

④ グループに紐づく機器を変更できます。
「除外」ボタンをクリックで、グループから除外されます。
再びグループに戻したい場合は、「取消」ボタンをクリッ
クしてください。

11

2

※グループの納⼊先を変更したい場合は、「別の納⼊
先に移動」をクリックしてください。
顧客の納⼊先が表⽰されるので、
移動させたい納⼊先を選択してください。

3

※グループに機器を追加したい場合、「機器を追加」
をクリックしてください。
顧客の機器が表⽰されるので、
グループに追加したい機器を選択してください。

4

「系統/セット」に登録しているセット品名などのグループを構成する室内機や室外機のグループ編集が⾏えます。

※

7.グループの編集

A-54



【７】編集・削除 7.グループの編集

5

⑤ グループの情報を⼊⼒してください。

⑥ 「OK」ボタンクリックしてください。

⑦ 構成機器が変更されている場合、構成機器からセット品名の
情報を取得することができます。

「取得する」をクリックするとマスタからセット品名などの
情報が取得され、元のグループ編集画⾯に表⽰されますので、
内容をご確認の上、再度「OK」をクリックしてください。

マスタ⼀致するセット品名がない場合は、以下のダイアログ
が表⽰されます。

「このまま保存」をクリックすると、そのまま保存されます。

6

7

※③画⾯の「選択された機器からセット情報を取得」
ボタンからもセット品名の取得が可能です。

SZRC80BBTF

マスタ参照項⽬
セット品名

点検区分

冷媒名称

圧縮機の情報
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【７】編集・削除 8.納⼊先の編集

① 顧客⼀覧納⼊先別タブより、編集したい納⼊先の
リンクをクリックしてください。

② 納⼊先詳細画⾯が表⽰されます。
「編集」ボタンをクリックしてください。

③ 納⼊先情報編集画⾯が表⽰されます。
内容を編集してください。

④ 「OK」をクリックで変更内容が保存されます。

1

2

4

3

納⼊先の名称や住所などを編集できます。

⑤「顧客の情報をコピー」をクリックすると

⑥が顧客の情報で上書きされます。

4

5
6

「顧客の情報をコピー」

8.納⼊先の編集
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【７】編集・削除 9.元請け情報の編集

① 顧客⼀覧顧客別タブより、編集したい元請けの
リンクをクリックしてください。

② 元請け詳細画⾯が表⽰されます。
「編集」ボタンをクリックしてください。

③ 元請情報編集画⾯が表⽰されます。
内容を編集してください。

④ 「OK」をクリックで変更内容が保存されます。

1

2

4

3

元請けの名称や住所などを編集できます。

2

9.元請け情報の編集
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【７】編集・削除 10.元請情報⼀覧

① 顧客⼀覧顧客別タブより、元請けのリンクをクリックして
ください。

② 元請け詳細画⾯が表⽰されます。
「元請け⼀覧へ」ボタンをクリックしてください。

※対象の元請が登録されている顧客が③で表⽰します。

④ 元請け⼀覧画⾯が表⽰されます。

⑤ 検索⼊⼒フォームに⽂字を⼊⼒することで
表内の登録内容から該当する元請けを検索できます。

1

5
4

登録済の元請情報は、⼀覧で確認することが可能です。

2

3

10.元請情報⼀覧

A-58



【７】編集・削除 11.応対（引合・⼯事・修理）履歴の編集
11.応対（引合・⼯事・修理）の編集

① 顧客詳細画⾯の「サービス・応対履歴」をクリックしてく
ださい。

② サービス・応対履歴から修正したい履歴を選択します。

※緑網掛けのメール送信や提案書印刷などの提案に関する
履歴の編集はできません。

③ 応対詳細が表⽰されます。
「編集」をクリックしてください。

④ 内容の編集をしてください。

⑤ 「保存」をクリックで、編集内容が登録されます。

11

2

4

5

3
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【７】編集・削除 12.応対（引合・⼯事・修理）履歴の削除
12.応対（引合・⼯事・修理）の削除

① 顧客詳細画⾯の「サービス・応対履歴」をクリックして
ください。

② サービス・応対履歴から削除したい履歴を選択します。

※メール送信や提案書印刷などの提案に関する履歴の
編集はできません。

③ 応対・修理詳細が表⽰されます。

「編集」をクリックしてください。

④ 応対・修理記録が表⽰されます。

「訪問・応対記録の削除」をクリックしてください。

⑤ アラートが表⽰されます。
「削除する」をクリックしてください。

※削除した場合、復元はできません。

⑥ 削除完了しました。
「顧客詳細へ」をクリックすると、

顧客詳細画⾯が表⽰されます。

2

3

5

11

4

3
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【７】編集・削除 13.複数の顧客を１つにまとめる（顧客結合）

A-61

■⼿順

×
顧客A 機器A

⼯事・修理・応対A

×
顧客B 納⼊先B 機器B

⼯事・修理・応対B

顧客結合の機能を利⽤すると、
顧客A（機器・⼯事・応対）の情報を⾃動で
顧客Bへ移動が可能です。

①結合する２つの顧客の内、どちらかの顧客詳細を開きます
※ 移動元の顧客として選択します

【例】納⼊先ごとに別の顧客として登録してしまった「機器」や「修理」の情報をひとつの顧客としてまとめる

②

②顧客詳細の「基本・担当者情報」を開き
を選択します。

①

③結合する２つの顧客のもう⽚⽅の顧客を⼀覧から選択します
※ 移動先の顧客として選択します。

③

案件A（⼯事登録有）

案件A（⼯事登録有）

納⼊先A

CoNNECT＋登録済の複数顧客の「機器・⼯事・修理・応対」情報を１つにまとめることが可能です。
〜 以下などのケースや課題に対応可能です 〜

・納⼊実績からの登録で、既に顧客登録済にもかかわらず、誤って新規顧客として登録してしまった
・担当者ごとに修理対応登録時、別顧客として登録してしまった。修理や機器の情報を含めてひとつの顧客にまとめたい
・データ移⾏でCoNNECT+利⽤を始めたが、納⼊先を顧客として管理していたため、同じ顧客が複数になっておりまとめたい

※ ⼯事・修理・応対の移動統合は可能ですが、登録済の案件管理の情報は別途⼿動での移動が必要です。詳しくは「 P.A-63」

移動する顧客に案件が登録されている場合、以下の画⾯が表⽰さ
れます。結合後に案件の顧客を変更する⽅法は、「P.A-63」を
参照ください。

但し、案件Aは⾃動で移動せず、顧客未登録の
案件として案件⼀覧に表⽰されるので、別途
⼿動で移動して下さい。詳しくは「 P.A-63」



【７】編集・削除 13.複数の顧客を１つにまとめる（顧客結合）

A-62

⑤統合した顧客の情報を、②の移動元もしくは③の移動先の
どちらの基本情報を採⽤するか選択します。

顧客名は②を、住所は③を、など両⽅から⼀部情報を引⽤したい
場合は、⾃動変更はできないため、統合後に⼿動編集での修正が
必要です。

⑤

処理完了まで画⾯を閉じずお待ちください。

処理が完了すると、移動元の機器・⼯事・修理・応対が
⾃動で移動し、選択した移動先の顧客詳細が開きます。
※ 顧客情報は、⑤の基本情報選択で選択された顧客情報で

表⽰します

後で画⾯差し替え

④機器を移動する納⼊先を選択して、 を選択します。

※ 元の納⼊先の情報を利⽤して、顧客移動する場合は
「納⼊先をそのまま移動する」を選択します。④

※1

※2

※1.移動元の担当者情報は、全て移動先の顧客に追加されます。

※2.Dfct連携している場合、Dfctメールアドレスを移動させること
はできません。顧客結合後に顧客編集からDfctログインIDを
編集してください。

※



【７】編集・削除 13.複数の顧客を１つにまとめる（顧客結合）

A-63

■案件を移動先の顧客に変更する⼿順（案件管理）

⾃動で顧客結合が⾏えるのは顧客に登録された「機器」「⼯事」「修理」「応対」です。
顧客に登録済の「案件」は⾃動で移動できないので、案件管理から⼿動で顧客名の変更にて移動させる必要があります。

① 顧客統合を⾏っても「案件」は⾃動で移動できないため
案件⼀覧に「顧客未登録の案件」として表⽰します。
対象の案件を選択します。
※「顧客未登録の案件」は依頼⼈の背景の⽔⾊が無く

リンク設定されていません。

②案件詳細の案件情報タブから「案件編集」を選択します。
※移動元の顧客は「（削除済み）」と表⽰されています。

①

②

③案件編集の画⾯で、依頼⼈の欄に、顧客名を⼊⼒すると
候補が表⽰されるので、移動先の顧客を選択します。
※ 顧客名を選択すると、⾃動で下部に顧客の情報が表⽰

セットされます。

③

④

④納⼊先を選択します。

⑤
⑤ を選択します。

顧客管理の応対⼀覧には30分後に反映されます。

※

※



【８】検索 1.顧客⼀覧検索
1.顧客⼀覧検索

CoNNECT+に登録されている「顧客/納⼊先/機器/応対履歴」を検索できます

①フリーワード検索（フリーワード検索は登録された翌⽇より有効になります）

a b

1 2 3 4

※

※候補機能を使わず、任意の⼊⼒⽂字から検索する場合は
候補検索機能を を「Off」にしてご利⽤下さい。

A-64

a.プルダウンから検索対象を絞り込めます。
検索結果は絞り込んだ内容の⼀覧画⾯で表⽰されます。
※「全て」を選択した場合は、閲覧中のタブに表⽰され、

「応対履歴」を選択した場合はサービス・応対履歴画⾯に遷移して表⽰されます。

b.フリーワード欄に検索したい⽂字を⼊⼒すると、候補を３件表⽰します。
候補選択後、検索ボタンで検索が可能です。

■スペース（ブランク）含むキーワードの検索について
スペース（ブランク）を⼊⼒して検索した場合、google検索のように「AND（且つ）」検索や「OR（または）検索
ではなく、スペース（ブランク）を省いたキーワードで検索されます。
また、検索結果としてスペース有無の両⽅が表⽰します。

■検索時の注意
パソコン⼊⼒時の（）など記号は、⾒た⽬は同様に⾒えても、機種依存⽂字や記号などでシステムとしては別⽂字
として認識されます。
フリーワード検索時、⼊⼒いただいた顧客が表⽰されない場合、上記のように⽂字が異なっている場合があります。

（例）フリーワード検索で「⼤阪 ホルモン」と検索時、顧客名「⼤阪ホルモン」「⼤阪 ホルモン」の両⽅が
検索されます。
※顧客名以外に顧客住所、納⼊先名、納⼊先住所、元請会社名も同様の検索⽅法が可能です。

▼（例）検索可能な⽂字 ▼（例）検索不可な⽂字

①⽥ 囲み英数字（unicode1.1）
羽⽥ IBM拡張⽂字
﨑⽥ IBM拡張⽂字
髙⽥ IBM拡張⽂字
杮⽥ JIS X0212
葛城 ※機種依存ではない
辻⽥ ※機種依存ではない

⓵⽥ 囲み英数字（unicode3.2）
☺⽥ 顔⽂字
𠮷⽥ unicode追加⾯
ນ⽥ 異字体
༪城 異字体



検索欄の右端にある「詳細条件」ボタンをクリックすると、詳細条件欄が開きます。
複数の項⽬に検索条件を設定した場合、その条件すべてに当てはまる情報で絞り込まれます。（AND条件）

【８】検索 1.顧客⼀覧検索

※

顧客情報から
検索します

納⼊先情報か
ら検索します

機器情報から
検索します

A-65

※「廃棄した機器を表⽰」をチェック時は
通常の機器に加えて、廃棄機器が検索対象
となります。（OR条件）

（詳細は次ページをご確認ください。）

詳細は「よくある質問」 Q6-8をご確認ください。
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0608

③⽇付

a b
a.検索の対象⽇付をプルダウンから選択してください。

b. aでプルダウンからいずれかを選択していると⼊⼒可能となります。
⽇付を⼊⼒しなかった際は、「開始⽇」に
「1990-01-01」が⾃動的に指定されます。

②電話番号検索 検索したい電話番号を⼊⼒してください。
ハイフンあり・なしのどちらでも検索可能です。

検索対象︓顧客 - 電話番号
担当者 - 電話番号/携帯電話



【８】検索 2.廃棄機器の検索
2.廃棄機器の検索
「【7】編集・削除 6.機器情報の削除 ＜１＞更新のための廃棄 P. A-53 」を⾏った機器について、顧客⼀覧検索画⾯から
再表⽰が可能です。

① 顧客⼀覧の検索部分「詳細条件」をクリックします。

② 「□廃棄した機器を表⽰」にチェックを⼊れてください。
「更新のための廃棄」を⾏った機器の再表⽰が可能です。

「□廃棄した機器を表⽰」は、フリーワード検索など
他の検索項⽬と同時に実⾏の場合、or条件で検索されます。

③ 「更新のための廃棄」を登録した機器が検索結果⼀覧に
グレーの網掛けで表⽰されます。

④ 廃棄機器を選択すると詳細画⾯が表⽰し、機器の修理履歴
等の確認が可能です。

※1 廃棄機器の「復帰」や「完全に削除」が可能です。
※2 廃棄機器の「サービス履歴」を確認できます。

1

2

3

4

※1

※2
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【８】検索 3.応対⼀覧検索
3.応対⼀覧検索

②フリーワード検索（フリーワード検索は登録された翌⽇より有効になります）

a.検索の対象⽇付をプルダウンから選択してください。

b. aでプルダウンからいずれかを選択していると⽇付が⼊⼒可能となります。
⽇付を⼊⼒しなかった際は「開始⽇」に
「1990-01-01」が⾃動的に指定されます。

CoNNECT+に登録されている「応対履歴」を検索できます。
案件管理で顧客未登録の履歴（案件）は表⽰されません。
※案件管理で登録された情報は、バッチ連携のため サービス・応対履歴への表⽰や検索には、約30分後の表⽰となります。

⑥⽇付

a b

①検索対象
サービス・応対履歴では、CoNNECT＋で登録した「⼯事」「サービス修理」「訪問応対」「アクション提案」「案件」の詳細
を確認可能です。画⾯を開くと「アクション提案」以外の履歴表⽰していますが、「全て選択」後検索で全件表⽰します。

④内容
⼯事・サービス修理、訪問応対について、以下詳細区分での絞込み検索が可能です。
分類 内容
⼯事 新設

更新
移設
増設

修理 漏えい修理
呼出点検
整備（修理）後点検
設置時点検
その他

分類 内容
応対 顧客問い合わせ

現地調査
提案書提出
保留（進展あり）
保留（進展なし）
受注
その他
名刺交換・あいさつ
クレーム

⑧案件管理検索

案件管理で登録した情報の検索が可能です。（顧客本登録済の案件のみ利⽤可能）
案件の現在の状況で検索が可能です。

※案件種別検索は
「設定」画⾯で編集された場合
⾃社設定区分がプルダウン表⽰

⑤担当者
⼯事・サービス修理、訪問応対の登録時、担当者として登録した担当者名の絞り込みが可能です。

1 2

3 4 5 6

案件状況
引合
受注（進⾏中）
受注（完了）
逸注

※ フリーワード欄に検索したい⽂字を⼊⼒すると、候補を３件表⽰します。
候補選択後、検索ボタンで検索が可能です。

※候補機能を使わず、任意の⼊⼒⽂字から検索する場合は
候補検索機能を を「Off」にしてご利⽤下さい。

8

③⼯事・サービス修理番号
⼯事・サービス修理の登録に⼊⼒した番号で絞り込みが可能です。
案件管理で登録した番号も絞り込み可能です。

7

⑦⼯事・修理分類
設定画⾯で登録した⼯事修理分類が検索できます。
設定⽅法は設定「【5】⾃社検索⽤ラベル P. C-17」を参照してください。
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【８】検索 4.部品保有期限対象外の機器検索

A-68

4.部品保有期限対象外の機器検索
ダイキン製品の場合、⽣産終了より11年以上経過した機器を「部品保有期限外」のアラートでお知らせしますので、お客様か
らの修理相談の際などは、部品の状況をご確認ください。
顧客の機器⼀覧での表⽰に加え、詳細検索からも対象機を確認いただけます。

∎ 部品保有期間対象外の機器を検索
①検索詳細条件の にチェックをして、 を押します。

②顧客⼀覧の機器別タブ表⽰で、部品保有期間外の機器が表⽰され、アラート表⽰されます。

機器詳細画⾯では、設置年⽉⽇の隣に
⽣産終了年⽉を表⽰して⽣産終了から
11年⽬以上経過している場合
アラートを表⽰します。

×

×
ダイキン機器A

ダイキン機器B

2010年12⽉⽣産終了

2011年1⽉⽣産終了
2010年
12⽉〜

2021年
1⽉1⽇

2021年
2⽉1⽇

2021年
1⽉31⽇

2020年
12⽉31⽇

終了から丸10年

終了から丸10年

11年⽬からアラート表⽰

11年⽬からアラート表⽰

〜

⽣産終了より11年以上経過のため
部品保有の対象期間外の製品です。

修理対応時などは部品状況をご確認下さい。

補⽤部品期限外アラート表⽰について…⽣産終了年⽉の満10年よりアラート表⽰します。アラートの機器については
部品在庫についてご確認の上、修理・更新のご対応をお願いします。



【９】提案アクション 1.利⽤⽅法について

CoNNECT+の提案アクションでは、以下３つの⽅法でお客様へ提案書作成や提案メールを出すことができます。
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▌ 提案アクション機能

▌ 提案書の特徴

②

①

③

旬の提案

クイック提案

提案アクション

検索を利⽤して
提案対象を抽出可能

で顧客選択して
提案書を出⼒できます。

④SuzukiAir

①DM送付タイプの提案書
お客様に⼿渡しする通常の提案書タイプとは別に、宛名のお客様住所に加え、設置機器(経過年情報)の印字可能。
A4厚紙に表裏印刷の上、定形外郵便の切⼿を利⽤して「DM送付」が可能です。詳細は 「P.A-86」 参照ください。

②設置機器の印字（お客様気づき）
提案する顧客の設置機器や設置年⽉が⾃動で印字されます。

③QRコード印字
販売店様の⾃社ホームページへ誘導するQRコードを印字できます。詳しい⼿順は「P.C-3」参照下さい。

④⾃社ロゴ印字
提案書へ⾃社ロゴを印字できます。詳しい⼿順は「P.C-3」参照下さい。

（１）クイック提案（おまかせ出⼒）
お客様機器のライフサイクルごとに最適な提案を⾃動抽出~作成します。詳しい⼿順は「P.A-72」参照下さい。

（２）旬の提案
新商品など、旬の提案書をご⽤意しています。詳しい⼿順は「P.A-79」参照ください。

（３）提案アクション
任意のタイミング毎に検索を利⽤して抽出したターゲットに、最適な提案テンプレートを選んでの提案が可能です。
詳しい⼿順は「P.A-80」参照ください。



提案テーマ 提案内容 製品カテゴリ※セット品・室外機のカテゴリで⾃動抽出 提案期間（経過） 対応内容

ふれあい 設置後３か⽉のお客様を対象に「ご購⼊御
礼」をつたえるメール

業務⽤ 空調
店舗・オフィス⽤エアコン

０ヶ⽉ 〜 3ヶ⽉ メール

ビル⽤マルチエアコン
設備⽤・⼯場⽤エアコン

セントラル空調製品 チラー

住宅⽤ 空調 マルチエアコン
ハウジングエアコン(ペア)

給湯 エコキュート

1年点検
更新タイミングを迎える「空調機13年以上」
「給湯機10年以上」の対象機を⾒える化する
メールや提案書で、説得⼒のある更新提案活
動にご活⽤ください

業務⽤ 空調
店舗・オフィス⽤エアコン

10ヶ⽉ 〜 15ヶ⽉
（1年3ヶ

⽉）

メール

ビル⽤マルチエアコン
設備⽤・⼯場⽤エアコン

セントラル空調製品 チラー

住宅⽤ 空調 マルチエアコン
ハウジングエアコン(ペア)

給湯 エコキュート
予防保全
エコキュート

エコキュート点検時期の提案書。突発的な故
障予防にプロによる3年ごとの点検をご案内 住宅⽤ 給湯 エコキュート 通年 メール

提案書

フロン法
定期点検

1年/
3年

フロン排出抑制法の定期点検（1年・3年）タ
イミングの機器を所有されるお客様に、定期
点検の案内メールと提案書をご⽤意。
※ 定期点検対象機器を保有する顧客が候補と
して表⽰されます。
「機器設置時期の指定」を利⽤し、対象先を
絞り込むことが可能です。

業務⽤

空調

店舗・オフィス⽤エアコン

通年 メール
提案書

ビル⽤マルチエアコン
設備⽤・⼯場⽤エアコン
ガスヒートポンプエアコン
スポットエアコン

セントラル空調製品

チラー
ファンコイル
⼤型ファンコイルユニット
エアハンドリングユニット
ターボ冷凍機
その他（DAPS社製品）

換気 調湿外気処理機

給湯 業務⽤エコキュート
⼤型業務⽤ヒートポンプ給湯

その他製品 業務⽤除湿機

中温・冷凍・冷蔵

中温⽤
冷蔵⽤ユニット
冷凍⽤ユニット
コンデンシングユニット
冷凍ストッカー
その他

コンテナ⽤冷凍機 標準機
インバーター機

舶⽤機器
舶⽤空調機
舶⽤⼩型冷凍機
その他

洗浄提案
設置後7~12年の更新⼀歩⼿前のお客様に、
洗浄提案を切⼝としたアプローチにご活⽤く
ださい

住宅⽤ 空調 マルチエアコン

7年
(84ヶ⽉) 〜 12年

(144ヶ⽉)
メール
提案書

ハウジングエアコン(ペア)

業務⽤ 空調
店舗・オフィス⽤エアコン
ビル⽤マルチエアコン
設備⽤・⼯場⽤エアコン

セントラル空調製品 チラー

更新提案

給湯機
更新タイミングを迎える「空調機13年以上」
「給湯機10年以上」の対象機を⾒える化する
メールや提案書で、説得⼒のある更新提案活
動にご活⽤ください

住宅⽤ 給湯 エコキュート 10年
(120ヶ⽉) 〜

メール
提案書

空調機
業務⽤ 空調 店舗・オフィス⽤エアコン

住宅⽤ 空調
マルチエアコン 13年

(156ヶ⽉) 〜ハウジングエアコン(ペア)

スイッチオン
設置年⽉に関係なく、全空調機ご利⽤のお客
様に、シーズン前の試運転のお知らせで、早
めの暑中⾒舞い代わりのご挨拶を。

業務⽤

空調

店舗・オフィス⽤エアコン

指定なし メール
チラシ

ビル⽤マルチエアコン
設備⽤・⼯場⽤エアコン
ガスヒートポンプエアコン
スポットエアコン
クーリングタワー

セントラル空調製品

チラー
ファンコイル
⼤型ファンコイルユニット
エアハンドリングユニット
ターボ冷凍機
その他（DAPS社製品）

中温・冷凍・冷蔵

中温⽤
冷蔵⽤ユニット
冷凍⽤ユニット
コンデンシングユニット
周辺機器・集中監視システム
冷凍ストッカー
その他

住宅⽤ 空調
ルームエアコン
ハウジングエアコン(ペア)
マルチエアコン

【９】提案アクション 2.CoNNECT+提案⼀覧（ライフサイクル提案）
ライフサイクル提案として、製品の設置時期ごとの おすすめの提案アクションをご⽤意しています。
(1)クイック提案をご利⽤頂くと、お客様機器の「製品カテゴリ」と「設置機器の経過年」から⾃動おまかせで提案書作成します。
(3)提案アクション ご利⽤の場合、以下⽤意された提案書テンプレートを利⽤して⾃在に提案書作成が可能です。
各提案書で⽤意しているテンプレート詳細は「P.A-92」をご覧ください。

製品カテゴリ確認例

▲機器情報⼊⼒画⾯で選択された製品カテゴリ（第1〜第3カテゴリ）と対応
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特別提案（旬の提案）は、顧客の設置機器に関連した提案を⽤意しています。
(2) 旬の提案書を利⽤すると、顧客の保有機器の製品カテゴリと設置経過年より、⾃動で対象顧客の提案書が作成されます。
(3) 提案アクション ご利⽤の場合、以下⽤意された提案書テンプレートを利⽤して⾃在に提案書作成が可能です。
各提案書で⽤意しているテンプレートは「P.A-92」をご覧ください。

【９】提案アクション 2.CoNNECT+提案⼀覧（旬の提案書）

提案テーマ 提案内容 製品カテゴリ※セット品・室外機のカテゴリで⾃動抽出 提案期間（設置後） 提案内容

FIVE STAR ZEAS

節電、省エネが求められる時
代に、ダイキン史上最⾼の省
エネシリーズ
「FiveStarZEAS」

製品カテゴリ︓
業務⽤＞空調＞店舗・オフィス⽤ エアコン 無し メール

提案書

おひさまエコキュート

太陽光発電を利⽤して効率的
にお湯を沸かす「おひさまエ
コキュート」は
地球温暖化防⽌、光熱費削減
の両⽅に貢献します。

製品カテゴリ︓
住宅⽤＞給湯＞エコキュート 無し メール

提案書

露出型全熱交

空気は⼊れ換え、エアコン
で整えた温度は
逃がさない“後付け設置”可能

の「全熱交換器
ユニット 露出設置形ベン

ティエール」の
ご提案書。

窓や扉を開けずに換気を⾏
うので、外気流⼊
による室温の変化を防ぎ、

熱回収によりエネ
ルギーロスを抑えるニュー

ノーマル時代の
⾼機能換気設備です。

製品カテゴリ︓
業務⽤＞空調＞店舗・オフィス⽤ エアコン 無し

メール
提案書

業務⽤エアコン
（清潔）

飲⾷店や、病院・学校塾の
オーナーといった「お客様
に清潔な空気質提供」に⼼
を配られる顧客をターゲッ
トに、店舗・オフィスエア
コン最新機能をご紹介する
きっかけづくり提案書

製品カテゴリ︓
業務⽤＞空調＞店舗・オフィス⽤ エアコン

無し メール
提案書

うるさらX

壁掛型ルームエアコンを10
年以上ご利⽤の
お客様に、“換気”ができるエ
アコン
“うるさらX”の更新提案をご
案内する提案書

製品カテゴリ︓
住宅⽤＞空調＞ルームエアコン(壁掛形）

10年
(120ヶ⽉) 〜 メール

提案書

洗浄・清掃＋
チタンアパタイトフィルター

菌・ウイルス専⽤の「チタ
ンアパタイトフィルター」
対象機器を所有の顧客に対
して提案が可能です。

以下の機種名の室内機、パネルが設置されて
いる顧客、もしくは、
それらを含むセット品が設置されている顧客
が提案対象となります

無し メール
提案書

ラウンドフロータイプ
（化粧パネル） BYCP-K型、B型、E型

天吊形

FHP40~56AJ型以降、B型、C型、D型、
FXYHP36~56MA型以降

FHP63~80AAJ型以降、B型、C型、D型、
FXYHP71~80MA型以降

FHP112~160AC型以降、B型、C型、D
型、FXYHP90~160MA型以降
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※1. を選択して検索条件と対象顧客件数を確認できます。

【９】提案アクション 3.クイック提案（提案書）

1

A-72

※クイック提案は提案期間が設定されています(P.A-70参照)
設置からの経過年に関係なく、提案対象の機器を保有する顧客全てに
アクション提案を⾏う場合「提案期間を指定しない」を選択下さい。

2

①顧客⼀覧の「提案可能な台数」には、提案タイミングの機器を
帯グラフで表現しています。 もしくは
提案テーマ（例︓洗浄提案）をクリックしてください。

②提案テーマ（例︓洗浄提案）タイミング（例︓設置7~12年）の機器
を保有する顧客が⼀覧に表⽰されます。

顧客の対象機器の詳細確認は、「機器別」タブを選択で確認可能です。

メニューバーで「提案書印刷（確認画⾯へ）」選択してください。
※⼀度に提案書印刷作成は100件以下の顧客です。

対象顧客が101件以上の場合は、検索で絞り込むか対象顧客を で指定して
再度「提案書印刷（確認画⾯へ）」を選択してください。

※おまかせのクイック提案でご利⽤の場合、登録機器のセット品と室外機が
提案対象となります。提案対象のカテゴリであっても、室内機や別売品（リモ
コン・パネル等）の場合、提案対象とはなりません。
セット品または室外機でない機器に対して提案を⾏いたい場合は、P. A-48④を
参照してください。

③

③「DM(住所有)」タブから「提案書」に変更します。
※「DM(住所有))は住所付きの提案書を作成でき、A4厚紙等に印刷し

切⼿を貼って投函が可能です。詳しくは「P.A-86」参照下さい。

■提案書印刷

クイック提案（おまかせメニュー）から出⼒
CoNNECT+では、お客様の機器の設置時期から、提案タッチポイントを⾃動抽出。提案テーマからスムーズにお客様への
提案書印刷や、メールアドレスを登録済のお客様にはメールでの提案が可能です。

※

2

お客様機器のライフサイクルごとに最適な提案書をおまかせ⾃動で出⼒いただける機能です。（雛形詳細は「P. A-70」参照）
CoNNECT＋のおまかせタイミングではなく、任意で設定したターゲットに提案書作成は「P.A-80」確認下さい。
（お客様カスタマイズ情報を印字しない 汎⽤的な提案書の出⼒は「P.A-89」参照）

※1



【９】提案アクション 3.クイック提案（提案書）
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④提案書に⼊れる本⽂と署名の編集ができます。
[＄XXX]で表⽰している個所は、CoNNECT＋に登録されて
いる顧客情報の値が⼊ります。
（[＄XXX]を消すと値は⼊りません）

※対象の設置機器が11台以上の場合は、3枚⽬が作成され、
11台⽬以降が印字されます。

提案書に表⽰するロゴや署名の設定は、設定管理画⾯で⾏えます。
詳細は設定「【2】署名設定 P. C-4」を参照してください。

⑤「確認」をクリックすると、印刷前の確認画⾯に進みます。

④

⑤

※1

※「プレビュー」をクリックすると、提案書を作成する顧客ごとの
提案書内容を確認することができます。
宛名や設置機器の表⽰を作成前にご確認ください。
対象機器が11台以上の場合のみ、三枚⽬のプレビューが表⽰されます。

⑥提案書に⼊れる内容を確認してください。

⑦「作成」ボタンをクリックしてください。

⑥

⑦

※

※1.表⾯と裏⾯を切り替えます

※2.クリックで次の⼈のプレビューに
切り替えます

※3.販売店様の⾃社HPへ誘導する
QRコードが確認できます。

※1 ※1

※1

※2 ※2

※2

※3

左画⾯で、切り替える署名を選択
して「OK」をクリックします。

※1. を選択して、拠点別に設定した署名を切り替えることができ
ます。署名設定は「C-7」を参照ください。



【９】提案アクション 3.クイック提案（提案書）
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8

9

⑧ダウンロードセンターについての説明が表⽰されます。
「顧客⼀覧へ」ボタンをクリックしてください。

⑨ダウンロードセンターに出⼒内容がアップされると、
メニューに マークが表⽰されます。
メニューをクリックして、ダウンロードセンターを選択してください。

⑩提案書PDFと顧客リストのCSVがZip圧縮されたファイルが
ダウンロードできます。

提案書PDFは、印刷してお客様への提案時などにご使⽤ください。
顧客リストのCSVは、提案したお客様の記録や宛名印字⽤にご使⽤
ください。

⑩



【９】提案アクション 3.クイック提案（ZEAS省エネ提案）
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■ZEAS省エネ提案書の印刷
最新エアコンの省エネ性能による電気代削減を提案できる提案書の印刷が可能です。
⾺⼒、室内機形状で試算を⾏うため、CoNNECT＋にセット品名登録している機器で、省エネ提案対応の
機器があれば、機器タブの「省エネ提案書」欄に「作成」リンクを表⽰します。

①クイック提案の「更新提案」ボタンを選択します。

② を選択します。

②

※ 「対象期間のみ」選択時は、設置後13年経過の機器の
提案書が出⼒されます。11年経過など省エネ提案書が
⽤意されている機器全ての出⼒を⾏う場合
「提案期間を指定しない」を選択してください。

※

①

▌ 機器ごとに提案書を作成する
①顧客⼀覧「機器」タブ⼀覧で「省エネ提案書」に「作成」

リンク有の機器は、顧客名を宛先に対象機器を最新エアコン
に更新した場合の電気代削減試算の提案書が取り出せます。
※１のPDFボタンを選択すると、その場で提案書PDFが

作成されるます。スマホからの操作も可能です。
※２ ⾃動選定でなく、お客様ごとの詳細設定を⾏う場合、

「試算」ボタンを選択し設定を⾏ってください。

①

※1 ※2

▌ まとめて提案書を作成する

※1.「PDF」選択で提案書作成 ※2.詳細設定を⾏う場合利⽤下さい

１件づつの省エネ提案書出⼒ではなく、まとめて提案書出⼒したい場合は以下ご利⽤ください。

③省エネ提案書出⼒対象の顧客が⼀覧表⽰されます。
されている顧客の提案書をまとめて出⼒可能です。

出⼒⽅法詳細は、メールは「P.A-77」
提案書は「P.A-72」参照下さい。



【９】提案アクション 3.クイック提案（設置経過年オプション）
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■フロン定期点検・エコキュート予防保全
フロン定期点検、エコキュート予防保全提案書は、オプションで設置機器の経過年選択が可能です。

①グラフの「フロン定期点検」ボタンまたは
「予防保全(EQ)」ボタンで、出⼒する提案書を
選択します。

フロン定期点検

エコキュート予防保全

（オプション）
②設置時期で対象を絞り込みたい場合は期間を

⼊⼒します。
※期間指定しない場合は対象となる機器を全て
出⼒します。

③フロン定期点検は、
1年毎の点検を出⼒する場合 ボタン、
3年毎の点検を出⼒する場合 ボタンを
押します。

④エコキュート予防保全は、 ボタンを
押します。

2

2

3

4

⑤提案対象が顧客⼀覧に表⽰され、メールまたは
提案書を選択します。
これ以降の⼿順について、メールは「P.A-77」、
提案書は「P.A-72」参照下さい。



顧客登録で「メールアドレス有」で、「連絡要否区分」で「メール可」の顧客を⾃動で絞り込み、提案メール送信を⾏います。
各提案テーマの詳細はP. A-70をご確認ください。

※提案メール送付先は、顧客の代表メールアドレスのみになります。
（代表メールアドレス︓顧客詳細 基本・担当者情報タブの基本情報に表⽰されているメールアドレス）
代表メールアドレス以外で設定された顧客担当者には提案メールは送付されません。

【９】提案アクション 3.クイック提案（メール）

1

2

3

3

※
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クイック提案から、メールで提案
CoNNECT+では、提案書出⼒とは別に、お客様機器の設置時期から、タッチポイントにあわせた最適な提案をメール
で⾏える「メール提案アクション」もご⽤意しています。

■メール

③アクションメールの送信対象を選択し、
「次へ」ボタンをクリックしてください。

②提案テーマ（例︓洗浄提案）タイミングの機器を保有する顧客が
⼀覧に絞り込み表⽰されます。

顧客の機器詳細を確認する場合「機器別」タブを選択で、対象となる
機器詳細が確認可能です。

メニューバーで「メール送信（確認画⾯へ）」選択してください。

①顧客⼀覧の「提案可能な台数」には、提案タイミングの機器を
帯グラフで表現しています。 もしくは
提案テーマ（例︓洗浄提案）をクリックしてください。

※クイック提案は提案期間が設定されています(P.A-70参照)
期間を指定せず、対象機器を保有する顧客にアクション提案を
⾏う場合「提案期間を指定しない」を選択してください。



※「プレビュー」をクリックすると、送信対象の顧客ごと
に送信されるメールを全て確認することができます。

【９】提案アクション 3.クイック提案（メール）

クリックで次の⼈の
プレビューに
切り替えます

※
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④

⑤

⑥

⑧

⑦

⑧

※1. を選択して検索条件と対象顧客件数を確認できます。※1

⑧メール内容の確認をして送信ボタンをクリックしてください。

④件名と本⽂の編集ができます。
[＄XXX]で表⽰している個所は、CoNNECT＋に登録されている
顧客情報の値が⼊ります。
（[＄XXX]を消すと値は⼊りません）

メール本⽂内の署名は、設定管理画⾯で登録した内容が引⽤され
ます。
詳細は設定「【2】署名設定 P. C-4」を参照してください。

⑤詳細チラシを添付したメールを送信することが可能です。
添付送信する場合、対象チラシを選択してください。「🔍」
ボタンから詳細を確認できます。

⑥送信元のメールアドレスを選択してください。
送信したメールの返信先となります。
（このアドレスに、送信メールの写しが送信されます）

⑦「確認」をクリックすると、送信前の確認画⾯に進みます。
メール送信例はP. A-90〜をご覧ください。

左画⾯で、切り替える署名を選択
して「OK」をクリックします。

※2

※2. を選択して、拠点別に設定した署名を切り替えることができ
ます。署名設定は「C-7」を参照ください。
署名変更した時、本⽂が初期状態に戻るので編集が必要な場合は、再度編集し
てください。



【９】提案アクション 4.旬の提案

① 旬の提案書バナーをクリックしてください。

② 旬の提案メニュー⼀覧が開きます。
提案メニューを選択してください。

※1 から社名⼊りのPDFフルバージョンがダウンロードできます

※2 から宛名なしの提案書がダウンロードできます。

提案書に表⽰する署名やロゴは設定管理画⾯から設定可能です。
詳細は設定「【2】署名設定 P. C-4 」を参照してください

③ ②で選択した提案の下にある「次へ」ボタンをクリックしてください。

④ ②で選択した旬の提案書のターゲット顧客の⼀覧が表⽰されます。
（提案商材に親和性の⾼い機器を保有する顧客を⾃動表⽰します。

詳細な条件については「P.A-71」を参照ください）

⑤ 旬の提案は「メール送信」もしくは「提案書印刷」を選択ください。

「メール送信」を選択した場合は、P. A-77〜
「提案書印刷」を選択した場合は、P. A-72〜
をご参照ください。

※ が表⽰されているメールアドレスの⼊⼒がない顧客は
「メール送信」を選んだ場合、メール送信されません。

■ 旬の提案
CoNNECT+では、ライフサイクル提案の通常提案（グラフ帯）の他に、新商品タイミングなど旬の提案書を⽤意しています。

4

5

1

3

※1

※2

※1

※2

3

2

3

2
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※⼀度に提案書印刷作成は100件以下の顧客です。
対象顧客が101件以上の場合は、検索で絞り込むか対象顧客を で指定して
再度「提案書印刷（確認画⾯へ）」を選択してください。



お客様のお名前や、保有機器の経過年など⾃動でセットされます。
詳しくは「P.A-69」参照ください。

【９】提案アクション 5.提案アクション

提案アクション
過去に洗浄提案を⾏い受注したお客様を除いての提案書作成や、設置３年以上経過の店舗⽤エアコン保有のお客様に絞り込
んだ提案書作成など、⾃由にターゲティングした顧客に簡単にカスタマイズ提案書が作成できる機能です。
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① CoNNECT＋の詳細検索を利⽤して、以下検索を⾏います。
（詳細検索の利⽤⽅法は「P.A-64」）

〜提案する顧客を検索条件で抽出します〜
設置年⽉⽇︓3年以上経過（〜2019-10-13）
製品カテゴリ︓業務⽤＞空調・店舗・オフィス⽤エアコン

ステップ
1

検索または選択で提案対象顧客を絞り込み、 を選択
どちらか選択

詳細検索で絞り込み 顧客選択で絞り込み
詳細検索で顧客を絞り
込みます。

⼀覧の提案する顧客に
します。

ステップ
2

提案書テンプレートを選択し、 か を選択

ステップ
3

※⼀度に提案書印刷作成は100件以下の顧客です。
101件以上は検索での絞込み もしくは顧客を で絞込みください。

提案書に掲載する案内⽂章を調整して、プレビューで確認後に提案書作成

▌ 利⽤の流れ

▌ 利⽤⽅法

①

【例題１】設置３年以上経過の店舗⽤エアコン保有のお客様に、洗浄提案DMを作成する

⽂章調整

プレビュー

検索でターゲット
⾃由選定

提案テンプレート
から選択× ＝

カスタマイズ提案書

お客様に⼿渡しする提案書タイプの他に、
切⼿を貼り、そのままDM投函できるタイプも作成可能です
詳しくは「P.A-86」参照ください。

設置年⽉⽇

製品カテゴリ



※提案対象から外したい場合、提案する顧客のみ を残します。
但し、 で対象を絞ることが出来るのは表⽰中のページ顧客のみ
ため、検索や表⽰カスタマイズを併⽤してご活⽤ください。

【９】提案アクション 5.提案アクション
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② を選択します。

②

④提案テンプレートの「エアコン洗浄」を選択します。

④
⑤「提案書印刷」を選択します。

「メール送信」する場合、詳しい⼿順は「P.A-77」参照ください。

⑤

※⼀度に提案書印刷作成は100件以下の顧客です。
対象顧客が101件以上の場合は、検索で絞り込むか
対象顧客を で指定して、再度「提案書印刷」を選択
してください。

③検索条件や顧客件数、顧客例が表⽰されます。③

※ ※ を⼊れるとダイアログが表⽰します。
再度全件選択に戻したい場合、 を選択してください。

⑥提案書印刷画⾯で「DM（住所⽤）」を選択します。

⑥

デフォルトでDM送付「可」の顧客に提案書を作成します。
DM送付「不可」の顧客も提案書を作成する場合は、以下の画⾯で
「DM送付「不可」の顧客を含めて出⼒する」を選択してください。

※1. を選択して検索条件と対象顧客件数を確認できます。

※1



※2.「プレビュー」をクリックすると、対象顧客ごとに作成する
提案書プレビューを全顧客分 確認することができます。
プレビューは表裏を表⽰します。

【９】提案アクション 5.提案アクション
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⑨提案書に⼊れる内容を確認してください。

⑩「作成」ボタンをクリックしてください。

※4.クリックで次の⼈のプレビューに切り替えます

※3.表⾯と裏⾯を切り替えます

⑨

⑩

※2

※3 ※3※4 ※4

⑦DMに⼊れる本⽂と署名の編集ができます。
[＄XXX]で表⽰している個所は、CoNNECT＋に登録されて
いる顧客情報の値が⼊ります。
（[＄XXX]を消すと値は⼊りません）

※対象の設置機器が5台以上の場合、代表の4台まで印字されます。

提案書に表⽰するロゴや署名の設定は、設定管理画⾯で⾏えます。
詳細は設定「【2】署名設定 P. C-4」を参照してください。

⑦

⑧「確認」をクリックすると、印刷前の確認画⾯に進みます。⑧

左画⾯で、切り替える署名
を選択して「OK」をクリッ
クします。

※1

※1. を選択して、拠点別に設定した署名を切り替えることができ
ます。署名設定は「C-7」を参照ください。



【９】提案アクション 5.提案アクション
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⑪ダウンロードセンターについての説明が表⽰されます。
「顧客⼀覧へ」を選択します。

⑪

⑫ダウンロードセンターに出⼒内容がアップされると、
メニューに マークが表⽰されます。
メニューをクリックして、ダウンロードセンターを選択してください。

⑬提案書PDFと顧客リストのCSVがZip圧縮されたファイルが
ダウンロードできます。

提案書PDFは、印刷してお客様への提案時などにご使⽤ください。
顧客リストのCSVは、提案したお客様の記録や宛名印字⽤にご使⽤
ください。

⑫

⑬



15件

15件

【９】提案アクション 5.提案アクション
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①

②

⑤

⑥

② を選択します。

⑤提案テンプレートの「エアコン洗浄」を選択します。

※⼀度に提案書印刷作成は100件以下の顧客です。
対象顧客が101件以上の場合は、検索で絞り込むか
対象顧客を で指定して、再度「提案書印刷」を選択
してください。

④検索条件や顧客件数、顧客例が表⽰されます。④

【例題２】過去１年間に洗浄受注したお客様を除いて、エアコン洗浄の提案書を作成する

① CoNNECT＋の詳細検索を利⽤して、以下検索を⾏います。
（詳細検索の利⽤⽅法は「P.A-64」）

提案する顧客を検索条件で抽出します。
提案︓顧客を選択

期間を「〜1年」を選択
「洗浄※」を選択

※提案して受注した結果を登録する⽅法は「P.A-43」参照ください。

提案

※提案対象から外したい場合、提案する顧客のみ を残します。
但し、 で対象を絞ることが出来るのは表⽰中のページ顧客のみ
ため、検索や表⽰カスタマイズを併⽤してご活⽤ください。

※ を⼊れるとダイアログが表⽰します。
再度全件選択に戻したい場合、 を選択してください。

デフォルトでDM送付「可」の顧客に提案書を作成します。
DM送付「不可」の顧客も提案書を作成する場合は、以下の画⾯で
「DM送付「不可」の顧客を含めて出⼒する」を選択してください。

⑥「提案書印刷」を選択します。
「メール送信」する場合、詳しい⼿順は「P.A-77」参照ください。



「プレビュー」をクリックすると、送信対象の顧客ごとに送信されるメール
を全て確認することができます。
対象機器が11台以上の場合のみ、三枚⽬のプレビューが表⽰されます。

【９】提案アクション 5.提案アクション

⑩提案書に⼊れる内容を確認してください。

⑪「作成」ボタンをクリックしてください。

A-85

⑩

⑪

⑫ダウンロードセンターについての説明が表⽰されます。
「顧客⼀覧へ」を選択して、ダウンロードセンターよりPDFを
ダウンロードしてください。詳しい⼿順は「P.A-72」参照ください。

⑦

⑧

⑨

⑧提案書に⼊れる本⽂と署名の編集ができます。
[＄XXX]で表⽰している個所は、CoNNECT＋に登録されて
いる顧客情報の値が⼊ります。
（[＄XXX]を消すと値は⼊りません）

※対象の設置機器が11台以上の場合は、3枚⽬が作成され、
11台⽬以降が印字されます。

提案書に表⽰するロゴや署名の設定は、設定管理画⾯で⾏えます。
詳細は設定「【2】署名設定 P. C-4」を参照してください。

⑨「確認」をクリックすると、印刷前の確認画⾯に進みます。

⑦提案書を選択します。

⑫

※1.表⾯と裏⾯を切り替えます

※1 ※1 ※1

※2.クリックで次の⼈のプレビューに切り替えます

※2 ※2 ※2

※3

※3.販売店様の⾃社HPへ誘導するQRコードの掲載も可能です。
詳しくは「P.C-3」

※1. を選択して検索条件と対象顧客件数を確認できます。

※1

左画⾯で、切り替える署名
を選択して「OK」をクリッ
クします。

※2

※2. を選択して、拠点別に設定した署名を切り替えることができ
ます。署名設定は「C-7」を参照ください。



③DMに⼊れる本⽂と署名の編集ができます。
[＄XXX]で表⽰している個所は、CoNNECT＋に登録されて
いる顧客情報の値が⼊ります。
（[＄XXX]を消すと値は⼊りません）

※対象の設置機器が5台以上の場合、代表の4台まで印字されます。

提案書に表⽰するロゴや署名の設定は、設定管理画⾯で⾏えます。
詳細は設定「【2】署名設定 P. C-4」を参照してください。

【９】提案アクション ６.DMタイプ提案書
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DMタイプ提案書
お客様に⼿渡しする通常の提案書タイプとは別に、宛名のお客様住所や 設置機器(経過年情報)が印字されたDM⽤提案書です。
A4厚紙に表裏印刷の上、定形外郵便の切⼿を利⽤して「DM」として投函が可能です。

1

②提案書印刷画⾯で「DM（住所⽤）」を選択します。

②

③

④「確認」をクリックすると、印刷前の確認画⾯に進みます。④

SuzukiAir

住所あり

顧客保有機器の
経過年表⽰

挨拶⽂の⾃由記載

会社ロゴ

QRコード

※1. を選択して検索条件と対象顧客件数を確認できます。

※1

①提案テーマ（例︓洗浄提案）を選択して、メニューバーで
「提案書印刷（確認画⾯へ）」を選択します。
提案テーマの選択⽅法は「P.A-72」参照ください。

左画⾯で、切り替える
署名を選択して「OK」
をクリックします。

※2

※2. を選択して、拠点別に設定した署名を切り替
えることができます。署名設定は「C-7」を参照ください。



※1.「プレビュー」をクリックすると、送信対象の顧客ごとに送信
されるメールを全て確認することができます。
プレビューは２ページ⽬まで表⽰されます。

【９】提案アクション ６.DMタイプ提案書

A-87

④提案書に⼊れる内容を確認してください。

⑤「作成」ボタンをクリックしてください。

※3.クリックで次の⼈のプレビューに切り替えます

※2.表⾯と裏⾯を切り替えます

④

⑤

※1

※2 ※2※3 ※3

⑥ダウンロードセンターについての説明が表⽰されます。
「顧客⼀覧へ」を選択します。

⑥

⑦ダウンロードセンターに出⼒内容がアップされると、
メニューに マークが表⽰されます。
メニューをクリックして、ダウンロードセンターを選択してください。

⑧提案書PDFと顧客リストのCSVがZip圧縮されたファイルが
ダウンロードできます。

提案書PDFは、印刷してお客様への提案時などにご使⽤ください。
顧客リストのCSVは、提案したお客様の記録や宛名印字⽤にご使⽤
ください。

⑦

⑧



【９】提案アクション （参考）おまかせ提案の対象期間について

A-88

③２台⽬の機器設置

ふれあい提案
実施済１台（②機器A）
未実施１台（③機器B）

で計２台と表⽰

∎ 提案可能な台数の表⽰タイミング（ふれあい提案例）

×

×
機器A

機器B

×
機器C

2019年10⽉1⽇設置

2019年11⽉1⽇設置

2019年12⽉1⽇設置

2019年10⽉1⽇~2020年1⽉1⽇

2019年11⽉1⽇~2020年2⽉1⽇

2019年12⽉1⽇~2020年3⽉1⽇

2020年3⽉2019年10⽉ 2019年11⽉ 2019年12⽉ 2020年1⽉ 2020年2⽉

１台 ２台提案可能な機器台数に
表⽰される台数 ３台 １台２台 ０台

現時点で提案可能な台数をグラフに表⽰

グラフ
表⽰終了

グラフ
表⽰終了

グラフ
表⽰終了

∎ 提案を実施した場合の表⽰

×

×
機器A

機器B

×
機器C

2019年10⽉1⽇設置

2019年11⽉1⽇設置

2019年12⽉1⽇設置

2019年10⽉1⽇~2020年1⽉1⽇

2019年11⽉1⽇~2020年2⽉1⽇

2019年12⽉1⽇~2020年3⽉1⽇

2020年3⽉2019年10⽉ 2019年11⽉ 2019年12⽉ 2020年1⽉ 2020年2⽉

１台 ２台提案可能な機器台数に
表⽰される台数 ３台 １台２台 ０台

終了

終了

終了

②
ふれあい
提案実施

③
機器の設置

①
機器設置

「ふれあい提案」は、購⼊御礼のお声がけとして、機器設置⽇から翌々⽉の同⽇までの機器を
持つ顧客をボタンひとつで抽出し、提案メールの発信に繋げる機能です。（⾃社設置機器のみ）

提案アクションから「メール送信」や「提案書印刷」を⾏った場合、提案状況が「未実施」から「実施済」に変わります。

④
機器の設置

④３台⽬の機器設置４

グラフの凡例

②提案を実施後

①機器の設置 対象１台

実施済１台

ふれあい提案
実施済１台（②機器A）
未実施２台（③機器B＋

④機器C）
で計３台と表⽰

3１

２

⑤
対象期間終了

④設置後３か⽉で
機器Aは提案対象
期間終了

５

ふれあい提案
実施済０台
未実施２台（③機器B＋

④機器C）
で計２台と表⽰

２1 3 2

機器B・Cも
提案対象期間終了

提案対象となる「提案可能な機器台数」のグラフに表⽰している機器の条件は以下となります。



宛名なし提案書は、顧客情報が表⽰されないため、複数の顧客に対して、「提案書」の利⽤ができます。
また、2ページ⽬には、貴社の署名やロゴが表⽰されます。
提案書に表⽰する署名やロゴは設定管理画⾯から設定可能です。
詳細は設定「【2】署名設定 P. C-4」を参照してください

【９】提案アクション （参考）宛名なし提案書の出⼒

■ 宛名なしの提案書の出⼒⽅法
提案書のフォーマットで「顧客宛名」「設置機器」を⾮表⽰とすることで、⾃社の署名⼊りの⾃社チラシとしての
出⼒~印刷が可能です。

A-89

① 顧客⼀覧の「提案テーマについて」をクリックしてください。

② 提案テーマについての説明画⾯が開きます。
印刷したい提案書の画像をクリックしてください。
PDFのダウンロード可能です。

1

【1ページ⽬】(例︓業務⽤更新提案書) 【2ページ⽬】

2



【9】提案アクション （参考）メール出⼒例

CoNNECT＋では、お客様の機器の設置年⽉にあわせ、タッチポイントに最適な提案メールの送信が可能です。
実際に出⼒されるメールのテンプレートを紹介します。
提案アクションのメール出⼒詳細については、P. A-77を参考ください。

【ふれあい】 【1年点検】

【洗浄提案】 【更新提案（業務⽤）】
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【9】提案アクション （参考）メール出⼒例

【更新提案（エコキュート）】 【更新提案（ハウジングマルチ）】

A-91

【フロン定期点検】 【エコキュート予防保全】

エコキュート予防保全チラシフロン定期点検（1年）チラシ



【9】提案アクション （参考）提案書出⼒例

CoNNECT＋では、お客様の機器の設置年⽉にあわせ、タッチポイントに活⽤いただける提案書をご⽤意しています。
お客様のお名前や、対象機器情報が⾃動印字された提案書PDFが作成されるので、お客様訪問時の提案書としてご活⽤下さい。
提案アクションの提案書詳細については、P. A-72 を参考ください。

【洗浄提案書】

表⾯ 裏⾯

【更新提案書（業務⽤エアコン）】

表⾯ 裏⾯
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【9】提案アクション （参考）提案書出⼒例

表⾯ 裏⾯
【更新提案書（ハウジング・マルチエアコン）】

【更新提案書（エコキュート）】
表⾯ 裏⾯
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【9】提案アクション （参考）提案書出⼒例

表⾯ 裏⾯
【スイッチオンチラシ】

【更新提案書︓ＺＥＡＳ省エネ提案書】

A-94



【9】提案アクション （参考）提案書出⼒例

A-95

【フロン定期点検】

表⾯（1年点検) 裏⾯（1年点検・３年点検共通) 表⾯（3年点検)

【エコキュート予防保全】

表⾯ 裏⾯



①顧客カルテを出⼒したい顧客の詳細画⾯を開き、
「顧客カルテ出⼒」ボタンをクリックしてください。

【10】顧客カルテ

納入先情報 10149

備考

機器情報（6件）

No.
系統/
セット

機種名 製造番号 設置場所
設置日
納入日

点検

1 A1/S28KTNS-W R28KNS A123456 外
医院長実家1F
リビング

自
2009/12/16
2009/12/16 不明

2 A1/S28KTNS-W F28KTNS-W
A234567,
B123456

内
医院長実家1F
リビング

自
2009/12/16

不明

3 S36MTES-W R36MES 外 実家 自
2012/2/22

3年毎

4 S36MTES-W F36MTES-W 内 実家 自
2012/2/22

不明

5 S56JCV R56JCV 外 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自

2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明

6 S56JCV F56JCV 内 1F診察室 自
2009/5/30

不明ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

顧客

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

メーカー
カテゴリ
品名仕様

ダイキン工業
ルームエアコン＞Ｎシリーズ
Ｎシリーズ室外機

ダイキン工業
ルームエアコン＞Ｎシリーズ
Ｎシリーズ室外機

ダイキンエアコングローバル販売店　大金　太郎

ふりがな

納入先
①

だいきんえあこんはんばいてん
TEL：0000-0000
〒8402102　佐賀県佐賀市XXXX

ダイキンエアコングローバル販売店●●●●支
店

紹介した機器の説明：窓や扉を開けずに換気を行うので、外気流入による室温の変化を防ぎ、熱回収によりエネルギーロスを抑えるニューノーマル時代の高機能換気設備です。

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロ

ダイキン工業
ルームエアコン＞Ｅシリーズ
Ｅシリーズ室外機

ダイキン工業
ルームエアコン＞Ｅシリーズ
Ｅシリーズ室外機

ダイキン工業
ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロー

ダイキン工業

ハウジングエアコン(ペア)＞天井
埋込カセット形　シングルフロー
タイプ＞Cシリーズ
天カセシングルフロー

顧客カルテ出⼒イメージ

②顧客カルテの作成が受け付けられました。
⾃動でダウンロードが開始するので、
作成完了まで少しお待ちください。

設
置
機
器
⼀
覧

顧
客
情
報

修
理
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
履
歴

CoNNECT+に登録頂いた「顧客・機器・修理履歴」は、「顧客カルテ（カード）」として、台帳形式で出⼒可能です。
お客様との商談時カルテ情報としても持参いただけるよう、詳細な出⼒設定が可能なエクセル形式と、スマホなどでも
簡単に取り出せるPDF形式の２種をご利⽤いただけます。

顧客ごとに「PDF」で顧客カルテの取出し⽅
顧客カルテを取出す顧客の顧客詳細画⾯を開き、ボタンクリックでPDF形式の顧客カルテが取り出せます。
スマホなどで、外出先でも即顧客カルテの取出しが可能です。

顧客カード 受付担当

ID 登録日 更新日

様

備考

他担当者

備考

応対履歴（8件） ※ 納入日予定は（　）表示

作業日
納入日

区分 内容 金額(円)

2020/
03/06
(2020/
03/06)

案件（修
理）

その他 1,000

2020/
03/06

修理 その他 -

2020/
03/06

工事 新設 6 9,999,999

2020/
03/06

工事 新設 4，5 -

2020/
03/06

修理 その他 -

2020/
03/06

工事 新設 6 9,999,999

2020/
03/06

工事 新設 4，5 -

2020/
03/06

修理 その他 -

2020/
03/06

工事 新設 6 9,999,999
【対象機
器:RZRP112BC】

RZRP112BC 大金太郎

【対象機
器:FAP112DG】

FAP112DG、
F36MTES-W

大金太郎

大金太郎

サ_NO:16707_old
完了日:2020/03/06
機器撤去

大金太郎

サ_NO:16707_old
完了日:2020/03/06
機器撤去

【対象機
器:RZRP112BC】

RZRP112BC 大金太郎

【対象機
器:FAP112DG】

FAP112DG、
F36MTES-W

大金太郎

FAX：090-1234-5678TEL：090-1234-5678

大金太郎

サ_NO:16707_old
完了日:2020/03/06
機器撤去

【対象機
器:RZRP112BC】

RZRP112BC 大金太郎

案件名 対象機器 担当者 詳細（備考）

大金太郎

サ_NO:16707_old
完了日:2020/03/06
機器撤去

2020年に会社名変更（大金エヤコン社からダイキンエアコン販売店に変更）
顧客訪問の際は、担当者に連絡
担当者備考：
来年2022年4月に担当者の転勤に伴い、担当変更

総務部　部長　テスト花子　070-3622-1123　daikin.test@address.jp/営業部　課長　トッパン元子　090-2304-4821　toppan1.test@address.jp/企画事業部　部長　仮名ユウタ　090-3271-3901　daikin.test@address.jp/総務部　係長　松尾修二　080-5739-8865　matuo.syuji@gmai.com

元請

元請会社
元請太郎

部署：営業部｜役職：部長｜TEL:090-1234-5678｜メール：
kokyaku.adress@test.jp

紹介した機器の説明：窓や扉を開けずに換気を行うので、外気流入による室温の変化を防ぎ、熱回収によりエネルギーロスを抑えるニューノーマル時代の高機能換気設備です。

顧客

部署：総務部｜役職：部長｜携帯：090-1234-5678｜メール：
kokyaku.adress@test.jp大金　太郎

連絡要否：可　（メール：×　DM：○）

〒5400005　大阪府大阪市北区大金町XX-XX

だいきん　たろう

大阪圭子

10149 2020/10/29 2020/10/29
だいきんえあこんはんばいてん 法人｜区分:B（多数台）｜自社検索：法人,リース｜倉庫｜売上:100(千

円)　入力金額計:100(千円)ダイキンエアコン販売店

PRO/自社

A-96

顧客カルテで表⽰される機器は下記昇順ソートになります。
表⽰順の変更を⾏いたい場合 PA-3 顧客⼀覧からの出⼒
を参照下さい。
顧客カルテ 機器⼀覧の表⽰順
①系統名
②セット品名
③(セット品)グループID
④機種区分（室外機＞室内機＞その他）
⑤機器名

【顧客カルテ 機器表⽰順について】



②出⼒形式の選択画⾯が表⽰されますので、
ボタン選択の上、出⼒ボタンをクリックします。
顧客カルテ

・CSV(Excel)︓エクセル編集が可能なので
お客様提出⽤に⾮表⽰などの
対応が可能です。
表⽰順は表⽰順選択の指定順に
出⼒されます。詳細は「よくある
質問」Q6-9をご確認ください。

・PDF ︓ボタン選択だけでPDF出⼒され
るので、即利⽤可能です

提案先⾒える化リスト
顧客ランクと、機器の設置経過年から、提案先を
⾒える化した顧客リストの出⼒
⇒詳しくは P. A-100

【10】顧客カルテ

①「便利ツール出⼒(宛先印刷)」ボタンを押すと、
出⼒したい内容の選択画⾯が表⽰されます。

※1 顧客を絞り込んで顧客カルテを出⼒したい場合は
検索で対象を絞り込んだ後、「便利ツール出⼒(宛
先印刷)」ボタン選択します。

※2 検索で絞込み、⼀覧表⽰した顧客から、さらに
出⼒対象を絞り込みたい場合は、左端チェックを
⾏うと、チェック対象の顧客のみ出⼒が可能です。

【ダウンロード⼿順】

顧客⼀覧からの出⼒

③ダイアログが表⽰されるので、「閉じる」をクリック
してお待ちください。

データの準備が整いましたら、CoNNECT＋右上
のメニューの「ダウンロードセンター」から、
データダウンロードが可能となります。

④メニューに のマークがつけば、
ダウンロードが完了した合図です。
ダウンロードセンターをクリックしてください。

1※1

※2

⑤ダウンロードセンターを開いて、Zipファイルをダウ
ンロードしてください。

②でPDFを選択している場合は、ファイルを解凍いた
だくとそのまま顧客カルテを確認できます。

CSVを選択した場合は⑥の⼿順で顧客カルテの作成を
⾏います。

２
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https://connect-
plus.daikin.co.jp/help/faq.html
#q0609

https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0609


【10】顧客カルテ

⑨⾃動で、顧客の情報や機器・修理履歴の情報を
取込んだ顧客カルテ「Book1.xlsx」が作成されます。

エクセル形式で開きますので、⾮表⽰にしたい
項⽬や、⽂字の修正も頂けます。

表⽰内容や修正した内容は、エクセルの
「名前を付けて保存」を⾏うと、次回ファイルを
開けた際、修正内容が保存された状態で開きます。

⑦マクロ付きエクセルが開きます。
「コンテンツの有効化」をクリックしてください。
クリックされたタイミングからマクロ処理が
開始されますので、そのままお待ちください。

※保護ビュー形式で表⽰されている場合、
「編集を有効にする」をクリック後、
「コンテンツの有効化」をクリックします。

解凍

⑥⼿順② でCSV（Excel)ボタンを選択した場合、
左記のような、zip圧縮されたファイルが
ダウンロードされます。
ダウンロード後、パソコンにファイルを保存し、
圧縮ファイルをダブルクリックで解凍してください。

解凍したフォルダ内に、左のように４つのファイル
が作成されますので、
「customer_chart.xlsm」を開きます。

※圧縮ファイルはパソコンに保存の上、上記操作を
⾏ってください。

顧客カルテCSV(Excel) の操作⽅法

⑧マクロの処理が開始されます。
出⼒対象件数が多い場合、時間がかかりますので
しばらくお待ちください。
「本マクロ処理が完了しました」が表⽰されましたら
「OK」をクリックしてください。
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3
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【10】顧客カルテ

【顧客カルテCSV(Excel)版 両⾯印刷⽅法】

①「ファイル」から印刷をクリックします。
印刷設定から「両⾯印刷」をクリックしてください。 ②①の作業を全てのシートで⾏います。

上記が完了したら「ctrl」を押しながら、連続印刷を
⾏いたい全てのシートを選択します。

「ctrl」を押しながら
すべてのシートを選択

③「ファイル」をクリックし、印刷を⾏ってください
（ブック名の横に[作業グループ]と表⽰されていれば、

シートが選択されている証です）

シート数分選択できて
いるかご確認ください

印刷クリックで、顧客カルテ
の両⾯印刷が可能です。

プリンターが両⾯印刷対応機器の場合、表⾯に「顧客・修理情報」、裏⾯に「機器⼀覧」といったように、A4⽤紙に両⾯印刷し
１枚で「顧客カルテ」としての活⽤も可能です。両⾯印刷については、以下ご参考下さい。
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顧客カルテで表⽰される機器は下記昇順ソートになります。
表⽰順を変更したい場合「kikilist_1.csv」の以下項⽬名の
並び順を変更すると、カルテ並び順が変更されます。

①系統・グループ名
②セット品名
③機器グループID（内部ID）
④機種区分
⑤機器名
⑥機器内部ID 

【顧客カルテ 機器表⽰順について】

① ⑤ ④
②③

⑥



【11】提案先 顧客の⾒える化リスト

提案先⾒える化リストとは︖

①CoNNECT＋のTOPページで
「便利ツール(宛先印刷)」ボタンを押します。

※1 顧客を絞り込んで提案先⾒える化リストを出⼒する
場合は、検索で対象を絞り込んだ後、「便利ツール
(宛先印刷)」ボタンを選択します。

※2 検索で絞込み、⼀覧表⽰した顧客から、さらに
出⼒対象を絞り込みたい場合は、左端チェックを
⾏うと、チェック対象の顧客のみ出⼒が可能です。

【ダウンロード⼿順】

顧客⼀覧からの出⼒

提案先⾒える化リストでは、機器のない顧客はリストに表⽰されません。
また、機器ランクのカウント対象は室外機のみになります。

※機器ランク（a~c）とは
顧客の設置機器の設置経過年と製品のカテゴリーを利⽤し、
販売店様で個別に設定された条件で３段階のランク設定が可能です。
詳細は以下参照ください。

CoNNECT+の顧客登録時に設定した顧客ランク（A〜Z）と、
設置機器の経過年数を加味した機器ランク（刈取・育成・種蒔）で、
提案優先度の⾼い顧客の⼀覧リストを⾃動作成するツールです。

※顧客ランク（A〜Ｚ）とは
顧客登録時、Ａ(⽀店営業所有)Ｂ(多台数)等設定頂く区分です。
販売店様ごとの顧客ランク設定も可能です。
詳細 P.C-15 【4】顧客ランクの設定 を参照下さい

②提案先⾒える化リストのCSV(Excel)ボタン選択の上、
出⼒ボタンをクリックします。

顧客カルテ
・CSV(Excel)︓エクセルで⾃由な編集が可能な

顧客カルテの作成

・PDF ︓即お渡し可能なPDFの顧客カルテ

⇒詳しくは P. A-96

提案先⾒える化リスト
顧客ランクと、機器の設置経過年から、提案先を
⾒える化した顧客リストの出⼒

※1

※2

③ダイアログが表⽰されるので、「閉じる」をクリック
してお待ちください。

データの準備が整いましたら、CoNNECT＋右上
のメニューの「ダウンロードセンター」から、
データダウンロードが可能となります。
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【11】提案先 顧客の⾒える化ツール

⑤ Zipファイル(圧縮ファイル)を、パソコンに保存後
ダブルクリックでZiP圧縮ファイルを解凍します。

解凍フォルダ内に、左のように２つのファイル
がありますので、
「customer_ranklist.xlsm」を開きます。

※圧縮ファイルはパソコンに保存の上、上記操作を
⾏ってください。

⑥マクロ付きエクセルが開きます。
「コンテンツの有効化」をクリックしてください。

※保護ビュー形式で表⽰されている場合、
「編集を有効にする」をクリック後、
「コンテンツの有効化」をクリックします。

④メニューに のマークがつけば、ダウンロー
ドが完了した合図です。
ダウンロードセンターをクリックしてください。

提案先⾒える化リスト

⑤ダウンロードセンターが開きます。
Zipファイルのリンクからファイルを
ダウンロードしてください

A-101



⼩ ⼤

【11】提案先 顧客の⾒える化ツール

⑦「② 機器経過年ランク設定」に、
a~cランクの経過年を設定します。

⑧「③出⼒対象の「製品カテゴリ―」設定」で
提案先⾒える化リストに出⼒する対象製品を、
選択して下さい。

デフォルトはダイキンおすすめ設定にチェック
が⼊っていますので、適時変更下さい。

もし、選択したいカテゴリーが⾒当たらない場合は
「その他のカテゴリーを開く」ボタンを押すと
全カテゴリーが表⽰しますので、選択願います。

経過年ランクでは、設置年⽉⽇から本⽇（マクロ処理時）まで
の経過年を元に、刈取（a）、育成（b）、種まき（c）と3段
階にランク分けが可能です。

ここでは右に⾏くほど経過年数が⼤きくなるよう、任意の数字
を⼊⼒していただけます。

デフォルト設定（おすすめ設定）は下記になります。
刈取（a） :機器設置から10年以上が経過
育成（b） :機器設置から5年以上10年未満が経過
種まき（c） :機器設置から5年以下が経過
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【11】提案先 顧客の⾒える化ツール

9

⑨「④ 提案先⾒える化リスト 作成実⾏」のパートで
⼿順⑤でダウンロード済の「kikilist.csv」を
参照ボタンを利⽤してセットし、
「作成」ボタンを押します。

⑩提案先⾒える化リスト「Book1.xlsx」が出⼒されます。
名前を付けてパソコンに保存してください。

customer_ranklist.xlsm

出⼒対象が多い場合、出⼒に時間がかかり、画⾯が⽩っぽくなることがございますが、しばらくお待ちください。
待ってもなかなか出⼒されない場合は、【ダウンロード⼿順】①で出⼒する対象を絞り込んでください。
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【12】宛先印刷

2

① 検索で、宛先タックシールを印刷したい顧客を検索します。
（検索せず②を⾏うことも可能です）

② 対象顧客が⼀覧表⽰されますので、宛名印刷したい顧客に
チェックを⼊れます。
⼀覧の顧客全件を印刷したい場合は に
チェックを⼊れて、全件対象に設定後、
ボタンを選択します。

③ 「宛先印刷(賀状)」のタブに変更後、出⼒を選択します。

１．対象で、
②で選択した顧客の全件のタックシールを印刷するか、
顧客登録で「DM連絡可」の顧客だけを出⼒するか選択します。

２．出⼒レイアウトで
CSVデータとして出⼒するか、市販のタックシールに
そのまま印刷可能なPDFとCSVを出⼒するか選択します。

④ ダウンロードセンターから取出しの案内が出るので
ダイアログは閉じ、ダウンロードセンターより
PDFデータを取出し開きます。

以下タックシールをプリンターにセットし、PDFを印刷
すると、宛先タックシールとしてご利⽤いただけます。

宛先 タックシール印刷

3
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✔
✔

２

1

PPC⽤紙ラベル（共⽤タイプ）A4 ノーカット 100枚
（品番 KB-A590）

コクヨ プリンタを選ばないはかどりラベル A4 18⾯ 22枚
（品番 KPC-E118－20N）

コクヨ プリンタを選ばないはかどりラベル A4 10⾯ 22枚
（品番 KPC-E1101-20N）

4

CoNNECT＋に登録した顧客へのDM発送や、年賀状や暑中⾒舞いなどの「宛先印刷」もスムーズに⾏えます。
「宛先 タックシール印刷」では、「検索」で対象の顧客を絞り込んだあと、ボタンクリックで市販のタックシールに
そのまま印刷可能なPDFが出⼒可能です。
はがきなどに直接宛先印字を⾏う場合は【参考1】宛名印刷 P.A-133をご参考下さい。



④データの準備が完了すると、「メニュー」に が表⽰され
ます。「メニュー」をクリックしてください。

【13】CSV出⼒
CoNNECT+に登録している顧客や機器の情報をCSVで出⼒できます。
※環境依存⽂字を使⽤している場合などうまく出⼒されない場合がありますので⽂字⼊⼒時ご注意下さい。

お名前などの環境依存⽂字について、CoNNECT+でご登録いただき画⾯上のご確認は可能ですが、CSVはShift-JIS
にて出⼒されますため、出⼒時「︖︖︖」などの⽂字にて変換されますので、ご了承の程お願いいたします。

1

2

4

5

6

顧客や機器を検索条件を⼊れて絞り込みしている場合、
絞り込んだ状態でCSVが出⼒できます。
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①顧客⼀覧の「CSVダウンロード」をクリックしてください。

⑤「ダウンロードセンター」をクリックしてください。

⑥「CSVファイル」をクリックして、CSVのダウンロード
保存を⾏ってください。

②出⼒したいCSVを選択し、「出⼒」をクリックしてください。

• 顧客CSV
• 機器CSV
• 応対・サービスCSV
• ダイキン販売店様⽤機器リスト出⼒（DACCS-LC）※1
• ダイキンフロン点検ツールDfct⽤機器リスト出⼒ ※2

※1 DACCSーLCの「Dfct機器CSVファイルのインポート」
にて取り込み可能な形式ファイルを出⼒します。
DACCS-LCは次⾴参考の上,詳細は営業迄ご相談下さい

※2 ダイキンフロン点検ツールDfctに取込可能な形式
ファイルを出⼒します。
詳細は「P.A-108」参照ください。

3

※

③顧客CSV、機器CSV、応対・サービスCSVの出⼒では、CSVに
出⼒する項⽬の選択が可能です。出⼒したい項⽬にチェックを
⼊れ、「OK」を選択します。
※ 「CSVに出⼒する項⽬設定を保存する」を選択すると、次回も

同じ設定がデフォルトで表⽰されます。
CSVを出⼒すると、CSVの作成についてのダイアログが表⽰されます。
データの準備が整いましたら、CoNNECT+右上の「メニュー」の「ダ
ウンリードセンター」からデータダウンロードが可能となります。
「閉じる」をクリックしてお待ちください。



【13】CSV出⼒
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CoNNECT+の登録機器を、DACCS-LCで取り込む⼿順は以下です。
※ライフサイクル更新提案ソフト DACCS-LC詳細は、担当営業までお問合せください。

出⼒したCSVファイルをDACCS－LCで取り込む

① CSV出⼒から「ライフサイクル更新提案ソフト DACCS-
LC⽤ 機器リスト出⼒」を選択し、ダウンロードセン
ターからCSVファイルをダウンロードし、パソコンに保
存します。

② DACCS-LCを起動し、「他ソフトのデータからインポー
ト」を選択します。

③ インポート画⾯にて「Dfct機器CSVファイルのインポー
ト」を選択し、取り込みを⾏ってください。

出⼒対象機器について

ライフサイクル提案書（DACCS-LC）で利⽤する「ライフサイクル更新提案ソフト DACCS-LC⽤ 機器リスト出⼒」で
出⼒されるリストには、ライフサイクル提案書で扱う機器のみが出⼒されます。
CoNNECT＋登録済機器のうち、除外される機器は以下です。

空調⼯事部材 製品カテゴリが「空調⼯事部材」で始まるもの

船舶機器 製品カテゴリが「業務⽤／舶⽤機器」で始まるもの

その他製品 リモコンやパネルなどの別売品
※CoNNECT+の顧客⼀覧で

「室外機・室内機」表⽰の際、表⽰されない機器



【13】CSV出⼒ DACCS-LCソフトのご利⽤について
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DポータルIDをご利⽤の上、ソフトをダウンロード頂きます

① Dポータルログインし、サイバーサポートを選ぶ https://d-portal.daikin.co.jp/web/guest/home

② サイバーサポートメニューより「DACCSシリーズ」を選択

③ DACCSソフト⼀覧をスクロールし「ライフサイクル更新提案ソフトDACCS-LC]を選び、ソフトをダウンロードします

※ ダウンロードやインストールの⽅法は、DACCSシリーズ上部のご案内をご参考下さい



【13】CSV出⼒ ダイキンフロン点検ツールDfct⽤機器リスト出⼒
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CoNNECT+の機器をダイキンフロン点検ツールDfctに取り込む

①顧客⼀覧から、CSV出⼒する顧客１件を します。

①

②

「ダイキンフロン点検ツールDfct⽤機器リスト出⼒」は、Dfct提案書作成以降に、CoNNECT+追加した顧客の機器情報を
別途Dfctでインプットせずとも、CSV取込でスムーズにDfctへも登録が⾏える機能です。

Dfct⽤機器リストは、複数の顧客CSVをまとめて出⼒することが出来ないため、顧客⼀覧で対象顧客を で選択の上
出⼒を⾏います。

⼜、CoNNECT+からDfct連携の有無も検索可能です。

CoNNECT+からDfct連携の有無を検索

※1 ※2

※2【機器検索】CoNNECTとDfctの両ｼｽﾃﾑの機器状況検索
Dfct提案書連携済︓Dfct提案書でDfct連携済みの機器
Dfctへ未連携 ︓提案書未利⽤か、Dfct提案書作成

時、Dfct連携対象外とした機器
Dfctから取込分 ︓設定の「Dfctデータの取り込み」を

利⽤して、Dfct登録機器をCoNNECT+
に引⽤コピー登録した機器

※1.【顧客検索】Dfctシステムの連携有無を検索
Dfct連携済︓CoNNECT+提案書を顧客に提⽰し

顧客がDfct規約済みで連携が出来て
いる顧客検索が可能

承認待ち ︓Dfct提案書作成したが顧客がDfct開通未
(未連携）の顧客を検索

提案未(未連携)︓Dfct提案書 未作成の顧客を検索

Dfctから作成︓設定の「Dfctデータの取り込み」を
利⽤して、Dfct登録情報からCoNNECT+
登録した顧客

②「ダイキンフロン点検ツールDfct⽤機器リスト出⼒」を
選択して、ダウンロードセンターからCSVファイルを
ダウンロードし、パソコンに保存します。

※顧客（納⼊先）の都道府県が「その他」の場合、CSV出⼒
できないので、都道府県を「その他」以外を選択して
再度CSV出⼒してください。
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⑧②で出⼒したCSVを選択して を選択します。
※アップロードセンターでアップロード状況を確認できます。

【13】CSV出⼒ ダイキンフロン点検ツールDfct⽤機器リスト出⼒

アップロードが完了するとDfctで取り込んだ機器を確認できます。

⑤

⑤取り込むユーザーの を選択します。

③ダイキンフロン点検ツールDfctにログインします。
https://dfct.daikinaircon.com/check/login/

③

④「設定」の「顧客管理」を選択します。

④

⑥ を選択します。

⑦ を選択します。

⑦

⑥

⑧
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⼀括登録機能の流れ

① メニューより「データ⼀括登録」を選択してください。

② ⼀括登録画⾯が開きます。
⼀括登録⽤マクロをクリックし、ダウンロードを⾏います。

下記ZIPファイルがダウンロードされますので、
パソコンに保存し、ダブルクリックで圧縮ファイルの解凍を
⾏います。以下ファイル群のうち を
クリックして開きます。

事前準備

③ マクロ付きエクセルが開きます。

「コンテンツの有効化」をクリックしてください。
クリックすると貴社の独⾃設定項⽬などが反映のための
マクロ処理が始まりますので、そのままお待ちください。

※ 保護ビュー形式で表⽰されている場合、
「編集を有効にする」をクリック後、
「コンテンツの有効化」をクリックします。

お⼿元の顧客・機器のデータを、CoNNECT+の画⾯で１件づつ登録するのではなく、エクセルを利⽤して、⼀括データで
CoNNECT+に登録できる機能です。登録済の顧客・機器の編集や削除は、CoNNECT+画⾯の編集機能よりご利⽤願います。
※ 既存顧客への機器追加は、画⾯からの機器追加をお願いします（⼀括登録は、新規顧客としての登録のみ可能です）

⼀括登録が可能な情報
・顧客（元請）
・納⼊先
・機器 の「新規」登録
※ ⼯事・修理は画⾯よりご登録願います
※ 登録情報の編集は画⾯より編集願います

check

（⼀括登録⽤マクロ）

（顧客ID⽤ CSV）

（元請⽤ CSV）
（設定⽤ CSV）

「カレンダー渡先」など、⾃社で運⽤されている区分(⾃社検索⽤ラベル)や、顧客ランクなどは、事前に設定画⾯での
登録で、⼀括登録エクセルの操作でもプルダウンとして選択活⽤が可能です。
⾃社区分の設定⽅法詳細は設定管理【4】顧客ランクの設定P.C-15、【5】⾃社検索⽤ラベルP.C-17を参照願います。
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【14】⼀括登録機能
④ ⼀括登録⽤のシートに⼊⼒してください。「必須」の項⽬は必ず⼊⼒をお願いします。

顧客情報について
顧客IDが登録のKEYとなります。
顧客IDが同じにも関わらず、他の⼊⼒値が異なる場合、アラートが表⽰しますので、修正をお願いいたします。
顧客が法⼈などで、複数の社員の⽅の登録が必要の場合、顧客⼀括登録後に画⾯から担当者登録をお願いいたします。

項⽬ 必須 ⼊⼒⽅法

１ 顧客ID ・⼀括登録⽤マクロを開いた時、顧客ID欄にCoNNECT+で登録済顧客IDの最⼤値
＋１の番号が１⾏⽬に⾃動セットされていますので、２⾏⽬以降は番号の設定
をお願いします。（表⽰セットされている番号の変更も可能です）

・⼊⼒できる⽂字は100⽂字以内の半⾓、全⾓英数字、平仮名、漢字、カタカナ
です
・同じ顧客に対して同じIDを⼊⼒してください。

複数⾏で、顧客IDが同じにも係わらず、住所や元請情報などが異なる場合
エラー表⽰しますので、修正をお願いします。

２ 顧客区分 必須 法⼈、個⼈を選択してください。

３ 会社名 法⼈の場合必須 会社名を⼊⼒してください
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

４ 会社名（ふりがな） 法⼈の場合必須 会社名のふりがなを⼊⼒してください
ひらがなと全⾓の「ー」が⼊⼒可能です。

５ 部署 顧客担当者の部署名を⼊⼒してください

６ 役職 顧客担当者の役職名を⼊⼒してください

７ お名前 個⼈の場合必須 お名前を⼊⼒してください
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

８ お名前（ふりがな） 個⼈の場合必須 お名前のふりがなを表⽰してください
ひらがなと全⾓の「ー」が⼊⼒可能です。

９ メールアドレス メールアドレスを⼊⼒してください
半⾓英数と@、.などの記号が⼊⼒可能です

10 電話 電話番号をハイフンありで⼊⼒してください
半⾓数字と半⾓ハイフン（-）が⼊⼒可能です

11 携帯番号 携帯番号をハイフンありで⼊⼒してください
半⾓数字と半⾓ハイフン（-）が⼊⼒可能です

12 FAX FAXをハイフンありで⼊⼒してください
半⾓数字と半⾓ハイフン（-）が⼊⼒可能です

13 郵便番号 ハイフンなしで⼊⼒してください
半⾓数字のみ⼊⼒可能です

14 都道府県 必須 プルダウンから選択してください

15 市区町村 市区町村を⼊⼒してください

16 番地 番地を⼊⼒してください

17 ビル名 ビル名を⼊⼒してください

18 ランク 必須 ご利⽤頂いているCoNNECT+の顧客ランクをプルダウンから選択可能です。
ランク追加については、設定の「顧客ランク」（詳細P.C-15）で事前に設定をお
願いいたします。

19 売上 円単位で売上を半⾓で⼊⼒してください

20 受付区分 新規、PRO、HPなどお客様の受付区分をプルダウンから選択ください

21 受付担当者 貴社の受付のご担当者名を⼊⼒してさい

22 業種 必須 顧客の業種をプルダウンから選択してください

顧客ID 顧客区分 会社名 会社名（ふりがな） 部署 役職 お名前 お名前（ふりがな） メールアドレス 電話 携帯番号 FAX 郵

必須 法人必須 法人必須 個人必須 個人必須

顧客情報

郵便番号 都道府県 市区町村 番地 ビル名 ランク 売上 受付区分 受付担当者 業種 備考 連絡要否区分 メール送付 DM送付 連絡備考 自社検索項目1

必須 必須 必須 必須 必須 紹介案件
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23 備考 備考を⼊⼒してください
⼊⼒された備考を検索されたい場合、フリーワード検索（詳細P.A-64）をご利⽤く
ださい。
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

24 連絡要否区分 必須 ・顧客への連絡について「可」「不可」をプルダウンより選択してください。

・24「連絡要否区分」が「可」選択時、25「メール送付」26「DM送付」も
ディフォルトで「可」が 設定されますが、DMのみ「不可」など修正可能です。
（24で「不可」選択時、25・26には⾃動で「不可」がセットされます）

・「メール送付」「不可」の場合、提案アクション（詳細P.A-69）のメール送信は
⾏われません。
・「DM送付」「不可」の場合、宛名印刷（詳細P.A-104）の際に出⼒対象として
選択されません。

25 メール送付 必須

26 DM送付 必須

27 連絡備考 連絡要否区分に関連した備考の⼊⼒がいただけます
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

28 ⾃社検索項⽬ 「カレンダー渡先」「⽉末訪問」など⾃社で区分を設定されていらっしゃる場合プ
ルダウンから選択可能です。
⾃社検索項⽬の利⽤⽅法は⾃社検索⽤ラベル（詳細P.C-17）を参照下さい。

【14】⼀括登録機能
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【14】⼀括登録機能

項⽬ 必須 ⼊⼒⽅法

29 元請選択 ・既存登録の元請けがある場合、プルダウンで既存元請情報と新規登録で選択が可能です。
・元請なしの場合はここで何も選択せず、30〜45の項⽬の⼊⼒はおやめください。

30 会社名 必須 会社名を⼊⼒してください
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

31 会社名（ふりがな） お名前のふりがなを表⽰してください
ひらがなと全⾓の「ー」が⼊⼒可能です。

32 部署 部署名を⼊⼒してください

33 役職 役職名を⼊⼒してください

34 お名前 お名前を⼊⼒してください

35 お名前（ふりがな） お名前のふりがなを表⽰してください
ひらがなと全⾓の「ー」が⼊⼒可能です。

36 メールアドレス メールアドレスを⼊⼒してください
半⾓英数と@、.などの記号が⼊⼒可能です

37 電話 電話番号をハイフンありで⼊⼒してください
半⾓数字と半⾓ハイフン（-）が⼊⼒可能です

38 携帯番号 携帯番号をハイフンありで⼊⼒してください
半⾓数字と半⾓ハイフン（-）が⼊⼒可能です

39 FAX FAXをハイフンありで⼊⼒してください
半⾓数字と半⾓ハイフン（-）が⼊⼒可能です

40 郵便番号 ハイフンなしで⼊⼒してください
半⾓数字のみ⼊⼒可能です

41 都道府県 必須 プルダウンから選択してください

42 市区町村 市区町村を⼊⼒してください

43 番地 番地を⼊⼒してください

44 ビル名 ビル名を⼊⼒してください

45 備考 備考を⼊⼒してください
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

元請情報について
顧客に「元請」情報を設定する場合、「元請け追加」ボタンを押してください。
・「元請け追加」クリックで元請登録項⽬が開きます。
・元請が存在しない場合は⼊⼒は不要です。未⼊⼒のままにしてください。
・同じ顧客（１顧客IDが同じ場合）には、同じ元請の登録をお願いします。（違う元請が設定されているとエラーとなります）
・プルダウンで、CoNNECT+登録済の元請が表⽰しますので、選択可能です。（内容の変更はCoNNECT+画⾯でお願いします）

新規元請で登録を⾏いたい場合はプルダウンで「新規登録」選択後、30「会社名」以降を⼊⼒してください。
新規登録時、元請名が同じで住所等が異なる場合アラートが表⽰します。アラートですのでそのまま登録も可能ですが
名前が同じ「別元請」として登録されてしまいますので、適時修正をお勧めいたします。

元請選択 会社名 会社名（ふりがな） 部署 役職 お名前 お名前（ふりがな） メールアドレス 電話 携帯番号 FAX 郵便番号 都道府県 市区町村 番地 ビル名 備考

必須 必須

元請け

元請が存在する場合、クリックしてください。
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【14】⼀括登録機能

項⽬ 必須 ⼊⼒⽅法

46 納⼊先 必須 納⼊先名を⼊⼒してください
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

47 納⼊先（ふりがな） 納⼊先名のふりがなを⼊⼒してください。
ひらがなと全⾓の「ー」を使⽤できます

48 ⽤途 必須 業種に相当する情報として、⽤途をプルダウンから選択ください

49 郵便番号 ハイフンなしで⼊⼒してください
半⾓数字のみ⼊⼒可能です

50 都道府県 プルダウンから選択してください

51 市区町村 市区町村を⼊⼒してください

52 番地 番地を⼊⼒してください

53 ビル名 ビル名を⼊⼒してください

54 電話番号 電話番号をハイフンありで⼊⼒してください
半⾓数字と半⾓ハイフン（-）が⼊⼒可能です

56 オープン年⽉ オープン年⽉を⼊⼒してください
漢字や平仮名に加えて数字、英字を⼊⼒可能です

57 改装年⽉ 改装年⽉を⼊⼒してください
漢字や平仮名に加えて数字、英字を⼊⼒可能です

58 備考 備考を⼊⼒してください
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

納⼊先情報について
・納⼊先（設置場所）が顧客と同じ場合、納⼊先情報(46-58)を登録せずとも、顧客情報(7-17,22)がコピー登録されます
・納⼊先（設置場所）が顧客とは異なる場合、「納⼊先を開く」をクリックし、納⼊先情報を⼊⼒してください
・同じ「納⼊先」名にも関わらず、⼊⼒住所で番地の半⾓と全⾓など、⾏で異なった情報が⼊⼒されていた場合、アラートが

表⽰します。そのまま登録も可能ですが、同じ「納⼊先」の別納⼊先として登録されますので適時 修正をお勧めします。

納入先 納入先（ふりがな） 用途 郵便番号 都道府県 市区町村 番地 ビル名 電話番号 オープン年月 改装年月 備考

必須 必須

納入先情報

納入先を顧客情報以外で入力したい場合はクリックしてください。
※納入先がブランクで機器が登録されている場合は、顧客情報と同じ情報で登録されます。
※入力内容が同じで顧客も同じの場合は同一納入先に機器登録されます。
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項⽬ 必須 マスタ
⼀致

⼊⼒⽅法

59 機種名検索 機種名を⼊⼒し、検索ボタンをクリックすると、ダイキンのマスタにヒットした場合、
機種名検索欄に⼊⼒した⽂字が「機種名」欄に展開され、★の機器情報が⾃動で⼊⼒さ
れます。
半⾓英数字以外の「製氷機」など⽂字で機器情報⼊⼒を⾏う場合は、当欄は利⽤せず、
「機種名」「機種区分」欄から⼊⼒をお願いします。

60 系統名・グループ名 セット品を「機種名検索」で展開した場合、「セット品名」と「セットグループ番号」
が⾃動⼊⼒されます。（セットグループ番号は画⾯では表⽰せず内部情報となります）
ダイキン製以外の機器などで、「機種名検索」を利⽤せず「セット品名」と「機種名」
を直接⼊⼒した場合、「セットグループ番号」欄に、同じ番号を⼊⼒してください。
・ビルマルなど系統登録を⾏う場合「系統名・グループ名」を利⽤して登録が可能です
・顧客・納⼊先をまたいでのグループ登録はできません。
・セットグループ番号は数値のみ⼊⼒可能です。

61 セットグループ番号

62 セット品名 ★

63 機種区分 必須 ★ 「室外機」「室内機」「その他」をプルダウンから選択してください

64 機種名 必須 ★ を利⽤しない場合、登録する機種名を⼊⼒してください
「製氷機」のように、⽂字⼊⼒も可能です。

65 製造番号 製造番号を⼊⼒してください

66 設置年⽉⽇ 必須 設置年⽉⽇を⼊⼒してください（2022年2⽉2⽇→2022/02/02）
不明の場合、プルダウンから「不明」を選択下さい

67 設置場所 設置場所を⼊⼒してください

68 納⼊機器区分 貴社納⼊機器の場合「⾃社納⼊機器」、他社納⼊の既設機器の場合「他社納⼊機器」を
プルダウンから選択してください

69 製造年⽉ 製造番号を⼊⼒してください
不明の場合は、プルダウンもしくは、不明と⼊⼒してください

70 備考 備考を⼊⼒してください
環境依存⽂字（㊑㈱㍿など）は使⽤できません。

71 メーカー 必須 ★ プルダウンから選択してください
該当のメーカーがない場合は「その他」を選択してください

72 メーカーその他 メーカーの項⽬で「その他」を選択した場合、⼊⼒が可能です

機器情報について
・ダイキン製機種の場合、「機種名検索」に機種名を⼊⼒しBI列の「検索」クリックすると、マスターを検索し、機器情報★

の箇所に⾃動⼊⼒されます。
「機種名検索」にセット品名を⼊⼒の場合「室内機」「室内機」「パネルなど関連部材」品名と機器情報を⾃動セットします。
表⽰後、部材機器情報を削除しCoNNECT+に登録も可能ですが、削除せずに登録してもCoNNECT+⼀覧で部材を省いた表⽰
が可能ですので、そのままのご登録をお勧めします。

・１⾏ごとに で機器をセットする以外にも、BY列の 「検索」ボタンで「機種名検索」欄に⼊⼒した
機器をまとめてマスターから機器情報の登録も可能です。
ダイキン製以外などマスターにない機種名を⼊⼒された場合情報が表⽰されず、機種名検索の⽂字が⾚くなりますので、
ご⾃⾝で必須項⽬の⼊⼒をお願いします。

・系統名などを束ねる「グループ番号」「系統名・グループ名」は、顧客・納⼊先をまたいで設定はできません。
・グレーの機器情報を登録する場合、同じ⾏のオレンジ顧客情報の登録が必要です（顧客≠納⼊先の場合はグリーン納⼊先も要）
・既登録顧客への機器追加は、⼀括登録では⾏えません。お⼿数ですがCoNNECT+画⾯から機器追加をお願いします。
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73 ⽤途 ⽤途を⼊⼒してください

74 製品カテゴリー1/2/3 必須 ★ 「オフィス⽤エアコン」「ビル⽤マルチエアコン」など、カテゴリを
プルダウンから選択してください。

75 製品カテゴリー4 ★ ダイキン製の場合、マスターより詳細カテゴリが表⽰されます。

76 製品カテゴリー5 ★

77 点検区分 必須 ★ フロン排出抑制法にもとづく「点検区分」をプルダウンから選択ください。
マスタ⼀致した場合、⾃動で⼊⼒されますが修正も可能です。
点検区分はグループで1種類⼊⼒ください。

78 冷媒名称 必須 ★ 冷媒名称をプルダウンから選択してください。
マスタ⼀致した場合、⾃動で⼊⼒されますが修正も可能です。
冷媒はグループで1種類⼊⼒ください。

79 圧縮電動機出⼒（kw） ★ 圧縮機電動機出⼒を⼊⼒してください
マスターに⼀致した場合、⾃動で数値が⼊ります。必要に応じて修正してください。

80 冷媒充填量（kw） ★ 冷媒充填量を⼊⼒してください
マスターに⼀致した場合、⾃動で数値が⼊ります。必要に応じて修正してください。

81 追加冷媒充填量（kw） 追加冷媒充填量を⼊⼒してください
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⑥ 登録内容が⼊⼒できたら、「CSV出⼒」をクリックし、CSVを
PCに保存してください。

※CSV保存時は下記いづれかの形式をご使⽤ください。
ASCII、JIS、UTF-8、CP51932、SJIS-win

⑦ メニューより「データ⼀括登録」をクリックします。

⑧ CoNNECT+⼀括取り込みで、「ファイルの選択」のボタンを
クリックし、⑥で作成 保存したCSVをセットしたら
アップロードボタンをクリックします。

⑤ ⼊⼒完了後、「プレビュー作成」をクリックしてください。

別シートにCoNNECT+へ登録した際のイメージが表⽰されます。
⼀括登録後、誤りがあった場合は、画⾯より１件づつ削除が
必要となりますので、内容に間違いがないか、ご確認をお願い
します。



【14】⼀括登録機能

A-118

⑨ 「⼀括登録を受け付けました」とポップアップが表⽰されます。
画⾯を閉じてお待ちください。

⑩ メニューに のマークがつけば、アップロード完了です。
アップロードセンターをクリックしてください。

⑪ メッセージの項⽬欄に が表⽰されていれば、
その⾏のファイルが正常にアップロードされた印です。
⼀括登録のシートに記載したデータが登録されていることを
ご確認ください。

の場合、右横の「エラーメッセージ」をクリックすると
エラー箇所の説明が表⽰しますので、ご参考の上、
エクセルを修正し、再度CSVファイルを作成しアップロードを
お願いいたします。
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お客様へのDfct提案の流れ

「設定」から、販売店様ご⾃⾝の
DfctログインIDを設定します。
（初回のみ）

Dfct提案をしたいお客様の詳細画⾯から をクリックして
お客様のDfct⽤の情報⼊⼒と、Dfctにセットする機器を選択します

お客様へメールでご案内

メールに記載のURLにアクセスの上、
Dfct利⽤規約への同意、Dfctパスワード
設定で、Dfctの利⽤可能になります。

提案書のQRよりアクセス頂きます

Dfct提案書のQRコードを利⽤し,ご本⼈
確認のためのお客様電話番号※と、
メールアドレスを⼊⼒いただきます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

ステップ
４

お客様

販売店様

お客様承認が完了すると ボタンが現れ、CoNNECT+からDfctアクセスが可能になります

CoNNECT+（顧客情報） Dfct(フロン排出抑制法対応)
ステップ１で設定した
販売店様DfctIDを利⽤し
対象顧客のDfctが開きます。

お客様との繋がり強化のため、業務⽤ユーザーに法令で課されている「フロン排出抑制法」対応をサポートする
ダイキンフロン点検ツールDfctの提案書の作成が可能です。CoNNECT+に登録済の顧客情報と機器情報を元に、
Dfctのユーザー情報や機器リストを⾃動作成するので、お客様は提案書からすぐにDfctを利⽤可能です。

・ CoNNECT＋のお客様機器を
プリセットしたDfctをご⽤意

・ Dfct提案書内のQRを利⽤し、
お客様でスムーズな利⽤可能

・ お客様がDfctで実施される簡易点検も
販売店様はCoNNECT+のDfctボタン
からスムーズに確認可能

開通メールが届きますので、メール記載
のURLにアクセスし、利⽤規約の同意と
パスワード設定で、Dfctの利⽤可能にな
ります。

※ 異なった宛先提案書でのログインを防ぐため
ステップ2で⼊⼒した電話番号をお客様に⼊⼒
いただきます。

ステップ２で設定した
お客様のDfctが
CoNNECT+から開くので
お客様の点検状況も確認可能

Dfct提案書のポイント Dfct（ダイキンフロン点検ツール）とは
第⼀種特定製品※を使⽤している管理者（お客様）を対象に義務付けら
れた「フロン排出抑制法」対応の無料のWebアプリです
１．スマホ・タブレット・パソコンで簡単に

法令に定められた簡易点検が⾏えます
２．点検タイミングで

メールでお知らせします
３．点検結果はクラウドで管理

されるので、必要なタイミング
で法令帳票の取り出しが可能です

※冷媒としてフロン類が充填されている
業務⽤エアコン、冷凍・冷蔵機器全般

お客様へ提案書でご案内
（ｽﾃｯﾌﾟ2でお客様ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ⼊⼒の場合)

上記ボタンよりお客様⽤の提案書を印刷しご案内下さい 上記ボタンでお客様にDfct開通案内メールが送信されます

お客様到着メールのURLにアクセス頂きます



※⼊⼒したDfctIDがオーナー版の場合、販売店版DfctIDに
変更後、再度認証をしてください。変更⽅法はこちら

https://dfct.daikinaircon.com/check/help/page002_0
1.html
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▌ Dfct提案書出⼒の⼿順
販売店様のDfctユーザーIDの設定

販売店様でご利⽤中のDfct ユーザーIDをCoNNECT＋に登録します。（初回のみ）

② 左下の「Dfct販売店様ユーザー設定」を選択します。

③ 販売店様のDfct ID（メールアドレス）とパスワードを⼊⼒後
ボタンを選択します。

※事前に販売店様のDfctユーザーIDが必要です。
お持ちでない場合、以下より登録をお願いいたします。
https://dfct.daikinaircon.com/check/login/

④ 認証完了すると販売店様DfctユーザーIDが表⽰されます。

後で画⾯差替

ステップ
1

①

②

③

※⼊⼒したDfctIDまたはパスワードが間違っている場合、
エラーが表⽰しますのでご確認をお願いします。

① 右上メニューより「設定」を選びます。
設定は管理者IDでのログインが必要です
詳しくは設定マニュアル「P.C-30」参照ください。

④

https://dfct.daikinaircon.com/check/help/page002_01.html


②ステップ１で設定した販売店様Dfct IDが表⽰するので
ボタンを選択します。
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Dfct提案書出⼒設定

次に、CoNNECT+に登録済みの顧客や機器情報を利⽤して、Dfct提案書を作成します。

① 顧客詳細のページを開き を選択します。

③

以下の項⽬は⼊⼒必須です。
・法⼈名（会社名・店舗名）
・お名前（機器管理者）
・郵便番号、都道府県、市区町村、番地・ビル名
・電話番号

※１.メールアドレスが不明の場合、空欄で構いません

①

②

※1

※2

※２.お客様での、Dfct提案書からの開通設定の際、
お客様情報(住所や機器)のセキュリティ担保を
⽬的に、お客様電話番号を⼊⼒頂きます。

その際にお客様で⼊⼒頂く電話番号は、当欄に
登録いただいた電話番号です。

ステップ
2,3

※Dfct未連携のお客様は、顧客⼀覧から検索できます。

※DfctIDを設定してない場合は、 よりDfctID設定下さい。
詳細は 設定マニュアル「P.C-30」参照。

Dfct提案書ボタンは状況により以下３段階に変化します
段階１︓Dfct提案書出⼒未顧客
段階２︓提案書を出⼒しお客様承認前

(提案書、再印刷可能です）
段階３︓お客様承認済。ボタンより

お客様Dfctが表⽰可能

※

※

③ Dfct提案書をお渡しする顧客のDfctユーザー登録を
CoNNECT＋登録情報を引⽤して登録していきます。

（お客様にて当⼊⼒情報は適時変更頂けます）

Dfct連携済みの顧客は⼀覧に が表⽰されます。



④Dfctのお客様の機器や情報の共有先の追加が可能です。
(Dfct共有先について詳しくは
https://dfct.daikinaircon.com/check/help/page010-

01.html）
※ステップ１で設定した販売店様DfctIDは⾃動で
「1」に設定されています。

⑧ を選択します。

⑥ を選択します。
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※2
※3

※4

※１.「+機器リストの共有先を追加」をクリックして、
共有（公開）先を増やせます。

※2.お客様 の機器リストを共有したい相⼿の
ユーザーID（Dfctのログインメールアドレス）を
⼊⼒します。

※3.共有先への権限を設定します。

※4.共有先へ、お客様の機器の点検通知の設定を⾏います。

※1

編集権限を与える

共有相⼿が、このお客様の機器の追
加。編集、ユーザー情報の編集がで
きるようになります。
（相⼿が販売店版ユーザーの場合に
指定可能です）

逸注閲覧・点検の
み

共有相⼿は、このお客様の機器の閲
覧と点検登録が可能になります。

⑤CoNNECT+に登録済の機器の内、Dfctに登録する機器
を次の画⾯で設定します。
フロン点検に必要な業務⽤機器を中⼼に⼀覧表⽰する

「おすすめ」でなく、ご⾃⾝で選択される場合ボタンを
「全て」に変更してください。

おすすめ 業務⽤の室外機、室内機のみ

全て 全ての室外機、室内機、その他機器

⑦Dfctへ連携する機器を選択します。
※チェックした機器がDfctに連携されますので

不要な機器はチェックを外してください
※⼀覧では200件を初期表⽰します。

さらに表⽰する場合は ボタンを選択ください。
⑦

④

⑤

⑥

⑧



Dfct提案書出⼒後、お客様が提案書QRやメールURLで
承認頂くまでは、顧客詳細画⾯に
が表⽰します。

お客様がDfct提案書を無くされた等で、再度提案書出⼒が
必要になった場合 より再出⼒が可能です。
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⑨⼊⼒内容を確認して、この内容で登録する場合は
を選択します。

※1

※1.Dfct連携する代表機器を100件表⽰します。
100件以上確認する場合は ボタンでリスト
出⼒して確認できます。

⑩ ボタンよ Dfct提案書を出⼒頂けますので
お客様へDfct提案書のお客様⽤のQRコードより、
お⼿続きいただくようご案内ください。

※2

⑨

⑩

※2.③でお客様のメールアドレスを⼊⼒した場合は、
Dfct提案書に加え、ご案内するメールでそのまま
開通⼿続きが可能な「[ダイキンフロン点検ツールDfct]
ユーザー登録 承認のご案内」メールの送信が可能です。
詳細は「P.A-126」参照ください。
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①お客様にてDfct提案書のQRコード、またはURLから
Dfct開設画⾯にアクセス頂きます。

※Dfct提案書のQRコードは100⽇間有効です
100⽇を超えた場合は、再度CoNNECT＋の
ボタンより再出⼒をお願いします。

お客様でのDfct設定（Dfct提案書から設定の場合）

①

お客様にて、スマホなどでDfct提案書のQRコードを利⽤し、お客様がDfctログインに利⽤される
ユーザーID（メールアドレス）やパスワードを設定頂きます。

② 左肩にお客様のお名前が⼊った専⽤Dfct開通画⾯が
開きますので、お客様の電話番号※ とメールアドレスを
⼊⼒頂きます。

②

③
③ を選択します。

ステップ
4

※ 異なった宛先提案書でのログインを防ぐため
ステップ2で⼊⼒した電話番号をお客様に⼊⼒
いただきます。



CoNNECT+顧客詳細
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④②でお客様が⼊⼒したメールアドレス宛に、Dfct開通
案内メールが届きますので、メールに記載のURLを
クリック頂きます。

④

⑤ Dfct利⽤規約、個⼈情報保護⽅針をご確認頂き、
ボタンを選択します。

⑤

⑥お客様がDfctにログイン頂くパスワードを⼊⼒します。
※DfctのログインIDはメールアドレスです

⑥

⑦

⑦ ボタンを押して、Dfctユーザー登録完了です。

お客様がユーザー登録完了すると、顧客詳細画⾯に
ボタンが表⽰され、CoNNECT+から

スムーズなお客様Dfctへの遷移が可能となります。
詳細は「 P.A-128」参照ください。



CoNNECT+顧客詳細
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お客様でのDfct設定（メールから設定の場合）
販売店様にて、Dfct提案書でなくメールでお客様にご案内された場合の流れをご案内します。

ステップ
4

①

① 販売店での で即時でお客様にメールが届きます。
お客様にてメールのURLをクリック頂きます。

※メールのURL有効期間は100⽇間です。
100⽇を超えた場合は、販売店様のDfct顧客管理(※1)
より、承認依頼メールの再送をお願いいたします。

②Dfct利⽤規約、個⼈情報保護⽅針をご確認後
ボタンを選択します。②

③

④

③お客様がDfctログインで利⽤頂くパスワードを⼊⼒します。
※DfctのログインIDはメールアドレスです

④ ボタンを押して、Dfctユーザー登録完了です。

※1.Dfct顧客管理から承認依頼メールを送る

①Dfct顧客管理を開きます。

②承認中のユーザーの「編集」を選択します。

③「承認依頼メールを送る」を選択します。

①

②

③

お客様がユーザー登録完了すると、顧客詳細画⾯に
ボタンが表⽰され、CoNNECT+から

スムーズなお客様Dfctへの遷移が可能となります。
詳細は「 P.A-128 」参照ください。



顧客詳細に ボタンが表⽰され、
CoNNECT＋から ボタンを利⽤してお客様のDfctへ
スムーズなアクセスが可能になります。詳しくは「 P.A-128」
参照下さい。
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CoNNECT+顧客編集からDfct連携設定を⾏います
お客様が既にDfct利⽤中などでDfct提案書を利⽤しない場合も、CoNNECT+で を利⽤した遷移が可能です。

②顧客編集の画⾯が開くので、下部へスクロールし、
「お客様Dfct情報」の欄に、お客様のDfctユーザーIDを⼊⼒
します。
※事前に、販売店様Dfctでお客様Dfctが⾒えるように

お客様DfctIDに共有設定が必要です。以下ご参照ください。

①対象のお客様のCoNNECT＋顧客詳細画⾯で を選択
します。

※ Dfctの共有設定について

①お客様にてご⾃⾝のDfctに
ログインし、設定から
「機器リストの共有(公開)」
を選択します。

②「+共有(公開)先追加」を
選択し、販売店様の
DfctユーザーIDを
追加します。

追加すると、お客様の
Dfct情報を販売店様Dfctで
確認が可能になります。
詳細はDfctﾍﾙﾌﾟ参照下さい。

https://dfct.daikinaircon.c
om/check/help/page010-
01.html

▌ お客様が既にDfct利⽤中の場合（Dfct提案書を利⽤せずにCoNNECT＋→Dfct連携を⾏う場合）

①

②

③ を選択します。

③

https://dfct.daikinaircon.com/check/help/page010-01.html
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【15】Dfct提案書出⼒

Dfct提案書でお客様がDfct開通完了すると、CoNNECT+顧客詳細画⾯にお客様Dfctへ遷移可能な が表⽰します。

① 顧客詳細画⾯の を選択します

▌ の活⽤⽅法（CoNNECT＋からのDfctの閲覧）

② CoNNECT＋からのDfct連携ログイン画⾯が表⽰するので
ステップ１でCoNNECT+設定に登録頂いた
販売店様のDfctユーザーID(メールアドレス)とパスワードを
⼊⼒します。
※ ログインIDを保存するをご利⽤頂くと都度⼊⼒不要です

①

③

②

③ を選択します。

お客様から共有を受けているDfct画⾯が表⽰します。
⻩⾊帯は、販売店様にてお客様の機器メンテなどが可能な「編集権限有」のDfct画⾯で、
⻘⾊帯は、閲覧と点検登録が可能な「編集権限無し」のDfctで、ステップ２の④で設定した内容を表⽰します。

①の顧客詳細のお客様がご⾃⾝のDfctユーザーIDを変更し
ていたり、販売店様への共有解除した場合などは、Dfctに
接続できず以下エラーが表⽰します。

※

ステップ２の④

ステップ２の④



※1.ご⾃⾝のDfctアカウント情報が表⽰されます。
※2.ランク以降がCoNNECT+に移⾏する情報です。

ランク「-(その他)」⽤途「指定なし」が初期設定されます。
画⾯での修正でなく、個々の内容に変更して⼀括登録を
⾏う場合は 「P.A-131」参照ください。

③ 「①ユーザーで絞込む」に表⽰しているDfctユーザーIDに
します。

Dfct顧客管理機能を利⽤されており、複数ユーザーIDが
表⽰している場合、「P.A-130」をご参考ください。
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【16】Dfctのお客様情報をCoNNECT+に取り込む
ダイキンフロン点検ツールDfctに登録済の顧客・機器情報を、CoNNECT+へ移⾏（コピー）することが可能です。
データ移⾏することで、フロン排出抑制法管理ツールDfctには無い、CoNNECT+の各種提案機能をご活⽤頂けます。

▌ ⼿順１（CoNNECT+設定からDfctへログイン）
①メニューから「設定」を開き、

「データ取り込み」を選択します。

①

②販売店様ご利⽤されている
DfctのログインID（メールアドレス）とパスワードを
⼊⼒してログインボタンを選択します。

②

③

④ 「②取込み⽅法を選択」で、顧客名称を「Dfct物件」に登録
しているか「Dfctユーザ登録IDの法⼈名」として設定してい
るかにより引⽤パターンが変わるので、選択下さい。
※ﾗｼﾞｵ変更後 で下部に移⾏ｲﾒｰｼﾞの確認が可能

④

⼿順1
CoNNECT+設定からDfctへログイン

⼿順2
CoNNECT+へ移⾏するﾃﾞｰﾀ確認

⼿順3
CoNNECT+アップロード

▌ ⼿順２（CoNNECT+へ移⾏するデータの確認）

⑤ ⑤ を選択します。

⑥CoNNECT+に移⾏するデータを確認して
を選択します。

※移⾏データ上位100までの表⽰のため、全件確認は、
でCSVを出⼒し、ご確認ください。

⑥

※1 ※2



⑦ データアップロードの画⾯が表⽰するので、
を選択します。

※2.CoNNECT+に移⾏コピーする機器をチョイスしたり、
顧客ランクや⽤途などの設定を⾏ったデータで
CoNNECT+登録を⾏う場合は でデータを取出し

をご利⽤ください。
詳しくは「P.A-131」参照ください。

※1.⾃社管理の顧客情報が表⽰されます。
※2.ランク以降がCoNNECT+に移⾏する情報です。

ランク「-(その他)」⽤途「指定なし」が初期設定されます。
画⾯での修正でなく、個々の内容に変更して⼀括登録を
⾏う場合は 「P.A-131」参照ください。

③ を選択します。
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【16】Dfctのお客様情報をCoNNECT+に取り込む

①移⾏(コピー)する顧客に をつけます。
※⾃社管理している顧客は⻩⾊背景で表⽰されます。

■Dfctの顧客管理機能を利⽤している場合

④

①

③

▌ ⼿順３（CoNNECT+アップロード）

⑦

⑧ を選択します。

⑧

⑨

⑨「＞CoNNECT+を開く」を選択して、アップロード
センター画⾯で取込状況を確認します。

※2

アップロードセンターでアップロード完了していれば
でDfctから引⽤したデータを確認頂けます。

②

②ご⾃⾝のID（1⾏⽬）を取り込む場合、取込⽅法を選択して
ください。
Dfctの物件欄に顧客を⼊れている場合、「Dfctの物件情報を
CoNNECT+の顧客に登録します。」を選択します。

Dfctの法⼈名欄に顧客を⼊れている場合、「Dfctの会社名を
CoNNECT+の顧客に登録します。」を選択します。

※1 ※2

④CoNNECT+に移⾏するデータを確認して
を選択します。

※移⾏データ上位100までの表⽰のため、全件確認は、
でCSVを出⼒し、ご確認ください。
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【16】Dfctのお客様情報をCoNNECT+に取り込む

①

①「ダウンロード」を選択して、⼀括登録⽤エクセルマクロを
ダウンロードします。

②ダウンロードした「template.xlsm」を開きます。

③「コンテンツの有効化」を選択します。

②

③

⑤ を選択して、④で出⼒したCSVを
選択します。

⑤

④

■データをカスタマイズしてアップロードする場合

④DfctからCoNNECT+に移⾏するデータをカスタマイズして
「CSV出⼒」を選択します。
詳しい⼿順は「P.A-110」参照ください。
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【16】Dfctのお客様情報をCoNNECT+に取り込む

⑥ を選択します。

⑥

⑦

⑦「＞CoNNECT+を開く」を選択して、アップロード
センター画⾯で取込状況を確認します。

アップロードセンターでアップロード完了していれば
顧客管理で移⾏したデータを確認できます。



【参考1】宛名印刷

※事前準備
CoNNECT+の ボタンよりダイアログを
開き タブへ切替え、「CSVファイルのみ」
選択します。

ダウンロードセンターから、CSVファイル取出したら
CSVファイルをパソコン保存します。
（【12】宛先印刷 P.A-104 参照）

① Wordで宛名印刷を⾏う場合、Microsoft Wordを起動し、
「差し込み⽂章」内の「はがき印刷」から「宛名⾯の作成」
をクリックして下さい。

②「はがき宛名⾯印刷ウィザード」が開きます。
「次へ」ボタンをクリックしてください。

③ はがきの種類を選択し、「次へ」ボタンをクリックして
ください。

Wordで起動します

3

2

3

1
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Wordで宛名印刷を⾏う場合
「宛先タックシール印刷」ではなく、はがきなどに直接顧客住所を印字したい場合、Microsoft Wordを利⽤し印刷が可能です。



【参考1】宛名印刷

6

④ はがきの様式を選択し、「次へ」ボタンをクリックしてくだ
さい。

⑤ フォントを選択し、縦書き時の番地の書式の指定のチェック
ボックスにチェックを⼊れてください。

※チェックを⼊れなかった場合や、以前にこのチェックを⼊
れずに宛名⾯を作成した場合、縦書きの設定であってもハイ
フンが横表⽰になることがあります。
この場合、⼿順③より再度やり直し、縦書き時の番地の書式
の指定のチェックボックスにチェックを⼊れてください

⑥ 差出⼈の情報を⼊⼒し、「次へ」をクリックしてください。

4

4

5

5

6

チェック
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【参考1】宛名印刷

7

8

9

10

11

12

参照ボタンを押して、
ファイル対象を「すべての住所録ファイル」
→「すべてのファイル」に変更すると、
②で保存したCSVファイルが表⽰します

※

※
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⑦ 「差し込み印刷を指定します」から「既存の住所録ファイル
（L）」に「参照(S)」ボタンをクリックして、※事前準備でパ
ソコンに保存したCSVをセットしてください。

⑧ CSVファイルに代表者宛（様）と会社宛（御中）が混在してい
ない場合、適切な宛名の敬称を選択してください。

※CSVファイルに代表者宛（様）と会社宛（御中）が混在して
いる場合は、P. A-142 をご覧ください。

⑨ 「次へ」をクリックしてください。

⑩ 設定が終了しました。
「完了」をクリックしてください。

⑪ ⾃動でCSVから差し込まれたプレビューが表⽰されます。
差し込まれた内容を変更したい場合は、「結果のプレビュー」
をクリックしてください。「結果のプレビュー」を解除すると、
差し込まれた内容が表⽰されます。

⑫ 差し込まれている項⽬が表⽰されるので変更したい項⽬の⽂字
をドラッグして選択してください。

例︓《姓》《名》の欄に《お名前》を⼊れるため《姓》《名》
の欄を選択しています。



【参考1】宛名印刷

13

15

16

16

14

17

18
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⑬ 「差し込みフィールドの挿⼊」から先ほど選択したところ
に挿⼊したい項⽬を選択してください。

例︓《お名前》を選択します。

※宛名CSVに「法⼈」「個⼈」が混在する場合、P. A-140
を参照ください。

⑭ 選択した位置に先ほど選んだ項⽬が挿⼊されます。

例︓《姓》《名》が《お名前》に⼊れ替わりました。

⑮ 「結果のプレビュー」をクリックしてください。

⑯ 実際に⼊⼒される⽂字が表⽰されるので、間違いがないか
確認してください。
「▶」クリックで⼀つずつ確認できます。

⑰ 同様に住所欄も調整を⾏います。
「結果のプレビュー」を解除します。

⑱ <<住所1>><<住所2>>をドラッグして選択します。



【参考1】宛名印刷

⑲ 「差し込みフィールドの挿⼊」から
・都道府県
・住所
・ビル名
を選択して挿⼊します。

⑳ 選択した位置に先ほど選んだ項⽬が挿⼊されます。

21 住所を上揃えにします。
都道府県の位置を選択し、「ホーム」タブから「上揃え」
を選択します。

19

20 

21
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【参考1】宛名印刷

24 「住所」と「ビル名」の間に改⾏を⼊れます。
「住所」と「ビル名」の間をクリックしてカーソルを合わ
せて「Enter」キーを押してください。

25 改⾏が⼊りました。

26 ビル名を選択し、「ホーム」タブの「下揃え」を選択し、
レイアウトを整えます。

24

25

26
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【参考1】宛名印刷

27 「差し込み⽂書」タブから「結果のプレビュー」をクリッ
クして、仕上がりを確認してください。

28 「はがき宛名印刷」タブの「すべて印刷」をクリックで、
はがき宛名⾯の印刷ができます。

28

チェック

27

◀▶をクリックで
1つずつ確認
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ダウンロードしたCSVには以下のような項⽬があります。
宛名1には、法⼈の場合会社名が、個⼈の場合お名前が⼊ります。
宛名2には、法⼈の場合のお名前が⼊ります。

【参考1】宛名印刷
【法⼈と個⼈が混在する場合】
法⼈と個⼈が混在する場合、以下の通りの項⽬を利⽤することで、まとめて宛名⾯の作成が可能です。

1

2

3

法⼈︓会社名
個⼈︓お名前

法⼈︓お名前

4
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① まず、P. A-133〜と同様の⽅法でWordの設定を完了します。
会社名と部署名は選択して削除してください。

② 次に《役職》 《姓》《名》をドラッグして選択し、「差し
込みフィールドの挿⼊」から「宛名1」を選択してください。

※具体的な差し込みフィールドの変更⽅法はP. A-136⑬〜
をご覧ください。

③ 《宛名2》にデータがある場合、
《宛名1》が挿⼊されたことを確認し、《宛名1》の末尾に
カーソルを合わせ、Enterキーをクリックして改⾏します。
「差し込みフィールドからの挿⼊」から「宛名2」を選択し
てください。

④ レイアウトの調整を⾏います。
《宛名１》を選択し「ホーム」タブから「均等割り付け」を
選択します。



【参考1】宛名印刷

7

6

⑤ 次に《宛名2》を選択し、「上下中央揃え」を選択します。

⑥ 「結果のプレビュー」が解除された状態でこの状態である
か確認してください。

⑦ 「結果のプレビュー」をクリックしてください。
実際に⼊⼒される⽂字が表⽰されるので、フォントの⼤き
さなどを調節してください。
「▶」クリックで⼀つずつ確認できます。

5
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【参考1】宛名印刷

【CSVファイルに敬称が異なるものが混在する場合】
① CSVファイルをExcelで開き、敬称の欄を追加し

適切な敬称を⼊⼒してください。
CSVファイルとして再度保存してください。

1

ExcelでCSVファイルを開く際の注意点
ExcelでCSVファイルを直接開くと、「1-2」などの⽂字が⽇付や分数に変換されてしまうことがあります。
その場合、以下の⼿順で開いてください。

1.Excelで新規のブックを開き、「データ」タブの「テキスト
ファイル」を選択します

2.CoNNECT+からダウンロードしたCSVファイルを選択し、
「インポート」をクリックします。

3.「カンマやタブなどの区切り⽂字によってフィールドごとに
区切られたデータ」を選択し、「次へ」をクリックします。

4.区切り⽂字に「カンマ」を選択し、「次へ」をクリックしま
す。

5.データのプレビューで、項⽬をShiftキーを押しながら端の
列まで選択し、列のデータ形式を「⽂字列」を選択し、「完
了」をクリックしてください。

6.データの取り込みを既存のワークシートを選択し、「OK」
をクリックします。

⽂字がそのままエクセル上
に展開されます
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【参考1】宛名印刷

2

3

4
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② P. A-133 ③~⑧ を参照して設定を⾏ってください。
既存の住所録ファイルに先ほどのCSVファイルを⼊⼒してくださ
い。

③ 宛名の敬称を「（なし）」を選択し、チェックボックスをクリッ
クしてください。

以降のはがき宛名⾯印刷ウィザードの設定はP. A-136 ⑬ をご覧
ください。

④ 「プレビューの解除」をクリックすると、敬称欄が空⽩で表⽰さ
れます。
敬称欄をクリックしてください。



【参考1】宛名印刷

⑤ 差し込みフィールドの挿⼊から「敬称」を選択してください。

⑥ 選択した位置に《敬称》が⼊ります。

⑦ 「プレビューの解除」をクリックし、正しい敬称が⼊っている
か確認してください。

5

6

7
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【参考1】宛名印刷

【差し込みフィールドの設定を保存したい場合】
① 差し込みフィールドの設定を⾏ったWordを名前を付けて保存し

てください。

② 同じ設定で再度宛名印刷をしたい場合、保存しておいたWord⽂
書を開いて作業を⾏います。

③ 別の宛名リストを使⽤する場合、差し込み⽂章内の「宛先の選
択」から「既存のリストを使⽤」をクリックしてください。

宛名印刷したいCSVファイルを選択すると、差し込みフィール
ドの設定が流⽤できます。

① 「結果のプレビュー」を解除した状態で
調整したい項⽬をドラッグして選択してください。
ホームからフォントの調節ができます。

3

【⽂字サイズやフォントを変更したい場合】
1

1
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